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近時森林生態撃の進歩につれて， 本邦北部の林地も漸く生態撃的に研究を進弘られ，北大天瞳

演習林も亦，既に之が研究に慣習林研究報告生態調査第一報， (舘脇操，岩間亀三郎:山火跡地の群

落生態撃的調査。第九巻，第一読)，第二報(舘脇採，森本俸男:アカエゾマツ林の群落生態的調

査。第八巻〉の護表を見たり。

而して，本研究に於ては，主に Association(群叢〉を基礎として，天瞳演習林の林型を群落的

に分類し，而して之に相関し水素イオン濃度，樹齢，根系等をも考慮せり。但し，アカエゾマツ

林型に闘しては，之が報告あれば，本研究に於ては除外せり。

本研究を草するにあたり，有盆なる御指導と御助言を給はりし前北大潰習林長林著書博士新島善

直名響教授，及本報を公刊するに際し御教示を給はりし北大潰習林長林製博士宍戸乙熊教授に深甚

たる感謝の意を表すると共I'C，踏査に際して勘からむ援助を興えられし天盟慣習林各位及北大理事

部地質事教室園木文平氏に深謝す。
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第一章 植物群落生態皐よより見たお

天彊演習林の林型

第一節林 型

1. ヤ干ナギ林

11 ヤナギ林概相 (潟民第二圏服ー第五回参照)

がI畔に於ては抑属植物優勢にして，ナガパヤナギ，エグノキヌヤナギを共代表とし，時として

シロヤナギ，タチヤナギを混じ共他屡々ドロノキ，ヤチグモ，ケヤマハンノキ等を混生す。下車の

主なるものはキタヨシ，イハノガFヤス，殊に肥沃なる土壌にはハンゴンサウ，エグヨモギ等生じ，

共他一般にエゾノオホパセンキウ，オホプキ，エゾアプラガャ，エゾガサスグ等あり。而してか Lる

ヤナギ林は河畔に於ける土地的安定林型に

して，ナガパヤナギーエゾノキヌヤナギ群

叢に依って代表せられ，天臨川及共交流各

所に之を見るととを得ペし。本林中に標準

直書j地仁1.AJ;帯紙標準匡劃地(1.aJを選

び，天盟川河畔紳路附近に之を設定せり。

(第二闘参照)

12 ヤナギ林標準直劃地

(1. A) ヤナギ林:紳路 (15m)2

標準匿事j地

本標準匡劃地は，ベチクンナイ津西方

約 150米，宗谷本，鵠鍛道総路の南側50米を

第二固く第三頁第一園 7)

距てたる織道用地なれども，天堕第一演習林とは密接なる関係ある地黙なれば，と主にヤナギ林の

標準地を取れり。く第二箇参照〕

本地黙は，天盤川沿岸低地の沖積土にして，早春融零時には約2米増水し 4月初旬まで泥流

に洗はる L事あるも，エゾノキヌヤナギ，ナガパヤナギ等多く生じ，稀にヤチダモを混十。下居は

クサソテツ，オホイタドリ等優勢にして，オホバイラクサ， ミゾソバ，オホイタヌデ，イヌタデ，

キツリフネ，エゾオホバセンキウ，ハンゴンサウ，エゾヨモギ，スグ類等生十。

向春季に於ける下草状態を参考の局に述ぺんに，春季栴は開花せるヱ~/ 1)ウキンクワ， エゾキ

ンバウグ等により代表され，又所によりミヅバセヲの開花せるあり。共の他，オ=シモツケ，オホ
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バイラクサ，シヤク，ヱゾオホバセンキウ，ハヒキシホ・ウグ，オホプキ，ザゼンサウ，ぞヤウジヤ

エンエク等の撤葉あり，叉サイハンラン生十。

此の附近雨岸は，針潤i昆活林にして，上部にてはトママツ多く， ミヅナラ，ダケカンバ，シナ

ノキ等混じ，中腹以下に至れば， カツラ，エ

ゾイタヤ，オヒョウ等生じ更に下りて平地

になりでは，アカダモ， ケヤマハンノキ，ヤ

チグモ等出で，更に川に迫りでは，迭にヤナ

ギ林の出現となる。

本標準匡劃地附近， カツラ，プカダモ等

の生育し得られんと思はれる所(現在，カツ

ラの老大樹あり，嘗てアカグモを主とし，ヤ

チグモ， ケヤマハンノキ等を交へしも，伐採

せられしと言ふ。〉 の下草として，開花せる

エゾエンゴサクの群落をなすは，春季相とし

て顕著なるものにして，他にウラベ=イチグ，

=リンサウ， キバナノアマナ等開花し，ハナ

ウド，エゾニウ，エゾアザミ，ヱゾヨモギ，

o sh 
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曜多枯損 IV. 18， 1933.調査

オホプキ等の撤葉あり。またヱゾ=ハトコ生十。叉河謹には， トクサの大群落ありて，中にクサソ

テツ，オホバイラクサ，ヱゾHウキンクワ，ザゼンサウ，ヱゾヨモギ等少しく混宇。

今本標準匡劃地内に於ける主要なる木本を圃示せんに上闘の如し。〔第三園〕

更に之を教的に表示せんに第一去の如し。

第 表

直 径 級 目白 高 直 径cm 

樹
叩 11ω ¥20-30 Iωー伺|何回種 ~ 

一
Salix sachalinensis Fr. Schm. ナカ'パヤナ芋 1 3 1 2 3 (Ss) 

Sa!ix yezoensis Kimura 
(Sy) 

エグノキヌヤナぞ 一 一 1 一 一

Fraxinus mandshurica I{upr. ヤ チ ~. モ 1 一 一 一 一(Fm) 

直径級別合引 ~い| _21_2J 

合計

10 

1 

1 

12 

向本標準匡劃地内ο下居の (2m)l小標準匡割地を取りて，下草を調査せしに共の如し。
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植物名 本軍主 植物名 本霊堂

グサ Y テ~ 22 ェyオホパセ ;Y ~V 4 

オホパイラグサ 7 ス グ 類 3 

y' y p守 4 イ ヌ d< テゆ 2 

(1. a.) ヤナギ林:紳路(5x 35m2)帯欣標準匪劃地

本帯紙標準匡劃地は(1.A.)神路標準匡劃地の西方， 50mID地賠，天堕川流遅より，略々南北の

位置に取れり。(第二園参照一4頁〉

林地概況は(1.A.)紳路標準巨劃地に同様なれさも，始端附近水中にはキタヨシ多く生じ，始端

より 7m(抄まではキクヨシ，イハノガリヤス等多く下居に生じ，イヌタデ，エゾコシロネ，ヱゾヨ

モギ等混歩。

今，本帯欣標準匡劃j地内に於ける主要なる木本を表示せんに次の如し。(第二表〕

第=表

xm 胸品直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 
+ m m 

ェyノキヌヤナ苧 一 1.2lコ 0.40 一 1.70 一

同 一 0.8(コ 1.20 一 一 1.8(コ 一

同 2.30 一 2.10 2.0 2.0 2.CXコ 1.00 

同 O 一 2.40 一 ーー 0.60 一

同 1.30 '一 3.20 1.8 2.0 2.05 1.(氾

同 1.70 一 3.30 2.8 2.8 1.90 0.35 

同 0.20 一 4.10 3.6 3.6 3.30 0.85 

同 2.40 一 6.30 6.2 6.0 4.50 1.30 

同 0.70 一 7.50 4.0 4.6 4.CXコ 0.50 

同 0.40 一 8.20 2.4 2.6 2.70 一

同 一 1.回 6.::幻 10.0 13.6 5.00 0.70 

同 1.45 一 8.50 2.6 3.2 2.::幻 1.10 

同 1.30 一 8.70 2.4 2.2 一 一

同 1.80 一 8.70 4.2 3.6 一 2.∞ 
同 2.∞ 一 8.75 2.8 3.0 一 1.30 

同 一 0.90 8.8(コ 4.4 5.4 5.50 2.40 

同 一 2.40 9.30 6.0 7.0 5.(氾 1.広〕

ヤ チ fi1.0 壬 一 1.叩 9.30 3.4 4.4 2.20 0.30 

エy'ノ寺ヌヤナ苧 0.80 一 9.15 10.0 9.0 5.00 0.95 

同 一 O回 9.25 9.6 10.0 6.50 1.20 

同 一 2.CXコ 10.65 3.0 3.6 3.50 1.00 

備考

枯損

元折

中折

中折
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xm 胸高直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備考
+ m m 

ェyノキヌヤナ芋 2.50 一 11.60 14.0 14.4 7.r:J.コ 2.20 

同 2.田 一 11.80 17.4 16.2 9.∞ 1.印
同 一 1.70 12.15 16.0 17.0 8.50 0.50 

同 一 0.85 12.9<コ 15.0 14.4 10.【氾 5.30 

ナヵ・パヤナ苧 2.30 一 13.70 21.0 21.6 11.00 5.20 

同 1.90 一 17.45 28.6 26.0 10.00 2.50 

同 一 1.∞ 19.95 6.4 6.0 5.00 2.0コ

同 一 0.60 21.05 16.0 15.0 8.(氾 6.00 

エyノ寺ヌヤナ苧 0.70 一 22.60 16.6 16.1 13.50 3.40 

ナ 7ゲ パヤナ-v 一 0.45 23.45 10.5 9.8 8.00 2.CO 

同 1.15 24.CO 0.4 0.4 一 一 枯損
同 0.75 25.20 10.0 9.0 一 一 枯損

エYノキヌヤナーヤ 一 1.56 25.30 21.0 21.2 11.00 2.70 

同 1.15 一 26.45 4.2 4.2 一 一 枯損
同 一 0.82 27.10 14.4 14.0 9.∞ 2.0コ

十 j}+ バヤナヨF 一 0.96 28.80 1:~.0 12.6 9.CO 2.即

同 0.87 一 29.00 10.0 9.4 一 一 枯 ml
エグノ寺ヌヤナ苧 1.90 一 30.15 17.0 17.6 14.(氾 8.00 

ナカ'バヤナぞ 一 0.35 31.90 19.0 19.0 13α】 1.60 

同 2.30 一 33.20 11.5 12.4 11.00 5.00 
同 0.45 33.50 10.0 19.6 11.00 1.50 

L一一一ー一一一一一

V. 18， 19お.調査

II. ヤチハンJキ林

rャチハンノキ林概相 (潟iit第二間服ー第失圏雲照〉
ヤチハンノキ林は荒沼野(キタヨシ群叢〉に闘係あるものにして， 所謂下位泥茨の最後の樹林

として考察すべきものなり。同窓別川に於てはアカエゾマツ林よりもー居流昨に沿ふて生歩るを常

とす。下唐の主たるものはキタヨシ叉はイハノガリヤス，時に是等下生要素はオ=シモツケ，ハシ

ゴンサウ等により置換ぜらる。

本林は天鹿川河畔及同窓制川河畔に見る事を得ぺし。本林中に標準直書tl:地 llI.A; II. B.Jを選

ぴ閉塞別川沿に之を設定せり。(第四闘参照〉

rャチハンノキ林標準直劃地
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(11. A.Jヤチハンノ林:問寒別川 (15m)!

標準直書j地

本標準直書j地は問寒別騨遮所〈陸地測量

部地固五高分ノー，敏昔知参照)の酵の字の

北方1500米の地賠， トイカンベツ川の西岸流

域沖積土上に取れり。(第四闘参照〕

此の附近は撮潤なる王子坦地にして，ヤチ

ハンノキ(胸高直径5-18cm;樹高5-8.5m)

多く生じ，少しくヤチダモ(胸高直筏5.4-

21cm;樹高 5.5-7.5m)を混歩。下屠は主と

して，キタヨシ，イハノガリヤスによりて占

めらる Lも，オ=シモツケ， ゴマナ，ハンゴ

ンサウ， ミ、ヵウモリ，エゾオホパセンキウ

等の大型草本をよく伴ひ，木本には，エゾユ

ノ、トコ，ノリノキ， ヒロノ、ッ l}Aナ，ヱゾイ

ボタ等あり。最下居には，ハヒイヌツヂ，ヲ

シダ，ホソヰノデ，イヌガンソク， クサソテ

ツ， ミゾソパ，キツリフネ，オホタチツボス

ミレ，エゾコシロネ，エゾアザミ， ミヅバセ

ヲ，タチギパウシユ，オホマヒヅルサウ，オホ

アマドコロ，ギヤウジヤ=ンニク等，叉蔓草

類としてツルアデサヰ生歩。

今，本標準医書j地内に於げる主要なる木

本を国示せんに失の如し。(第五圃〉

更に之を教的に表示せんに第三表の如

第四圃(第三頁第一周1) 

第 五 圃

Aja・
N 
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。Aja ~j~ ま

Fm OAja 
Aja @ 

-Aja 

Fm ・'Aja

。Aja Aja・l
Aja 

Aja 。Aja
Fm 

OAja 
oAja 

Aja Aja 
Aja 

議Aja 
。 Aja 

-AJS 
。~ja SAja 

Aja 

Aja 
Aja Aja 

IliAja Aja Ajao ;Aja 

1;. 哨 ja 忌五ja
Aja 

g Aja ~ja 
Aja 

Aja 

。Aja -A1a 
o oAja 。
。Aja Aj .. 

し。 @枯竣 ~伐根 VIlJ. 28， 1933.調査

第 表

ー一一~~------------------積-------一、一一直一~一一~径ー一 級 cm 胸高直径
樹 一一一日 I5-10 

合計

Alnus japonica Sicb. et Zu白-.0
var. arguta C. I王.Schn. ヤチヌ、 y ノキ 9 15 17 3 44 

(Aja) 
Fraxinus mandshrica Rupr. ヤチダ宅 一 1 一 2 3 

(Fm) 

直径級別合計 16 I 17 I 3 I 2 I 47 
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本標準直書j地内の下屠の (2m.)2小標準匡劃地をとりて下草を調査せしに第四去の如し。

第 四 表

II. A 標 準 医. 董。 地 II. B 楳 準 嵐 董日 地

植 物 名 鍛|備 考 植 物 名 般|備 考

ヨF dヌ ヨ γ 33 高サ2.3m キ d荷 ヨ γ 日 高さ1.9m

戸 b イヌ~ゲ 32 オホタチ~示・スミ V 40 

オホタチ~ホ・スミ V 24 オホ""b ~ Iレサ v 23 

ヨー ~ アネ 17 ミミカ v王甲 22 高き1.3m

オニジ毛~ケ 16 高サ2.5m 、 y y pマ 16 

ミミカ v司e ~ 16 エ Y アザミ 13 

エ Y ヨジロネ 9 コ' 可司「 ナ 13 高き1.6m

ミグパセチ 8 タチ芋バ vγ ュー 12 

オホア T ドコロ 7 p、 b イヌ~グ 12 

オホ "-bグルサ v 3 、、 グバセチ 11 

、 y' y 7マ 1 エy'ョ γ ロネ 9 

エ Y アザミ 1 オホア..- l" '"日 6 

イヌ 11- ;v '/グ 1 芋ヤ守タヤ ~y エグ 1 

1 高き1.4m

(11. B.Jヤチハンノキ林:閉塞別川
第 ;ι、. 闇

(15m)宮標準匡劃地
FEe-k 寄'っ: 

本標準匡剖地は(II.A.J標準直書j地の北 N 
。Aja

/ 
話品Aja

。
dAJ. Aja 。Aja

方40米， トイカンペツJII西岸の沖積土上に取 。aAja

dAja 

れり。 るAja s 
Aja Aja 

林地概況は (II.A.J標準匡!!I地に同じ。
。。 Aja 
Aja 

Fm ~冒 Fm ASJ，a ani-Aja 
。Aja

(第四闘参照一8頁〕 OAja 

F引
Aja Aja 0 

今，本標準匡割地内に於ける主要なる太
A。-ja・Aja

本を圃示せんに失の如し。(第六園〉 oAja 
。。 Aja 

更に之を識的に表示せんに第五表の如
Aja 

。 OAja

し。向本標準匿劃地内の下居の (2m)宮小標準
~ja oAja 

.Aj‘ Aja 
OAja 

-Fm 
'Pm .~j. 

直劃地を取りて，下車を調査せし結果は第四 Aja 
-Aja 

oI¥j. 
-Ada 

民n・ oAja
表に並記せり。

@枯損 ミ5伐根 Vlrr拘 1933.調査.
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樹

Alnus japonica ~ieb. et Zucc. 
var. arguta C. r王.Schn. 

(Aja) 

Fraxinus mandshurica Rupr. 
(FIll) 

直径級別合計

第 五 表

ヤチダ

第 七 圃(第三頁第一園 5)

~ 

III. 7力ダモーヤチダモーケヤマハンJキ林

27 

「演習林事勢舟

--林道

IbOO 

s 

31 アカダ号ーヤチダ号ーケヤマハンノキ林概相 〔窮民第二圃版ー第七園参照〉

38 

7 

45 

アカダモーヤチダモーケヤマハンノキ林は低地漠畔林にして，柏々平坦なる地を選び，針澗混

靖林内の特殊樹林型と考察すべきものなり。アカグモ，ヤチグモ，ケヤマハンノキを主木とし，是

にエゾイタヤ， ミヅナラ，ナガパヤナギ，エゾキヌヤナギ，オヒョウ， ミヅキ等を混十。下生要素
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は夏季一般大型草本に特徴づけられ，笹類比較的少なきを特徴とす。本林は山地林の低部各所に見

るととを得ぺし。本林中に標準直劃地 llII.A; 111. BJ及帯欣標準直劃地 (II1.aコを天幕之湾沿ひ

に設定せり。(第七園参照-10頁〉

32 アカダ号ーヤチダ壱ーケヤマハンノキ林標準地

(1I1. A.J アカダモーヤチグモーケヤマハンノキ林:天幕ノ揮(lOm)2標準直割地

本標準匝劃地は針澗混靖林中に存在する天幕之揮下流の平坦地(巾約40米〉にして，上音威子

府川との分岐髄の西北方約400米，天幕之揮。「之」の字の北方，流謹(天幕之津の水面は約4米〉

より約10米を距て，林道との聞に取れり。(第七園参照一10頁〉

此の地賭は，津市の沖積土の平坦地に護建せる澗葉樹林にして，アカダモ，ケヤマハンノキ，ヤ

チダモ等の老大樹(胸高直径30-103cm;樹高12-20m)を主とし，エゾイタヤ，ミヅナラ，ナガパ

ヤナギ，エゾノキヌヤナギ，オヒョウ，ミヅキ等を混歩。下居はオホイグドリ，ハナウド，オホプキ，

エグオホパセンキウ，ウラグヨプスマサウ，マルパヒレアザミ等の大型草本優勢にして，ネマガリ

ダケ少しく混じ，最下居にはシラネワラビ，

ホソヰノデ， ミヤマペユシグ，オホバイラク

サ，ムカゴイラクサ，エゾシヤウマ， コンロ

ンサウ，エゾイチゴ，キツリフネ，クサノス

ミレ，カサスグ， ミミカウモリ，ザゼンサウ

等，叉蔓草類には，ツルアヂサヰ， ツタウル

シ等生十。

向春季 (v.17， 1933)に於ける下車の紙

.態を参考の篇に述ぺんにネマガリグケ顕著に

して，その聞にヱゾオホバセンキウ， ウラグ

ヨプスマサウ，マルバヒレアザミ，ザゼシサ

ウ等の撤葉多<， ミヅパセヲ，エグエンゴサ

ク，エンレイサウ等開花し，叉所々に開花せ

るニリンサウの小群落あり。

fh 

第八圃

O 
Vp 

O 
Am。

。
A岨.

VII. 2.0， 1933.調査.

O 
Fm 

o ;， F .. 
Qc 

本標準匡劃地附近の雨岸は傾斜地の針潤i見滑林にして，針葉樹には， トドマツ多く，エゾマツ

混じ澗葉樹としては，エゾイタヤ，ベェイタヤ，オヒョウ，ミヅナラ，グケカンパ，センノキ等

ありて，下居は笹類の占むる所なり。

今本標準巨費j地内に於ける主要なる木本を圃示せんに上記の如し。く第八闘〉

更に之を教的に表示せんに第六去の如し。
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第 -L. ，、 表

|-Y-3111竺 i ---1合
樹

cm 級径
直

干唾 /10-1q15-20;却 a25125却 13033135ω/40-45:45却 i印品1ft

Ulmus propinrlua Koiclz. (Up) 

Fraxinus mandshurica Rupr. 
(Fm) 

Alnus hiTslIta Turcz. (Ah) 

QlIercus crispula H1. (Qc) 

AceT mono Maxim. v. (Amo) 

直 径 級 BU メL日 計

ア カ タ・
宅 i-i-l-!-i-|-l-l

ヤ チ モ 1i一一|ダ

ケヤ '""'C.>"Yノキ I_ I _ 1_'ー
')1' 

ェ y イ

ナ ラl-|-l-!ー
タヤ i-1 2 I一一

1 i 2 I 
2-一|

fnJ本標準匝割地内の下居の (2m戸小標準医i剖地を取りて，下平を調査せしに弐の如し。

植 物 名

ムカゴイラグサ

カ サ ス ゲ

ゥラゲeT7・スマサ fJ

--<')レパt:vアザミ

へ-
少 プ ネ

ネ マカ・ ダケ

ミヤマペニジダ

グ サ ノ λ V 

本軍童

図

43 

12 

11 

10 

7 

5 

5 

備 ;SJ・

おき2.5m

涜S~0.6川

被 物 名

カ 守王

元- ，t-、 7" ヨp

-lf セ' 〉〆 サ fJ 

~ Pレ ア タサヰ

:r.j.'井 )I~ パ k シキ fJ

二巳 y' イ

j' イ

オて ツ ヰ

l' 

‘T -=> 
ド事

ノ テ"

本 重量 備 考・

4 

4 日島;~O.8m

3 

3 

2 高さ2.0m

2 

高き2.4m

(1II. B.J アカグモーヤチダモーケヤマハンノキ林:天幕津 (20m)官標準医剖地

2 

2 

7 

本標準FE剥地は CIII.A.J天幕i宰標準医塾j地の西方iO米， 天幕の津左J芋，流溢より約2米を距

て林道との聞の平坦地iζ取れり o1@:;!l1J地内ICは，河原礁の帯nえに有-在せる所あり。(第七闘参照一10頁)

此の地悪占は，湾沿~III硝ゴニ l亡護法せる澗葉樹林にして， アカグモ， ケヤマハンノキ， ヤチダモ等

を主とし， ヱゾイタヤ， ナガバヤナギ， オヒョウ等生す'0下居はオユシモツケ， オホイタドリ， ノ、

ナウド， オホプキ， ウラグヨプスマサウ， マルバヒレアザミ， エゾウパユリ警;の大型革本優勢にし

て， ネマガリダケ少しく生じ， 最下居にはジウモンジシダ， リヤウメンシグ， サカグヰノデ， ノ、ク

マウヰノデ， オ]~..，ξ イラクサ， ムカゴイラクサ， エゾシヤウマ， オホレイジンサウ， キツリフネ，

クサノスミレ， ウマノミツ.，，..~， シヤク， ヤマプキシヤウマ， ミツバタネツケパナ， ミミカウモリ，

ザゼンサウ， オホパナヱンレイサウ， ミヤマタウ Jξナ， オホパタケシマラン，アマチヤヅル等生じ，

叉カサスグの群落をなす所あり。

向ぷ季 (V.1i， 1933) I乙於ける下居の欣態を参考の局IZ::述ぺんに， ハナウド， オホプキ， エゾ



ウパユF等の撒葉眼を惹き，エゾヱンゴサク，

カタクリ，オホパナエンレイサウ=:.リンサ

ウ等開花せり。

本標準匡劃地の附近傾斜地は針潤混滑林

にして， トドマツ，エゾ、マツ， ミヅナラ，グ

ケカンパ，シナノキ，エゾイタヤ， ヒロハキ

ハダ，アヅキナシ， ホホノキ等生守。

今本標準匪劃地内に於ける主要なる木本

を闘示せんに第九国の如'-'0
更に之を敷的に表示せんに第七表の如

し。

第

直径級 cm

樹
種

U1mus propinqua Koidz. (Up) Iアカダ毛

Alnus hir叫 taT町田.(Ah) ケヤ~>、 y ノキ

.AI・1

Acer mono Maxim. v. (Amo) Iエ Y イタヤ 2

直径級別合計|

OAhi 

OAbi 

表

第九圃

OAhi 

。Alli
包"

OAmo 

。Am。
。Amo

01¥1. 
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-Am。

¥ 

O 
Up 

@枯損 VII. 20， 1933.調査.

7 

4 

12 

本標準匡tiJ地内の下唐の (2m)2小標準匝劃地をとりで下車を調査せしに弐表の如し。

植 物 名 本重責 備 考 植 物 名 本殿

7l" オて 7 。 ヨr 4 高き1m カ サ ス ゲ 多重土

守ヲゲヨプスマサウ 3 高き1.4m ムカコ*イラグサ 25 

>、 ナ ウ ド 3 高さ2m ヨー ~ 7 ネ 10 

ネマ jJ" 1) ダク 2 高きO.7m ア T チヤグ 3レ 8 

オコジ毛少ク 高さ1.5m オホパナヱ:vvイサv 3 

(IlI. a.) アカグモーヤチダモ←ケヤマハンノキ林:天幕ノj撃(6x30m2)帯紙標準匝!lJ:地

本帯欣標準直劃地は天幕の浬第二支流の分岐賠近き西北方に在りて，分岐賭より20米上流の本

流活沖積土上，略々東西の位置に取れり。(第七闘参照-10頁〉

此の地黙は，アカグモ，ケヤマハシノキ，エゾイタヤ等を主とする津市の沖積土の潤葉樹林に

して，ナガパヤナギ， ミヅナラ等を混じ，また少しくエゾマツ混入す。下屠はオ=シモツケ，オホ
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イタドリ，ハナウド，オホプキ，ハンゴンサウ，マルパヒレアザミ，ヱグウパユリ等の大型草木優

勢にして，最下屠にはジウモンジシグ，ハグマウヰノデ，オホパイラクサ，ヱゾリウキンクワ，エ

ゾシヤウマ，コンロンサウ， ミツ.，T，タネツケ •• r~ナ，キツ P フネ， クサノスミレ，ウマノミツノf，シ

ヤク)レヰエフボタン， ミヤマタウパナ， ツルニンジン，クルマパサウ，ハウチヤクサウ，オホパ

ナエンレイサウ，アマチヤヅル等生じ，叉漁地にはカサスグの多き所あり。

尚春季 (v.17， 1933)に於ける下草の猷態を述ぺんに，オ=シモツケ，ハナウド，オホプキ，

マルバヒレヂザミ等の撒葉多く;:.リンサウ， ミヅパセヲ，エゾエンゴサク，オホバナエンレイサ

ウ等開花せり。

本帯献標準匡劃地附近，左岸林道より北方30米位まではオホイタドリ，ハナウド，ハンゴンサ

ゥ，マルバヒレアザミ，ウラグヨプスマサウ等の大型車本生じ，ネマガリダケ混歩る草生;地にして，

トドマツ，エゾマツ，シナノキ， エゾイタヤ，グケカンパ，オヒョウ，カツラ，ヒロハキハダ等を

混生する山腹の針澗混清林に接す。右岸にては，アカダモ，オヒョウ，ケヤマハンノキ，ナガパヤ

ナギ等を生じ，流畔斜面は， トドマツ， エゾマツ，シナノキ，ダケカンパ，エゾイタヤ等生歩る混

靖林たり。

今，本帯朕標準直劃j地内に於ける主要なる木本を表示ぜんには次の如し。(第八表〉

第八表

XII1 胸高CHE直径 樹高校下

樹種 ym 備考

クヤマノ、 ν ノキ 1.10 ー-I 0 I 33.8 I 33.2 I 21.00 I 7.00 
同 0.75 ー oI 17.5 I 16.4 I 8.∞ 2.∞ 
同 0.40 ー 0.901 34.3 1 32.5 1 22.∞ 6.00 

同 一 0.55I 6.40 I 34.8 I 27.3 I 20.∞ 2.50 I y1O.5mノ所
ナすパヤ十字 - I 2.∞ 16.∞ 四.4 1 19.2 I 15.∞ 3.日 ノ「直倒径木3横6c戸m 
.:r. y イタヤ 1.日 -I 20.∞ 40.6 1 43.2 1 12∞ 7.∞ 可V
クヤ~ ~.、 y ノキ 0.45 I - I 21.70 I 4.80 I 4.60 I 7却 2.日

同 一 0.201 21.80 I 21.20 四 .60I 11.∞ 6.∞ 
同一 0.551 21.85 1 5.90 1 5田 4.50I 2.50 

同 0.40I - 1 21.90 1 16.田 15.∞ 8.00I 3.田

.:r. y イタヤ ー・ 0.25 I 22.70 1 33.80 1 30.60 1 11.50 I 6.50 

クヤマ戸 yノキ 0.95 1 - 1 23.85 1 27.4 1 25.2 1 13.00 1 7.∞ 
アカダ王 - 1 1.80 1 25.日 54.0 I 51.0 I 24.∞ 8.∞ 
.:r. y イタヤ 0.85 I - 1 26.90 1 11.3 1 11.6 1 6.5) 1 3.∞ 
同 0.401 - I 27.∞ 6.8 6.4 1 3.∞ 5.日

エ y ~少ー 0.45 I 28.40 I 6.6 1 6.4 1 4.30 I 0.85 

.:r. y イタヤ O.印 - I 29.∞ 22.80 I 21.0 I 1:∞ 3.20 
アカ jR・毛 0.90 -29.∞田.日 78.田部.∞ 8.∞ 

VII. 20， 1933.訴置.
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IV. ミヅナラ林

41 ミヅナラ林概相 (築主主第一闘版ー第三園参照〉

ミヅナラ林は高燥なる地黙に生十るものにして，本演習林の如き地形の所に於ては純叢として

護建せる所は極めて勘なく，且極めて部分的の存在なり。下叢は笹類に依り占居せらる。閉塞別川

沿岸丘陵地帯に是を見る。(第四闘参照一8頁)

4宮 ミヅナラ林標準地

(IV. A.J ミヅナラ林:問寒別川沿岸丘陵 (15mJ2標準医書j地

本標準直劃地は十五線(陸地測量部地園五高分之}上猿梯参照〕の十の字の東方， 750米の地賠，

トイカンベツ川東岸流域にして，丘陵の下部

平原に近き所に取れり。(第間同委照〉

此の地黙は，東方は火山跡地に近接する

(シラカンバ多く生十)低き丘陵(100米〕下

方，高距40米前後の綬傾斜地にして， ミヅナ

ラ(胸高直俺15-60cm;樹高9ー15m)多く

生じ，グケカンパ，シラカンパ，エゾイタヤ，

シナノキ，オヒョウ， シウリザクラ等混じ，

叉トドマツ散票占献に混生す。下居はネマガリ

ダケ(高さ1.4m)筏生し，ゴマナ，ハンゴン

サウ等の芽生， ツタウルシが本標準匝劃地内

を横断する小逗(十五総理-より十二鯨津への

O 
Qc 

O 
Qc 

。
Qc 

O 
Qc 

o 
Qc 

第 十圃

O 
Qc 

O 
Qc 

♀ 

• A. 

o 
Qc 

. 
A. 

& 

-As 

OQc  

小逗)に括ひ僅かに生やるのみ。 信参枯損 @伐根 VIII. 28， 1933調査.

今，本標準区割地内に於ける主要なる木本を圃示せんに上闘の如し。(第十周)

更に之を童文的に表示せんに第九表の如し。

一
樹

Quercus crispula BI. (Qc) 

Abies sachalinensis Fr. Schm. 
(As). 

直径級別合計|

第

、グナラ

トド マ')>

九 表

12 

3 

15 

D 
Qc 
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本標準I瓦割地内の下居の(1.5m)2小標準直割地を取りて，下居を調査せしに弐の如し。

植物名

ネ T 由。事ダ 0・

口駒 『司「

日少 タ fJ レジ 2 

ナ 2 

本殿

64 

備考

高~ l.4m 

芽生

(IV. B.j ミヅナラ林:問寒別川沿岸丘陵 (15m戸標準匪劃地

本標準直割地は(IV.A.j標準区劃地の

南西方50米の地賠にして，南方約100米にし

て農耕地に接す。(第四園参照一8頁〉

此の地黙はミヅナラ(胸高直径9.3ー74.5

cm 樹高6.5ー16m)多く生じ，トドマツ(胸

高直符17cm 樹高9m)，エゾイタヤ，グケカ

ンパ，オヒョウ，ヤチダモ， シウリザクラ等

混十。下居はネマガリダケ(高さ1.5m)密生

し、最下居には，僅かにミヤママタタピ生歩

るのみ。

今，本標準直劃地内に於げる主要なる木

本を固示せんに右掲の如し。く第十一周)

更に之を鞍的に表示せんに第十表の如

し。

第

第十 国

O 。
1'"柚

。
Qo 

-Amo 
. . 
Qc Q. 

o 
Qo 

-BE -Qc O 
Qc 

。
As 

急
O
回

。m 
A
 

• 
0ω 

s
 
。AS ・A

O 

Qc 
@ 
A. 

g 
Qcol 

@枯損 @伐根 VlfT. 28， 19.ぬ調査.

十 表

~一街---一-----一祐-------直1 径 一一霞一 cm 司140il1G2qi 2m30i F-40!l4ml!日 60:60-70[70- 合計

Quercus crispula R1. (Qc) 、、、 グ ナ ラ 。~ 3 4 1 一 1 12 

Betula Ermani Cham. (BE) ダ夕方 y パ 1 一 1 一 一 一 2 I 
Acer mono Maxim. v. (Amo) ェ y・4 タヤ 2 1 一 一 一 一 一 3 
Abies sacha1inensis Fr. 

ド'? 'J) 1 2 一 1 一 一 4 Schm. (As) 

L 級別合計上 16[ 31-1 1 [ -1 1 1 21 

植物名

向本標準匡劃地内の下屠の(1.5m)宮小標準匡劃地を取りて，下草を調査せしに次の如し。

本章主 備考

高き1.5mネマ 11' ~タ・ !r 96 
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v. ::...十 J キ-*ヒョウ-4~ヤ林

51 ジナノキーオ包ヨウーイタヤ林概相

シナノキーオヒョウーイタヤ林は，針葉樹林若しくは針過混滑林中襟沿ひに出で来る特殊林に

して，林地の幅一般に蹟からざるを特徴とす。シナノキ，オヒョウ，エグイタヤを主木とし，グ

ケカンパ，ミヅナラ，ホホノキ，シウ Pザクラ，ヒロハノキハダ，ベ=イタヤ，センノキ，ミヅキ，

ヤチグモ等を混歩。下唐は一般にオクヤマザサに占めらるるも，倫濯木としてムシカリ，ノリノキ，

ヒロハツリパナ等あり。

本林に標準地として帯紙標準直書j地 [VI.a ;日.b ; VI. cJを設け，之を天聾第一慣習林天幕

之津及音威子府附近に設定せり。(第七園;第十二闘参照〉

52 $'ナノキーオ包ヨウーイタヤ林

(V. a.J シナノキーオヒョウーイタヤ林:天幕之津(6x 90m2)帯紙標準直劃地

本帯朕標準直書j地は天幕之津第六支流分

蚊賭の西方90米，林道の西北方90米の上部よ

り林道に至るものなり。天幕之揮に面せる南

斜面の急斜地にして傾斜 S.28
0

，基岩は上部

白亜紀頁岩なり。(第七闘参照一10頁〕

此の斜面はシナノキ，オヒョウ，エゾイタ

ヤ， ベニイタヤ， シウリザクラ等の多き澗葉

樹4本にして， ミヅナラ，センノキ，ホホノキ，

ヒロハキハダ等を混十。下居はオクヤマザサ

(高さ 3m)極めて旺盛にして，瀧木にはムシ

カリ，ノリノキ，ヨマユミ， ヒロハツ l}:."ナ

等あり。最下屠には，ヲシグ，ジウモンジシ

第十=圃 (第三頁第]周8)

グ，コグユワタリ，ヒトリシヅカ，ムカゴイラクサ，コンロンサウ， ナエハヅ，ハナウド等，叉蔓

輩類にはヤマブドウ，エゾサルナシ，マタタピ等生や。

備本帯紙標準直劃地より上部はシナノキ多く生じ，ヱゾイタヤ， ミヅナラ，グケカンバ，シウ

リザグラ，ヒロハキハダ等の澗葉樹林にして，更に尾根通に到れば，グケカンパ多き林となる。

本標準直劃地より下部は天幕之津流畔斜面の傾斜地の澗葉樹林にして，オヒョウ(胸高直径30

cm;樹高16m)，シナノキ，ケヤマハンノキ，ヱグイタヤ，べ=イグヤ等生じ，ミヅナラi ダケカンパ

等少しく混じ，流畔にはケヤマハンノキ多く生十。下居はオクヤマザザ優勢にして，オホイタドリ，

ウド，オ=シモツケ，ウラグヨプスマサウ，ハンゴンサウ，マルパヒレアザミ等の大型草本を伴ふ。
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又東方は針澗混靖林にして， トドマツ，エゾマツ，シナノキ， ミヅナラ，エゾイタヤ，ホホノ

キ等生じ，ヤチダモの老大樹(胸高直径70cm;;樹高28m)あり。更に西方には，本帯紙標準直劃地

。如き林型あり。

今，本帯欣標準医~!JJ地内に於ける主要なる木本を表示せんに第十一表の如し。

第 十 表

X町l

蜜 l省高|投下樹 種| ym 考
+ N-S I E-W I m I m 備

ジ ナ ノ ヨー 2.40 H幻 43.0 37.0 沼.∞

同 2.叩 2.00 10.0 10.0 8.∞ 2.印

同 2.却 2.10 4.0 3.0 4.501 1.E幻

同 2.60 2.20 3.50 

同 2.田 2.20 6.0 6.0 5.田| 2αコ

オ b ヨ fJ 3.00 2.40 3.∞ 

シ ナ ノ ヨp 2.15 2.50 1.(わ

'* b ヨ fJ 3.∞ 2.60 28.0 36.0 19.∞|  8.∞ 

b ロ J、ョ~ ~.、 タ・ 0.20 2.90 4.∞ 

ジ ナ ノ ヨp 2.40 3.(わ 3.0 3.0 4;∞!  2.CXコ

-1< 〉〆 ノ ヨr 0.90 4.70 2.00 

ジ ナ ノ '" 2.10 5.20 6.0 6.0 5.00 I 1.80 

セ 〉〆 ノ ヨー 0.40 5.40 3.50 

V す Fザグラ 1.00 5.田 0.40 

同 O.田 6.80 4.00 

同 0.80 7，(わ 11.0 11.0 9.∞|  3.50 

同 1.70 7.60 3.30 

4 γ カ 1.20 8.CXコ 1.40 

x. y イタヤ 1.25 8.40 0.50 

ム γ カ 2.回 8.50 2.00 

γ fJ ~ザグラ 1.40 8.60 0.40 

同 0.75 8.卸 1.60 

4 手r カ 1.25 9.20 1.印

同 0.55 9.60 0.70 

同 0.30 9.80 2.(わ

V fJ 甲~グラ 1.印 10.8(コ 1.10 

同 2.15 1090 14.0 14.0 3.日

同 1.8(コ 10却 3.0 4.0 4.50 2.(氾
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胸高直径xm 樹高 投下cm 
樹 種 ym 備 考

+ m m 

γ fJ l} -l}'グラ 一 10.90 5.0 4.0 4.50 一
τz ーマ ニL 、 一 2.85 11.00 一 一 2.50 一
同 一 1.()(コ 11.10 一 1.30 一

ペユイ 9 ヤ 一 2.30 11.30 4.0 4.0 4.50 2.∞ 
ム γ カ 1.∞ 一 11.50 一 一 0.90 一
同 1.即 一 11.50 一 一 1.20 一

γ ウ Pザグラ 一 3.CO 11.印 20.0 20.0 14.00 6.∞ 
A γ カ 0.20 一 13.40 一 一 0.70 一
γ 守事ザグヲ 1.25 一 13.8(コ 一 2∞ 一
ム γ カ 甲 1.55 一 13.80 一 一 2.30 一
同 1.60 一 13.印 一 一 1却 一
同 1.65 一 13.8(コ 一 一 1.20 一

ダクカ v バ 0.50 一 14.::幻 54.0 52.0 24.00 2.50 

γ fJ 甲ザグラ 2.80 一 15.20 一 3.00 一
同 一 3.∞ 15.30 20.4 20.6 17.()(コ 3.50 

ム γ カ 2.65 15.30 一 一 2.40 一
γ ナ ノ

ヨー
2.90 一 15.5<コ 6.0 7.0 4.田 3.80 

γ fJ l}ザグヲ 2.20 一 15.60 一 一 2.80 一
γ ナ ノ

ヨー
2.35 一 15.60 5.0 5.0 4.田 2.∞ 

ム γ カ 3.∞ 一 15.60 一 一 2.80 一
γ ナ ノ

ヨー
2.35 一 15.65 一 一 3.50 一

γ fJ 甲ザ1/ラ 一 2.20 16.00 一 一 1.60 一
ェ y イタヤ 2.85 一 16.10 27.0 26.0 16.00 4.(氾

ム γ カ ' 2.8(コ 一 17.60 一 一 2.∞ 一
同 3.∞ 一 17.80 一 一 2.20 一

γ fJ l)ザグラ 2.90 一 18.00 4.0 4.0 5.Q(コ 3.(わ

ム γ カ 2.90 一 18.05 一 一 1.20 一
γ fJ リザグラ 2.20 一 18.40 一 一 2.50 一
b ロノ、寺戸タ駒 一 0.90 18.50 一 1.65 一
ム ジ カ 一 2.10 19.00 一 ー 1.70 一
γ fJ l}ザグラ 一 1.55 19.10 一 4.00 一
同 1.10 一 20.40 一 一 2.00 } 先折れ

同 1.10 一 20.50 一 一 4.00 一
同 0.65 一 21.00 一 一 1.90 一
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xm 胸高直径
樹高 枝下cm 

樹 積 ym 備 考

+ m m 

γ 守')ザグラ 0.80 一 21.20 3.2 3.0 5.田 2.30 

ム γ カ 2.8(コ 一 22.50 一 一 2.50 一
γ fJ 1}ザグヲ 2.50 一 22.60 一 一 0.9<コ 一
ム 手〆 カ O 一 24.(氾 一 一 2.20 ー噌

同 0.05 一 24.00 一 一 4.00 一
同 3.00 一 24.::幻 」 一 1.80 一
同 2.85 一 24.40 一 一 2.30 一
同 2.80 一 24.50 一 一 1.印 一
同 2.90 一 24.50 ー 一 2.8(コ 一
悶 2.叩 一 24.60 一 一 2.田 一

v'" fJ 甲ザグラ 0.55 一 24.65 一 一 0.55 一
A γ カ 2.叩 一 24.65 一 一 3.80 一
γ fJ 1}ザ、グラ 0.60 一 24.70 一 ー o.印 一
ム γ カ 2.65 一 24.70 一 一 5.∞ 一
同 2.85 一 24.75 一 一 2.20 一

γ fJ ')ザグラ 0.50 一 25.05 一 一 2.50 一
同 0.61 一 25.05 一 一 3.∞ 一
同 0.50 一 25.10 一 一 o.印 一
同 0.55 一 25.10 一 一 0.55 ー

同 0.60 一 25.10 一 一 1.∞ 一
A γ カ 2.60 一 25.10 一 一 1.即 一
同 1.30 一 25.10 一 一 3.::幻 一

V'"fJ1}"JI'グヲ 1.65 一 25.10 一 一 0.75 一
同 一 1.70 25.10 一 一 0.45 一
同 O.Eお 一 25.20 一 一 0.45 一
同 O.田 '一 25.22 一 一 O.日 一
同 一 1.2(コ 25.30 一 一 0.85 一

ム γ カ 一 1.65 25.::幻 一 一 3.00 一
同 一 1.40 25.50 一 一 3.∞ 一

γ fJ 1} "JI' 1J ラ 一 1.65 25.田 一 一 0.70 一
ム γ カ 一 1.60 25.印 一 一 3.80 一
同 1.75 { 26.40 一 1.00 一

γ fJ ')ザグラ O 一 26.60 一 一 0.55 一
同 0.10 部 .60 一 一 0.45 一



(21) 

xm 胸高直径
樹高 枝下cm 

総 種 ym 備 考
+ m m 

V' fJ Yサグヲ 一 0.20 26.70 一 一 0.3tコ 一
同 一 0.55 26.釦 一 一 0.25 一

ム γ カ 一 1.70 26.旬 一 一 3.20 一
同 一 2.10 27.00 一 ー 2.30 

同 一 2.25 27.CXコ 一 一 O.旬 一
同 一 2.35 27.10 一 一 3.00 一
同 一 2.45 27.20 一 一 2.90 一

V' fJ 1)ザグヲ 1.20 一 自.却 一 一 1.∞ 一
同 1.70 28.40 一 一 1.20 一
同 0.30 28.80 一 一 0.80 一

オ b ヨ fJ O.田 28.90 16.0 17.0 11.00 5.00 

V'fJ Yfグラ 1.95 一 30.00 一 一 1.90 一
.ム γ カ 1.30 一 3O.CXコ 一 3.(氾 一
セ 〉〆 ノ ーや 一 O田 ヨコ.CXコ 100.0 1αw 23.(氾 6.00 

ム γ カ 明 一 2.∞ 30J幻 一 一 1.80 一
同 O.却 一 30.80 一 一 2.10 一

V' fJ 1)ザグヲ 一 2.50 31.CXコ 一 3.回 { 

ム 苧〆 カ 一 1.10 31.10 一 一 1.10 一
同 一 1.20 31.10 一 一 2.40 一

ジ fJ 明ザグラ 2.80 31.10 一 一 3.80 一
同 一 2.85 31.10 一 一 4.00 一

シ ナ ノ
ヨー
O.叩 一 33.10 23.0 22.0 14.(ρ 8.日

同 1.2(コ 一 33.10 18.0 16.0 11.CXコ 6.∞ 
同 1.10 一 33.回 33.0 33.0 18.(氾 9.00 

同 一 0.85 33.50 一 一 3J幻 一
同 0.90 33.50 一 一 1.印 一
同 一 1.05 お.印 一 一 2.00 一
同 一 1.10 33.50 一 一 O.佃 一
同 一 1.15 33.50 一 一 2.50 一
同 一 1.10 33.60 11.0 12.0 7.日 4.00 

同 一 1.∞ お .70 一 一 2.印 一
同 1.05 一 33.70 一 一 3.50 一
同 1.20 一 33.70 } 一 2.::幻 一
同 1.':幻 一 33.70 一 一 4.CXコ
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耳目1
胸高直径

樹高 枝下cm 
樹 種 ym 備 考

+ m m 

手〆 ナ ノ キ 0.95 一 33.E幻 4.0 4.0| 7.00 一 枯損
同 一 1.(幻 33.90 一 一 2.60 一
同 { 1.45 33.叩 一 一 2.∞ 一
同 一 1.45 33.95 一 一 4.30 一
同 1.加 一 34.0<コ 一 一 3.E幻 一
同 一 0.95 34.∞ 一 一 1.20 一
同 1.25 一 34.10 一 一 2.30 一
同 一 0.95 34.10 一 一 1.20 一
同 一 1.85 34.40 23.0 28.0 14.0<コ 8.0<コ

A V カ 2.印 一 34.即 一 一 2.印 一
同 2.55 一 34.60 一 一 2.(わ 一

γ iJ リザグラ ー 2.35 34.70 一 一 4.0<コ 一
γ ナ ノ

ヨー 一 0.95 34.90 一 一 2.∞ 一
同 一 0.85 35.0:コ 一 一 1.(氾 { 

同 一 1.40 35.(幻 一 一 4.CXコ ー
同 一 0.85 35.05 一 一 0.50 一
同 一 0.85 35.10 一 一 0.55 一
同 一 2.0:コ 35.10 一 一 2.50 一

v-iJ ~ -y'グラ 一 0.10 35.20 一 一 2.CO 一
γ ナ ノ ~ 一 1.25 35.20 6ρ 6.3 7.CXコ 4.∞ 
同 一 1.55 35.30 13.0 12.0 9.00 5.1∞ 
同 一 1.65 35.30 22.0 21.0 14.00 10.0:コ

同 一 1.40 35.50 一 一 4.00 一
同 一 1.55 35.印 一 一 3.田 一
同 一 1.15 35.70 一 一 3.00 一
同 一 1.45 35.田 一 一 2.80 一
同 一 1.55 35.回 一 一 4.CO 一

ム γ カ 0.8(コ 一 37.40 一 一 3.仁Xコ 一
同 2.10 一 37.50 一 一 2.日 一
同 1.30 一 38.30 一 一 3.50 一

V-iJ 甲ザグラ 2.35 一 38.90 一 一 1.20 一
同 2.45 一 38.90 一 一 O.伺 一

ム ジ カ 1.10 一 39.30 一 一 1.0<コ 一
ペユイタヤ 一 2.00 39.80 37.0 36.0 15.∞ 4.∞ 
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xm 胸高直径
樹高 枝下

樹
Cm 

種 ym 備 考
+ 一 m m 

ペユイタヤ 一 0.85 40.10 45.0 45ρ 17.0:コ 5.00 

オ h ヨ fJ 0.30 一 40.40 一 一 0.50 一
V fJ 1)ザグラ 2.15 一 40.50 一 一 1.10 一
同 一 0.60 41.20 一 一 1.20 一
同 一 0.65 41.20 一 一 1.50 一
同 ー~ 1.40 42.00 一 一 4.(氾 一
同 一 1.00 42.20 一 一 0.70 一

で2 『司r ニL 、、. 1.20 一 42.70 一 一 O.臼 一
γ fJ ~ "lfグヲ O.ω 一 42.70 一 0.50 

同 一 0.30 42.<幻 一 一 2.泊 一
同 0.55 43.00 一 一 O.印 一

ム V カ 1.40 一 43.00 一 一 1.仁Xコ 一
γ fJ 1)ザグヲ 一 1.30 43.(幻 一 一 2.50 一
同 1.印 一 44.∞ 一 一 0.55 一
同 2.45 一 44.10 一 一 2.00 一

ム γ カ 一 0.15 45.回 一 一 2.50 一
同 1.15 一 46.(氾 一 一 1.20 一
同 一 1.50 47.0:コ 一 2'<幻 一
同 一 0.10 47.0:コ 一 一 2.50 一
同 O 一 47.40 一 一 3.00 一

ェ y イタヤ O 一 50.10 32.0 ヨ~.O 12.(氾 3.田

ム γ カ O.日 一 51.∞ 一 一 2.00 一
同 1.25 一 51.田 ー 一 2.印 一
同 1.20 51.80 一 一 2.80 一

オ b ヨ 守 一 1.95 54'<幻 46.0 49.0 18.00 6.∞ 
同 一 1.65 55.∞ 15.0 15.0 9.00 2.∞ 

b 口 P、~リパナ 1.15 一 回.70 一 一 1.30 一
ノ ノ

ヨー
1.10 一 59.0:コ 一 一 1.80 一

一ー， 'y ナ ラ 2.日 一 59.20 110.0 114.0 21.0:コ 5.田

A γ カ 1.10 一 59.印 一 一 2.∞ 一
同 1.10 一 59.80 一 一 2.回 一
同 1.田 一 61.50 一 一 3.50 一
同 2.【Xコ 一 61.50 一 一 3.50 一
同 2.∞ 一 61.70 一 一 3.回 一
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xm 樹高 枝下
樹 手重 ym 

NACHI t Lw  備 考
+ m m 

ム γ カ 0.85 一 一 一 3.50 一
γ ナ ノ 占F 一 2.00 67.50 5.0 5.0 4.50 2.50 

同 一 1.45 67.90 45.0 45.0 16.∞ 6.50 
同 一 1.70 67.90 35.0 36.0 17.00 6.50 

同 一 2.10 67.90 16.0 13.0 7.0コ 2.50 

同 一 2.55 67.S幻 46.0 43.0 16.00 5.00 

同 一 2.四 68.40 一 一 1.80 一
同 一 2.40 6ヨ.40 一 一 3.40 一
同 一 2.00 自 .60 一 一 1.卯 一
同 一 2.0コ 69.00 一 4.日 一
同 一 2.55 69.40 一 2，70 一

ム シ カ 一 1.00 72.αJ 一 一 2.t刃 一
同 一 1.30 72.00 一 一 3.20 一
同 1.00 一 72.00 ー 一 2.印 一
同 一 1.80 72.0コ 一 一 2.50 

同 一 0.30 74.00 一 一 1.80 一
γ ナ ノ 三年 一 0.50 77.20 43.0 42.0 24.00 13.00 

同 一 0.20 71.90 一 一 1.∞ 一
同 一 0.16 78.00 一 一 3.印

同 -- 0.30 78.C幻 一 一 2.20 一
同 一 0.34 78.00 ~ 2.∞ 一
同 一 O.回 78.00 27.0 26.2 18.00 6.∞ 
同 一 0.36 78.05 一 一 1.80 一
同 O 一 78.10 一 一 2.∞ 一
同 0.05 一 78.10 一 一 1.日 _. 
向 0.30 一 78.10 一 一 2.C氾 一
同 一 0.05 78.10 一 一 2.田 一
同 一 0.20 78.20 一 一 1.田 一
同 一 1.50 79.00 一 一 2.50 一
同 一 1.60 79.10 一 一 3.印 一
同 一 1.55 79.10 一 一 2.50 一
同 一 1.0:コ 以コ.C氾 ← 2.50 一
同 一 1.∞ 80.20 一 2.50 

同 一 1.65 82.50 一 一 2.E幻 一
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胸高cm直径樹高校下 I 
樹種 ym I 1¥.L<: I 備考|
+lN-s  I E-W I m m 

V ナノキ - I 2.15 I 82.回 一 一 3.∞ ー

同 一 1.85 位 70 一一 3∞一 l 

h 日戸ノキ p、~. I - I 1.65 I 83.∞ 8.0 I 8.0 I 5.∞ 2.印
オ b ヨ守 1・∞ -I 85日 40.0 I 38.0 I 17・∞ 4.50 I 
同 O.田 一部.40I 35.0 泊 .0I 8.∞ 4却先折ν|

VIL 27， 1933.調査.

(V. b.) シナノキーオヒョウーイタヤ林:天幕之津 (6x 85m~) 帯献標準匝tJJ地

本帯欣標準直劃地は天幕之津第七支流の北東方80米，林道上方30米の地賠，天幕之揮に商せる

南東斜面に取れり。傾斜 SE31
0

の急斜地にして，基岩は上部白亜紀頁岩なり。(第七風雪~ftf!-10頁〉

此白地賠は， ミヅナラの老友樹(胸高直径43-100cm;樹高21-28m)，シナノキ，エグイタ

ヤ，ベニイタヤ，オヒョウ等を主とする潤葉樹林にして， シウリザクラ，アヅキナシ， ミヅキ等を

混巴，センノキ，ヒロハキハダ，ホホノキ，ヤチグモ，ヤマグハ等の幼樹あり。また稀にトドマツ

生や。下屠はオクヤマザサ，ネマガリダケ(高さ1.8-3m)等ーにより占められ，擢木には，ムシカ

1}，ノリノキ，ホザキナナカマド，エゾイボタ，ヱゾマユミ，ヱゾユヅリハ等あり。最下居には，

ヲシダ，ジウモンジシダ，コタエワタリ，オホパイラクサ，エグシヤウマ，ハナウド，クルマバサ

ウ，ルヰエフボタン，レンプクサウ，ヨプスマサウ， ミミカウモリ，アザミ類，オホアマドコロ，

ハウチヤクサウ等，叉蔓草類には，ツルアヂサヰ，ヤマプダウ， ツタウルシ， ミヤママタタピ等

生歩。

備本帯紙標準直劃地より上部にては， ミヅナラ，シナノキ， オヒョウ，エゾイタヤ，ナナカマ

ド等の林に連り，下居はオクヤマザサにより占めらる。

今，本帯朕標準匡劃地内に於ける主要なる木本を表示せんに第十二表。如し。

xm 
樹 種

+ 

、 グ' ナ ラ 0.60 一
ノ ノ ~ 2.10 一
オニター yレミ 一 2.10 

同 一 2.50 

ノ ノ ~ 2.10 一
同 0.50 一

第十

ym 

1.(氾

1.∞ 
1.00 

1，(わ

1.田

2.(氾

ーー 表

胸品直径
cm 

51.0 52.0 

一 一
} 一
一 一
一

樹高 枝下

m m 

14よね 5.00 

1.00 一
1.60 0.70 

1.30 0.60 

1.0:コ 一
1.10 一

備 考
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樹

ノ V ノキ

同

I. Y イ イヌヤ

V ナノキ

同

同

同

エ y イタヤ

同

同

周

ジナノキ

同

エ y イタヤ

オじヨ fJ

γ fJ Yザグラ

ノ市ノキ

;>1" b ヨ fJ

V' fJ Vザグラ

エ Y イタヤ

ジ fJ 1)ザグラ

エ Y イタヤ

ノ V ノキ

同

ミグナヲ

ジウ事ザグヲ

同

同

シナノキ

関

岡

同

同

問

X紅1

種
+ 

1.印

2.30 I ー 2.80

胸九直径|樹高

戸円下両~I m 

2.80 0.90 

0.75 

0.50 

3.00 

1.印

3.50 

2.10 

3.10 

4.~わ

3.30 
2.40 

2.30 
3.10 

1.10 

2.75 11.80 I 31.0 I 3O.0! 18.∞ 
2.60 

1.印 1.80 

6.00 

12.∞!羽.0I 27.0 I 19.00 I 10.00 2.0:コ

6.6 6.4 7.00 

3.∞ 

2ml35l:::l;;l:::i:: 
1.切

2.40 

2.40 

2.40 

0.10 

O 

1.95 

1.95 

14.35 

17.15 

17.25 

17.30 

18.85 

6.0 

19.60 

19.62 

∞

m
∞

即

位

4

s

o

ι

R

u

n

u

n

u

 

0.81 

4.40 

6.0 

ぬ

印

∞

1

4

5

 

1.80 

4.50 

3.印

8.00 

9.(氾

1.日
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xm 胸品直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備 考
+ m m 

ベニイタヤ 2.85 一 23.35 26.0 27.0 18.00 10.(氾

同 3.∞ { 24.20 15.0 14.0 14.00 7.00 

も〆 ナ ノ 占r 1.印 26.50 60.0 部 .0 18.(氾 8.00 枯 E員

ペユイタヤ 2.c氾 一 29.25 13.0 13.0 11.00 5.00 

同 一 2.00 29，(わ 24.0 25.0 15.0<コ 10.00 

同 一 1.(氾 30.40 31.0 29.0 17.(氾 9.00 

ェ y イタヤ 一 2.95 30.70 16.0 16.0 10.00 4.∞ 
同 -ー 0.30 31.40 5.0 4.4 一 一 枯損

v fJ ~ザグヲ 2.70 一 31.80 一 一 0.80 一
、. ;::J' ナ ラ 2.80 一 31.80 一 -- 2J幻 1.35 

ヤ チ 男事 宅 2.30 一 32.00 一 一 2.10 一
b 日 p、ノキヌ、男・ 1.80 一 32.40 一 一 2.20 一
ム シ カ 2.40 一 33.50 一 一 1.20 一
同 2.00 一 34.00 一 一 2.30 一個

同 2.6!コ 一 34.10 一 一 1.田 一
:c y イタヤ 2.40 一 34.印 40.0 41.0 20.0:コ 7.00 

ペニイタヤ 一 1.10 35.30 29.0 30.0 18.∞ 8.0:コ
ム γ カ 1.60 一 36.40 一 ー 1.20 一
同 1.70 36.50 一 一 1.30 一
同 2.60 一 36.50 一 一 1.35 一
同 2.40 一 37.CJ.コ 38.0 40.0 17.00 3.00 

γ 守事ザグラ 一 1.40 38.日 一 一 2.60 一
同 一 1.75 38.日 一 一 2.70 一
同 一 1.60 38.90 一 一 3.10 一
同 1.00 一 40.0:コ 一 一 0.90 一

ベニイ担ヤ 1.25 一 40.25 一 一 0.15 一
エ y イポタ 0.90 一 42.75 一 ー 0.35 一
同 2.8!コ 一 42.80 一 一 1.20 一

ノ ノ ヨp 2.~ヨコ 一 42.85 一 一 1.(お 一
:c y イポタ 0.55 一 43.15 一 一 45.∞ 一
ム γ カ 1.60 一 46.85 一 一 1.60 一
同 1.80 一 47.15 一 一 2.2(コ 一

オ b o3 fJ 2.60 一 47.50 一 一 0.90 一
ム ジ カ 1.90 一 47.55 一 一 2.20 一
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xm 胸品直径
樹高 枝下

樹 種
cm 

備 考ym 

+ 一 m m 

4 シ カ 3.00 一 47.S(コ 一 一 1.30 一
、ー、司 7' ナ ラ 0.85 一 47.~ね 一 一 1.50 --
エ Y イポタ 一 1.25 48.00 一 一 1.30 一
b ロp、))>Vパナ 0.20 一 48.10 一 一 1.40 一
司、7' ナ ラ 1.40 一 49.10 31.0 38.0 12，(氾 5.(氾

ヤ チ ダ 宅 一 1.70 49.90 一 一 1.田

ム ジ カ 0.70 一 50.20 一 一 1.80 一
同 2.50 一 日.20 一 ー一 1.S(コ 一

オ b ヨ fJ 一 0.15 50.70 一 一 2.30 一-
同 一 0.10 50.80 一 一 2.0:コ

同 2.∞ 一 51.反) 一 一 2.∞ 一
同 1.叩 一 51.60 一 一 2.10 一

ム シ カ 2.90 一 51.60 一 一 2αコ 一
セ b〆 ノ 占p 0.35 一 52.()(コ 一 一 4.10 一
、、 7' 占p 一 2.10 52.()(コ 7.0 7.0 7.20 一
エ Y イタヤ 1.35 一 52.10 一 』ー 2.80 一
b ロp、ノキヌ、ダ 一 1.印 52.10 一 一 2.00 一
、 7' ~ 1.40 一 53.10 一 一 3.20 一
同 一 1.60 53.10 3.8 3.2 5.50 2.∞ 

::c y イタヤ 1.40 一 53.30 一 一 2.S(コ 一
ヤ チ ダ 宅 一 0.05 53.35 一 一 4.(氾 一
ホザキナナカマド 1.25 一 53.60 一 一 2.10 一
オ b ヨ 11. 1.47 一 53.60 一 一 1.釦 一
ヤ 句司r グP ~、 1.10 一 54.()(コ 一 一 1.70 一
オ b ヨ v 2.80 一 54.35 一 一 2.2(コ

同 一 1.65 54.50 一 一 2.3(コ 一
同 一 0.25 54.55 一 一 3.60 一

ヤ チ ダ 宅 2.∞ 一 54.剖 一 一 3.70 一
ト ド 『司F ))> 0.80 一 54.90 一 一 0.40 一
オ b ヨ fJ 一 1.70 55.∞ 一 一 2.35 一
同 2.00 一 55.50 一 一 2.20 一

司. 7' ナ ラ 一 2.40 56.叩 41.0 45.0 21.()(コ 5.∞ 
-，，1- b ヨ fJ 0.80 一 57.00 一 一 2.40 一
同 一 1.12 57.10 一 一 2.田 一



樹

耳目E

種ト←「一一一 ym
+ー

セ y ノキ

ペユイdIヤ

同

Ji" b ヨ fJ

ぺ Z イタヤ

Ji" b ヨ fJ

ムジカ事

同

同

同

同

同

同

同

同

γ ナノキ

同

ホホノキ

γ ナノキ

同

ホホノキ

同

同

、グナラ

ベユイタヤ

同

同

同

同

.A V カ事

ミグナラ

同

ムジカ P

シナノキ

2.85 

2.田

お

河

田

ω
・
日
M

2

2

2

2

2

 

2.∞ 

1.98 

2.CXコ

1.98 

2.15 

1.90 

胸高~雇
cm 

2.∞ 
2.∞ 

57.15 

何

回

∞

マ'
7

九

日

U

R

U

R

U

R

U

 

2.70 

1.70 58.10 

58.40 

0.35 I 59.25 

0.50 

0.55 

59.85 

60.10 

印 .30

60.田

61.50 

61.70 

2.30 

回

曲

部

釦

∞

∞

∞

但

即

位

位

位

田

臼

回

日

2.55 

2.65 

2.70 

2.75 

63.02 

63.12 

∞

田

川

判

q

M

4

・
4
t

お

∞

勾

回

田

町

市

刷

出

臼

田

町

田

町

田

1.10 

1.25 

1.40 

70.00 

2.(わ 71.20

14.0 

17.0 

20.0 

71.0 

11.0 

3.6 

3.0 

5.8 

m m 

樹高 I;投下

13.0 

17.0 16.00 

2.10 

19.0 17.(氾

1.95 

2.10 

3.40 

3.60 

4.2 

3.6 

64.0 

4.10 

16.00 

5.40 

2.田

3.日

2.60 

12.0 

6.0 

1.40 

13.∞ 

12.()(コ

2.10 

却

釦

印

mw

q
ι
η
'
L

円
J

』

円

J
ι

羽

田

回

∞

4

4

4

4

 

即

日

田

伺

R

u

q

u

n

O

R

U

 

3.10 

1.60 

4.90 

7A幻

2.00 

3.80 

備

一'枯損

4.00 

4.()(コ

(29 ) 

考
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xm 胸品直怨
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備 考
+ m m 

γ ナ ノ ヨー 一 1.90 71.25 31.0 29.0 17.CXコ 3.CXコ

同 ー 2.30 71.25 8.0 9.0 7.(氾 1.90 

同 一 2.70 71.25 4.2 4.0 6.50 2.(わ

ム ジ カ 1.70 一 71.30 一 一 2.&コ 一
同 1.叩 一 71.31:コ 一 一 2.20 一

γ ナ ノ ヨp 一 1.75 71却 5.4 6.0 4.50 一
同 一 1.90 72.00 6.0 5.8 4.90 3.田

同 一 2.40 72.50 5.4 5.2 6.回 1.50 

同 一 2以〉 72.50 4.6 4.5 6.90 2.40 

同 0.40 一 73.00 9.4 9.0 7.30 3.40 

ペユイタヤ 0.25 一 74.50 一 一 2.30 一
同 1.45 一 74.50 10.0 10.2 4.80 1.60 

、、 ~ ナ 7 一 2.20 80.70 100.0 100.0 28.CXコ 5.50 

A 予〆 カ 一 2.90 81.80 一 一 2.30 一
シ守事ザグヲ 一 2.~ヨコ 田 .20 4.2 3.6 4.40 1.90 

アグキナシ 1却 一 83.却 2O.Cl 23.0 26.00 8.00 

同 2.00 一 83.~氾 32.0 40.0 18.CXコ 5.50 

ム シ カ O.欽} 一 83.田 一 一 2.20 一
ペコイタヤ 1.25 84.∞ 4.6 5.0 4.10 220 

アグキナ γ 1.50 ー 84.50 29.0 31.0 16.00 3.50 

VII. 28， 1933.関査

本帯欣標準巨費j地内の笹類の少き箇所の下居。(1.5m)宮ノj、標準匡liJ地をとりて，下草を調査せ

しに次の如し。

植 物 名 木監 植 物 名 本殿

ムカコ・イヲグサ 11 ノ ノ ~ 5 

オグヤ T ザサ 9 さ" fJ モ :v~~?I' 5 

ェ y イ古ヂタ 9 ;>、 ナ fJ ド

ヤ T プタ fJ 8 オホアマドョ口

(V. c.J シナノキーオヒョウーイタヤ林音威子府 (6x60m2)帯扶標準監劃地

本帯欣標準匡劃地は宗谷本線と北見線との分岐黙(音威子府騨東北方〉の西方1150米，南方に

延びる山稜(天盟川に面す)の東斜面に取れり。傾斜 E26'の急:斜地なりc(第十二国参照一17頁)

此の斜面は潤葉樹林にして， シナノキ，ヱゾイタヤ，ベェイタヤ，オヒョウ等多く生じ，ホホ

ノキ，シウPザクラ，ヒロハキハダ，センノキ，ナナカマド， ミヅキ等混じ，稀にミヅナラあり。
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下部に至れば，オエグルミ，ヤチグモ等生ぜり。下居はオクヤマザサ(高さ1.5-3m)優勢にして，

謹木にはムシカ1)，エゾツノハシバミ，エゾイボタ，ノリノキ，エゾアヂサヰ，ヤマウルシ等あり。

最下屠には，ヲシダ， 1)ヤウメンシダ，ジウモンジシダ，サカグヰノデ，イヌガンソク，ヤマイヌ

ワラビ，コタ=ワタ1)，ムカゴイラクサ， クルマパサウ， ミミカウモリ，クルマバックバネサウ，

クルマユ1)，サイハイラン等，叉蔓室類には，ツルアヂサヰ， イハガラミ，ヤマプグウ，ツタウル

シ，テウセンゴミシ， ミヤママタタビ等生歩。

備本帯欣標準直劃地の下部には，粕々欝閉の破れし疎立木地ありて，オニグルミ，ヤマグハ等

多く生じ，オクヤマザサは密生せす=，ハナウド， アザミ類等の大型草本生じ濯木としては，ムシ

カリ，ヱゾイボタ等あり。最下屠には羊歯類多くして， リヤウメンシダ，ジウモンジシグ，サカグ

ヰノデ，イヌガンソク，ヤマイヌワラビ， コタェワタ P等生じ，他にムカゴイラクサ，エゾシヤウ

マ)レヰエフシヤウマ，クルマバサウ)レヰエフボタン， コンロンサウ，オホアマドコロ，サイハ

イラン等，叉蔓草類には，ツルアデサヰ，ヤマプダウ等あり。

尾根筋は，シナノキ，ヱゾイタヤ，ベ=イタヤ等多く，叉トドマツ，ナナカマド，ホホノキ等

を混歩る林にして，下屠はオクヤマザサ(高さ2m)により占められ，濯木にはムシカリ，ノリノ

キ，エゾイボタ等あり。最下居にはツルシキミ，ツルマサキ，サカグヰノデ，コタュワタ1)，ヱゾ

シヤウマ，クルマパサウ，コンロンサウ，ツクバネサウ， エンレイサウ，オホアマドコロ，ギヤウ

ジヤニン=ク，サイハイラン等，叉蔓草類には，ツルアヂサヰ， ツタウルシ，テウセンゴミシ等

生す=。

今，本帯紙標準直劃;地内に於ける主要なる木本を表示せんに第十三表の如し。

第+ 表

xm 

m にTLLL|備考
叩 I-1 ー10却A γ カ 0.60 

同 0.45 

γ ナ ノ ヨャ 1.35 

ム ジ カ 2.釦

γ ナ ノ ヨー 0.90 

同 1.80 

ム γ カ 0.75 

γ ナ ノ ヨp 2.50 

エY"Yノ戸ジパミ 3α3 

同 2.()(コ

日

田

∞

2

2

3

 6.0 5.0 

2.50 

2.20 

1.30 

2.50 

2.10 

2.∞ 
1.10 

3.20 

1.田

0.40 

2.00 

2.20 

2.60 2.4 2.4 

4αコ

4.10 
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xm 胸高直径
樹高 枝下

樹
cm 

種 ym 備 考
+ m m 

ペユイタヤ 一 1.0:コ 6.50 2コ.0 22.0 12.0:コ 6.∞ 
オ b ヨ fJ 2.30 一 8.印 45.0 46.0 2コ.C氾 11.00 

セ 〉〆 ノ
ヨー
2.3:コ 一 11.CXコ 45.0 52.0 21.50 11.(氾

ェy~ ノノ、γ パミ 一 1.90 12.70 一 一 2.20 一
ジ ナ ノ

ヨー
0.65 一 13.60 6.4 8.0 10.00 2.20 

同 1.25 一 13.60 36.0 38.0 22.00 11.50 

同 0.85 一 14.5<コ 46.0 日)，0 23.00 11.20 

ト ド ーマ ))> 0.10 -ー 15.00 26.0 33.0 一 一 枯 f員
ー〆 ナ ノ

ヨー

.司0.60 一 15.50 一 一 1.00 一
同 0.75 一 15.50 一 一 1.3コ 一
同 1.00 一 15.50 一 一 2.00 一

エ Y イタヤ 0.05 一 16.10 一 2.50 一
手〆 ナ ノ ヨp 1.00 一 16.30 一 一 0.90 一
同 1.30 一 18.00 14.0 13.0 12.εo 10.反J

同 1.10 一 18.50 5.0 5.2 4.回 1.50 

エ Y アヂサヰ 一 1.50 18.日 一 一 1.::幻 一
γ ナ ノ

"" 
O.田 一 18.60 25.0 27.0 21.00 11.0:コ

γ fJ ~ザグラ 1.55 一 18.80 20.0 19.0 16.CO 8.∞ 
ム γ カ 一 1.30 19.(わ 1.50 一
:cyアヂサヰ 一 1.65 19.00 一 一 1.70 

ベユイタヤ 一 0.20 19.40 2.4 3.0 3.50 1.50 

ム γ カ 一 1.05 19.40 一 一 0.90 一
ェ y イタヤ 2.印 一 19.50 4.2 4.0 4.0:コ 3.30 

A γ カ 一 1.25 19.50 一 一 1.70 一
γ fJ~-l}'J7 ヲ 一 0.10 19.80 19.0 21.0 16.50 6.50 

γ ナ ノ

"" 
一 1.20 19.82 一 一 O.叩 一

ベニイタヤ 1.75 一 20.0:コ 一 一 3.50 2.50 

同 一 2.00 20.(幻 4.0 4.2 5.0:コ 2.(氾

エy~ 守タ y オザグ 一 0.55 20.40 一 一 0.90 一
- グ' ナ ラ 一 1.00 20.50 5.4 6.2 7.00 2.70 

ペコイタヤ 一 1.10 20.50 5.4 6.0 4.50 3.00 

同 2.00 20.60 一 2.日 1.伎)

同 2.50 一 20.印 2.0 2.2 2.50 1.50 

ェ y イ 9 ヤ O 一 21.00 5.0 5.6 5.∞ 3.∞ 
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樹 考種|て下7 ym 

胸高直径
cm 

N-S I E-W 
樹高 I;投下

m m 
備

エ Y イタヤ

同

γ tJ リザグラ

ベコイタヤ

::c y イタヤ

γ tJ リザグラ

同

A γ 力 9

ペコイタヤ

V ナノキ

同

同

同

同

同

同

同

同

開

岡

同

同

開

同

同

同

同

同

同

同

同

開

γ tJ 明ザグヲ

同

1.30 

1.35 

2.85 

2.90 

1.45 

0.20 

1.10 

1.25 

1.30 

0.40 

0.85 

1.10 

0.30 

0.80 

0.30 

0.40 

0.50 

o.印

0.90 

1.00 

0.05 I 21.00 

H幻 ∞

ω
m山
田

回

田

町

∞

ω
∞

問

的

市

ね

ね

ね

泊

包

担

，

盟

包

目

白

羽

田

羽

田

部

話

回

田

市

u

h

d

h

u

1.20 

田

部

印

n
u
n
u
n
u
 

27.2<コ

1.35 27.25 

27.30 1.0<コ

1.05 27.3(コ

o.田

四

回

∞

∞

∞

∞

ω
m
m
m
ω

U

U

泊

題

担

沼

田

沼

羽

田
0.40 

0.10 

0.65 

0.60 

28.50 

28.50 

円

υ

n

u

円
U

拓

自

国

42.0 

23.0 

2.4 

2.4 

2.6 

3.0 

43.0 

6.0 

5.4 

21.0 

5.2 

7.0 

2.6 ∞
印

船

∞

4

3

0

4

 

2.2 

2.4 

3.2 ∞
∞

∞

即

日

勾

印

回

日

4

2

2

2

3

1

1

2

4

 

n
u
n
u
n
u
 

治

部

皮 9.00 

24.(沿

1.70 

5.0 

4.6 

回

∞

印

∞

印

∞

1

2

0

4

4

5

 

14.0<コ

5.6 

回

即

日

回

目

印

即

∞

1

1

5

5

1

1

1

6

 

o.回

5.0 1.20 

2~50 

1.50 

2.∞ 
2.50 

-1枯摂
2.0<コ

15.(氾

10.00 

2.α) 

2.印

3.00 

7.∞ 

2.50 

2.田
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胸司m直径 I樹高I xm 高山 枝下
樹種 ym 備 考

γ ナ ノ 占p 一 28.50 ーー 4.5(コ 」

同 1.80 一 28.50 一 一 2.切 } 

ム シ カ 0.60 一 30.白 一 一 O.回 ー

ペコイタヤ 一 2.泊 31.15 一 一 2.50 一
同 一 0.90 35.40 34.0 33.0 15.00 8.∞ 

A V カ 一 1.50 35.50 一 一 1.20 一
同 一 1.60 35.50 一 一 1.00 一

エ Y イポ担 1.印 一 35.90 一 0.60 一
同 2.50 一 36.回 一 一 0.60 一

ム γ カ 2.90 一 36.50 一 一 O.印 一
::r. y'イ岩手タ 3.∞ 一 36.印 } 一 1.20 一
同 1.E氾 一 36.80 一 一 0.80 一

オヱクレミ 一 0.30 38.00 一 一 2.印 一
ヤ チ タ- 宅 一 0.70 38.∞ 一 一 1.50 

同 一 0.60 38.20 一 一 2.30 一
エ Y イ占ヂタ 一 1.10 38.20 一 一 0.40 一
同 一 1.15 38.50 一 一 0.50 一
同 一 0.50 38.50 一 一 0.60 一

すこグルミ 一 0.50 39.20 18.0 19.0 12.00 4.00 

A γ カ 一 2.40 39.50 一 一 1.00 一
同 0.40 一 45.90 一 一 0.40 一
同 1.10 一 46.00 一 一 1.(氾 一

オヱグルミ 一 1.30 50.20 一 一 3.∞ 一
同 一 1.40 回 .50 一 一 3.50 一
同 一 O.白 50.60 一 一 2.00 一

b ロハ少明パナ 一 0.85 52.20 一 一 2.印 一
ェy'イタヤ 一 1.40 52.20 一 一 2.50 一
ヤ 司司r ク。 J診、 0.40 一 52.80 一 一 2.日 一
すごグルミ 1.10 一 53.00 一 一 1.60 一
::r. y'イポ~ 一 1.印 53.∞ 」 一 0.40 一

* b 
ヨ "iJ 1.10 一 53.10 一 一 4αコ 一
同 1.30 一 53.10 一 一 2.50 一
同 一 0.75 53.50 12.0 13.00 7.∞ 4.00 

ェ y・イタヤ 1.印 ~ 43.0 46.0 15.∞ 7.00 
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xm 胸高度径
樹高 枝下cm 

樹 平電 ym 備
+ 一 m m 

ヤ 句司F グ p、 一 1.70 56.50 一 一 2.50 

γ ナ ノ ヨp 一 2.25 56.80 一 一 0.80 一
同 一 0.45 57.00 一 一 3.50 一

エ Y イタヤ 一 0.70 57.20 5.0 5.6 6.00 3.00 

γ ナ ノ ヨー 一 0.10 57.80 4.4 4.6 6.50 4.回

同 一 0.40 57.90 6.0 5.0 4.50 一
同 一 1.90 58.00 4.0 4.6 5.∞ 3.50 
同 一 久00 58.00 24.0 24.0 14.(氾 7.∞ 
同 一 0.20 58.15 一 』司 2.00 一
同 0.25 58.20 13、O 12.0 12.50 6.00 

同 一 1.35 58.30 48.0 43.0 21.00 10.(氾

同 一 0.60 58.70 30.0 28.0 20.0:コ 12.(氾

同 一 1.90 58.85 一 一 H氾 一
同 2.10 58.95 一 ーー 1.30 一
同 一 2.20 58.95 一 一 2.00 一
同 一 1.80 59.00 一 一 6.0:コ 一
同 一 2.∞ 59.∞ 一 一 6.0:コ 一
同 一 2.00 59.05 一 一 5.00 一
同 一 0.40 59.10 31.0 22.0 14.00 6.∞ 
同 一 1.15 59.40 一 一 5αコ 一
同 一 1.羽 59.40 一 一 4.印

伺 一 1.25 59.40 一 一 3.0:コ

同 一 0.40 59.50 6.0 5.4 7.00 5.日

同 一 0.35 59.印 一 一 3.0:コ 一

VII. 26， 1933.調査.

VI. ..t:マヴ-%ザマヴ林

61 ，. fマツーエゾマツ林概相

トドマツーヱゾマツ林は組物匝系地理製上，北海道本島北海道地方匿を代表する気候的安定林

型にして，北大天盤演習林に於ても諸所に是を見る。多〈針過混清林の形態に費じ，純群叢は稀な

り。多〈トドマツを主腫とし，少しくヱゾマツ，アカエゾマツを混じ混清澗葉樹種としてはダ

ケカンノミウグイカンパ， ミヅナラ，オヒョウ，ナナカマド， エゾイタヤ，ベ=イタヤ，センノキ

等あり。叉渓側にはケヤマハンノキ， ミヅキ，ヤチダモ等を混歩ることあり。下層は笹類に依り占
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居せらるるととと，エグユヅリハ及ムシカリ

に優占せらるるととあり。一般に下生j草木と
第十三園〔第三頁第一画 4)

しでは前言巴の他にノリノキ，ヒロハツリバナ，

コエフラク，オホパスノキ，エゾクロウスゴ，

ヒロハツリバナ等あり。蔓窒類としてはツル

アヂサヰ，ツタウルシ，ヤマプグウ等あり。

本林中に標準匡書j地(VI.A; VI. B; VI. 

C);帯献標準区割地 (VI.a)を選ぴ，第一演

習林天幕之津及飯島越に之を設定せり。 Aは

針潤混清林中トドマツ純叢に近き所 B:及C

は下居濯木の護建せる所， aは斜面地にして

下唐に笹類多き所なり。(第七画及第十三闘参照)

rトドマツーエゾマツ林標準地 (篤農第一園版ー第一同参照〕
(VI. A.) トドマツーエゾマツ林:天幕ノ津 (20m)2標準匡劃地

本標準医~11J地は天幕ノ津第三支流の分岐黙@東南方80米，林道北方 5米の所に取れり。子坦地

にして基岩は上部白亜紀頁岩なり。(第七闘参照一10頁〉

本地黙は針i間混活林中のトドマツの多き所にして， エゾマツ少しく混じ，潤葉樹には，ェグ

イタヤ，ダケカン... r~， ウグイカンrご， ミヅナ

ラ，ケヤマハンノキ， ミヅキ等を伴ひ，林道

近くにては，ヤチグモすら混ぜり。下居はオ

クヤマザサ極めて旺盛にして，瀧木にはムシ

カリ，ノリノキ， ヒロハツリパナ等あり。最

下屠には，ヱゾシヤウマ，ザゼンサウ，オホ

マヒヅルサウ等，叉蔓草類には， ツルアヂサ

ヰ，タケシマヤマプグウ，ツタウルシ等生歩。

本標準匡劃地の北方は，綬斜地の針潤混

滑林にして， トドマツ，エゾマツ， グケカン

バ，シナノキ，オヒョウ等生じ，下唐はオク

ヤマザサの占むる所なり。叉直書l地の西隅は，

巾狭き(約5米)i暴地に接し， エゾオホバセ

ンキユウ，ヱゾリウキンクワ， ミミカウモリ，
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に二二=二l倒木場参枯換 VII. 20， 1933.調査.

ゴマナ，カサスグ，ザゼンサウ等生歩。今笹類の生歩る所より上記の大型革本協地への移行地賠の



下居 (2m)2小標準匡萄j地を取りたるに失の如し。(第十四表〕

第十四表

率直 物 名

オグヤ T ザサ
笹 ま也

オホ..，..b")レサ fJ

カ サ ス ゲ

ミミカ fJ 王リ
主昆 地

ご2ー齢 て司「 ナ

エY リウキ νグy

厳

37 

23 

多数

20 

7 

1 

今，本標準匡ヨj地内に於ける主要なる木本を国示せんに前掲の如し。く第十四国〉

更に之を致的に表示せんに第十五去の如し。

第十五表

一~一一 直径級 1句 I同両E 直 径

樹 一¥〈一一一一一一 川 11ω|島田 130-40I件田!日ー印

Abies sachaliensis Fr. Schm. r ..，.. ~ 4 3 4 1 一 1 
(As) 

Picea jezoensis Carr. (Pj) ェ y ~ ~ 1 一 1 一 一

Acer mono Maxnn. v. (Amo) エ Y イタヤ 2 1 一 一 一

Betula Ermani Cham. (BE) ダケカ y パ 一 一 一 1 一

Quercus crispula Bl. (Qc) グナラ 一 一 1 一 一
Betula Maximowicziana Regel 

fJ ~.イカ ν パ(BM) -- 一 一 一 1 一

Alnus . hi rsuta Turcz. (Ah) ケヤ..，..~.、 r ノキ 2 1 ーー 1 一
Micromeles alnifolia Koehne 

アグキナ V 一 一 一 一(Ma) 
Fraxinus mandshurica Rupr. 

ヤチダモ 1 一 一(Fm) 
Cornus controveroa Hemsl. 

『

" ミー 一 1 一(Cc) 

直径級別合計

(VI. RJ トドマツーエゾマツ林:使島林道 (10m)宮標準匡劃地

(37 ) 

合計

13 

2 

3 

1 

1 

1 

4 

1 

2 

1 

29 

本標準匡劃地は三浬山三角賠(標高404.3)の北方， 250米の地賠，三津山北稜の一部の北西斜面，

飯島林道に沿ひ上側に取れり。傾斜はNW21
0

，基岩は上部白亜紀頁岩なり。(第十三国参照一36頁)

本地賠の林地は針葉樹下居瀧木叢の林型を取り， トドマツ，ヱゾ、マツを主とする純林に近き所

にして，澗葉樹にはミヅナラ，ベェイタヤ，ダケカンパ，ナナカマド等生十。下屠はオクヤマザサ

(高さ1.6m)密生せや，エゾユヅリハ， ムシカリ等の下屠i桂木を主とし，他にノリノキ，コエウラ
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ク，オホパスノキ，エゾクロウスゴ等あり。最下屠にはツルツグ，ツルシキミ，シラネワラビ，シ

シガシラ，ホソパタウグシパ， ウチハマンネンスギ， オク
第十五圃

ヱゾサイシン，ヱゾシヤウマ， Jvヰェフシヤウマ，ヒメイチ

グ，ゴゼンタチバナ，エグョツパムグラ，アザミ類等あり，
O 
BE 

。
AM N

/
/
/
 

k

・・
h
oh 

叉蔓草類にはツルプヂサヰ，ツタウルシ等生歩。

本標準区劃地の北方，林道下の急斜地はトドマツ， エ

ゾマツ減少し，津泊の澗葉樹林に移行し， シナノキ， ミヅ

。
AM 

~ . 
As As 

A. 
o 

ナラ，ヱゾイタヤ，ダケカンパ，アヅキナシ，オヒョウ，ナ
O 
A. OAs 

ナカマド等生十。

今，本標準区劃地内に於ける主要なる木本を圃示せん

に右指の如し。(第十五園〉

更に之を教的に表示せんに第十六表の如し。

-50 O 
pj OAs 

5， 
-A. 

IX. 22， 1933.調査.

第十六表

指 一種 一夜一 特級 c位
胸 高直径

山|叫列島却[ぉ-401件関|匹印|印ー70
合計

Abies sachalinensis Fr. Schm. 
トドマ~ 3 3 一 2 1 一 9 

(As) 一

Picea jezoensis Carr. (町) エy' ~ ~ 一 一 一 一 一 1 1 

Betula Ermani Cham. (BE) ダクカ y バ 一 一 1 一 一 一 1 

Acer Mayrl Gr. v. Schw. (AMj ペユイタヤ 一 2 一 一 一 一 一

Sorbus commixta Hedl. (Sc) ナナカマド 4 一 一 一 一 一

直径級別合計 I 7 j 5 1-Iぺ~ 
向本標準匪i1J地内の下居の(1.5m)宮小標準匿劃地を取りて，下草の本散を調査せしに次の如し。

植 物 名 本敏 備考 植 物 名 本鍛 備考

エグニグ~ ;.、 17 高さ105m ツルアタサヰ 5 

ジラネ Y ラピ 10 オグヤ T ザ、サ 3 高さ 1.3m

ム ジ カ 7 高さ1.2m オグエYサイジ y 2 

~ yレ 少 ゲ 6 ヨエ v フ グ

少 yレジ qc. 、、 6 

(VI. C.J トドマツーエゾマツ林:飯島林道 (10m戸標準区劃地 (窮民第一園版ー第二風参照〕

本標準匪割地は (VI.B.J飯島林道標準匡劃地の南西方約50米，飯島林道上方2米の地賭に取

れり。此の地黙は三津山の北稜より略々北西に分岐せる尾根の南西斜面に在りて，傾斜はSW26
0

，基

岩は上部白亜紀頁岩なり。(第十三国参照一36頁)



(39 ) 

此の附近はトドマツの批齢樹(胸高直径20-32cm;樹高13-23m)多〈生じ， エyマツ，アカ

エゾマツ，イチヰ等を混やる針葉樹多き所にして，澗葉樹にはミヅナラ，ダケカンペエゾイタ

ヤ，ベェイタヤ，ナナカマド等あり。叉，樹高10-40cmの

トドマツ，エゾマツの稚樹良く生歩。下屠はオクヤマザサ

(高さ1.8m)少しエゾユヅFハ，ムシカリ等を主とする濯

木下居を形成せる所にして，他にi謹木としてノリノキ， ヒ

ロハツリバナ，エゾツノハシバミ， エゾクロウスゴ， オホ

バスノキ等あり。

最下屠にはツルツグ， ツルシキミ，ハヒイヌツグ，シ

シガシラ， ホソバタウグシパ， ウチハマンネンスギ，ゴゼ

ンタチパナ，コイチヤクサウ， ツルリンダウ， ツルアリド

ウシ等，叉，蓮華類にはツルアヂサヰ，ツタウルシ等あり。

今，本標準匝畠j地内に於ける主要なる木本を闘示せん

に右掲の如し。(第十六園〕

更に之を童文的に表示せんに第十七表の如し。

第十七表

第十六圃

o .N 。 A. 、F
As ~ PG¥  oAs ~ö 0 ¥ 
As Tc dOTc¥ ・・ 、

PG Pj 

品
目
白

。竿GSc
PG 
O 
A' 

5c 
As 
.0As 
-PG 。As 

Amo sc 。
J¥$ 

o PG 
月

0 
A. 

Amo As As 。

§枯損@佼根 IX.22， 1933.調査.

トドマ少四本枯損(胸高直径.2.6cm;4.6cm; 
9.2cm; 13.2cmノ毛ノ〉

一¥Il三土工
胸高直径

同 1
5叫o吋

合計

Abies sachalinensis Fr. Schm. 
トド~ ~ 2 2 2 2 2 1 2 13 (As) 一

Picea jezoensis Ca比(月) エ y ~ ~ 2 一 一 一 一 1 一 3 

日ceaGlehni M国t.(PG) アカエY'~~ 2 2 一 1 一 一 1 一 6 

Taxus cuspidata Sieb. et Zucc 
イ チ ヰ 1 一 一 一 一 一 一 2 

(Tc) 

直径級則合? j131 51 21 31 21 -= 1 3[ 21 30 
向本標準匡劃地内の下居 (1.5m)宮小標準匡!!I地を取りて下草の本敢を調査せしに失の如し。

槌 物 名 本殿 備考 植 物 名 本殿 備考

ゴ ie';yタチバナ 110 ホッパタ fJゲジパ 3 

エ y ~ '!y リ戸 38 高さO.5m ノ ノ
ヨー

2 高さO.55m

~ )レアヂサヰ 15 エ y グ日守スコ・ 2 

少 pレジキ - 11 オホパスノキ

~ Jレ ~ ゲ 8 ~ )レ~ ;y ダす
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(VI. a.) トドマツーヱゾマツ林:天幕ノ津 (6x50m2)帯紙標準医書j地

本帯紙標準医書j地は天幕ノ揮，第三支流の分l技黙西北方130米，林道の東北方， 50米の上部より，

天幕ノ津林道に至る天幕ノi撃に面せる南西斜面なり。傾斜SW34'の念斜地にして，基岩は上部白亜

紀頁岩なり。(第七園参照一10頁)

此の斜面はトドマツ多き所にして，少しくエゾマツ混じヱゾイタヤ，シナノキ，セシノキ，

ナナカマド， ミヅナラ，オヒョウ，シロザクラ等の澗葉樹も混生す。下屠はネマガリダヶ，ウ Pウ

ザサと共t'C，ムシカリの優勢なる所にして， その他瀧木にはノリノキ，コマユミ，コエフラク等あ

り。最下屠には，ツルシキミ，シシガシラ，ホソパタウグシパ，エゾヨツバムグラ，ザゼンサウ等，

又蔓草類には，ツルアヂサヰ，ツタウルシ等あり。

向南西方，林道下の天幕ノ揮沿斜面は， ケヤマハンノキ， x. yイタヤ，グケカンパ，オヒョウ，

カツラ，ヤチグモ等の潤葉樹林にして， トドマツ，エゾマツ等監生す。

今，本帯扶標準匿劃地内に於ける主要なる木本を表示せんに第十八表の如し。

第十八表

xm 胸品直径
樹高 投下cm 

樹 積 ym 備 考

+ ロ1 m 

エ Y イタヤ 一 0.60 o.印 1.8 1.8 2.40 1.00 

ノ ノ ヨー 0.60 一 1.()(コ 一 一 1.20 一

ド 『事F ~ 一 0.25 1.()(コ 15.0 14.4 15.(氾 3.()(コ

同 一 1.80 1.()(コ 18.0 19.2 13.50 4.印

ム γ カ 1.田 一 2.()(コ 一 一 1.70 一

同 O 2.3コ 一 一 2.50 一

同 一 2.()(コ 2.70 一 一 1.60 一

同 一 2.3コ 2.70 一 一 1.80 一

ド 『司F ~ 2.40 一 3.∞ 4.2 4.1 2.70 2.30 

セ み〆 ノ ヨャ 2.∞ 一 4.()(コ 一 一 2.∞ 一
ナナカ T ド 一 2.00 4.70 一 一 1.80 一

同 一 1.00 5.∞ 一 一 1.30 一

ケヤ T ノ、 y ノキ 0.50 一 5.田 31.0 30.0 16.50 8.00 

ド 『司f ~ 0.35 5.60 1.1 1.1 1.10 1.(氾

セ る〆 ノ ヨr 一 0.2コ 5.90 一 一 2.00 一

ト ド 司司r 少 0.53 5.90 一 0.80 一

二昆 y 『司r ~ 一 0.55 5.90 一 一 0.40 一

同 一 0.10 6.00 一 一 0.65 0.45 

ド モーr ~ 一 0.25 6.00 10.8 9.2 6.00 4.80 
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xm 胸品直径
樹高 校下cm 

樹 種 ym 備 考
+ m m 

エ y イ 9 ヤ 一 2.60 6.∞ 一 一 1.70 一
ド 『司f 少 一 0.25 6.10 一 0.60 一
同 O.却 6.20 2.0 2.0 1.30 一

4 む' カ 一 2.20 6.20 一 一 1.40 一
ト ド 円司r 少 O.印 一 6.30 一 一 0.70 一
こ忌 y 内司r ~ 一 1.45 6.50 一 一 1.30 1.00 

F 可司r ~ 一 0.70 7.10 一 一 0.60 0.40 

vダイカ y バ 一 1.20 7.50 13.0 14.0 22.00 15.00 

クヤ T 戸 y ノキ 一 1.60 8.30 16.1 14.3 21.00 6.00 

ト ド 『司「 ~ 一 1.50 10.30 15.2 15.1 14.印 7.50 

同 一 2.00 12.50 3.2 3.6 3.50 3.00 

同 0.50 一 14.20 29.2 28.1 18.(幻 8.00 

同 3.00 一 14.60 39.6 33.1 18.50 8.ι。
同 2.10 ー 15.20 18.0 18.0 1O.E氾 3.CXコ

こ己 y 噌司r 1沙 1.70 一 15.70 6.3 6.8 5.0:コ 1.50 

シ ナ ノ ヨー 1.00 一 17.(氾 24.1 23.0 11.0:コ 1.50 枯摂

悶 0.10 一 17.20 4.0 3.8 4.70 1.30 

同 0.50 一 17.30 20.3 18.1 10.80 4.00 

ト ド 『有r ~ 2.75 一 18.35 25.3 23.0 19.00 5∞ 
同 2.75 一 19.00 3.2 3:6 2.20 1.50 

ニ巳 y てて ~ 一 0.85 21.30 9.3 10.0 6.00 3.∞ 
同 1.CXコ 一 22.00 30.0 29.2 13.00 5.∞ 
ド 『司r ~ 一 2.70 23.30 15.0 15.2 9.0:コ 5.∞ 
同 一 0.65 29.00 44.0 42.6 25.00 8.∞ 

シ ナ ノ ヨp 一 1.50 29.E幻 4.0 4.0 5.00 3.∞ 
二乙 y 『司r ~ 1.20 31.50 17.2 17.2 15.0:コ 4.0:コ

エ Y イタヤ 一 0.40 32.00 21.0 21.2 15.日 6.00 

ド ーマ ~ 一 1印 32.∞ 一 一 1.20 0.20 

同 一 1.90 33日) 一 1.10 一
エ Y イタヤ 1.00 一 34αコ 5.3 5.8 7.00 3.00 

同 一 1.90 34.00 6.2 5.3 5.50 3.∞ 
ド ーす ~ 一 2.20 38.∞ 29.0 24.4 22.CXコ 6.∞ 
同 0.50 一 38.60 23.0 22.0 20.(氾 l.CXコ

同 1.30 一 40.30 35.0 34.0 23.50 9.∞ 
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xm 
胸高直径

樹高 枝下cn、
樹 種 ym 備 考

+ m m 

ジ ナ ノ

"" 
1.45 一 42.45 4.0 4.0 4.5<コ 2.00 

同 1.40 一 42.50 5.2 5.1 4.50 H幻

同 1.45 一 42.50 3.0 3.0 3.20 1.60 

同 1.55 一 42.65 3.0 3.0 4∞ 3.00 
ト ド 句司r ~ 一 1.35 42.80 3ヨ.0 37.0 24.0:コ 7.00 

VII.四， 1933.調査.

VII. 針潤混涌林

t針j闇混清林槻相 (第旗第三国版ー第九圃及第十周参照〉
針澗i昆請林は群落生態より見て研究至難のーなる存在にして，殊に北海道に於ては其林型複雑

を極む。時に針葉樹林の下部に現はるるととあり，時に針葉樹林の上部に現はるるととあり，又時

に樹林金程が本林型をとる
第十七園

ととあり。天瞳演習林に於

ても諸底に之が護建を見，

¥ O 
地形に従ひて混在潤葉樹の hA町・町:~η s DM 

O 種類を異にす。針葉樹種と O AM 

'̂ 
してはトドマツを主木と .0 

A..' AM 

し，アカエゾマツ，ヱゾマ As OPj 

ツ，イチヰを混じ， i昆生潤 O 
AM OAM 

.PS 

葉樹種としてはミヅナラ， 申Ps 品、
As ・国. A 、。

Mo 
ダケカンパ，エゾイタヤ， A. 

A。z 
Qc O'A' 

ペニイタヤ，シナノキ等多 Amo 

A。sλ$ OQc 。Qc
<.叉ウダイカンパ，ケヤ

マハンノキ，ホホノキ，シ
O 

ウリ，エゾヤマザクラ，シ Qc 

ロザクラ，ナナカマド，ア
.Qc. 

月。
Qc 

O 

ヅキナシ，ヲガラパナ，セ BE 

.Pj 

ンノキ，コシアプラ等あり。 ;.. O 
月

下居には笹類極めてよく護

建す。
@枯換 IX. 18， 1933.調査.

本林中に標準匡劃地 (VII.A ; VII. B ; VII. C ; VII. D ; VII. EJ ;帯欣標準匡i!l!J地 (VII.a; 
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VII. b; VII.のを濯び，之を飯島林道，幌熊林道，問寒別川，西八練に設定せり。〈第四聞及第十三圃

参照〕

72針潤混清林標準地

(VII. A.J 針潤混靖林:幌熊林道 (20m)雪標準匡割地

本標準匡認j地は三津山 L標高404.3m)の東方2000米(陸地測量部地固五寓分ノー，塁手司王参照〉

なる熊ノ揮林道と幌熊林道との分l技黙より，南西方170米の地賠，幌熊林道に泊ひ北側に取れり。此

の地黙は熊ノ津の枝津に面せる西向斜面にして傾斜1司121
0

なり。(第十三園参照一36頁)

本標準匝割地附近はトドマツ，エゾ?ツ， ミヅナラ， ヱゾイタヤ，ベニイタヤ，ダケカンバ等

を主とする針潤混滑林にして，ホホノキ，センノキ，ウグイカンバ，ヱゾヤマザクラ，ナナカマド，

コシアプラ，アヅキナシ等を混十。下屠はネマガリダケ(高さ1.3m)により占められ，濯木にはム

シカリ，ノリノキ，エゾツノハシバミ等あり。最下居には僅かにツルvキミ，叉蔓草類にはツルア

ヂサヰ，ツグウルシ等生十るのみ。

今，本標準匡詣j地内に於ける主要なる木本を固示せんに前掲の如し。(第十七周一42頁)

更に之を致的に表示せんに第十九去の如し。

第十九表

直 径 級 cm 胸 高 直 径

樹 1吋ι刈種 一一 一一一一一一一一一一『
Abies sachalinensis Fr. Schm. 

ト ド~ ~ 7 3 1 1ー 1 一(As) 一

Picea jezoensis Carr. (Pj) ェ ;T ."，. ~ 3 一 2 一 1 1- ーー 1 
Querclls crispula Bl. (Qc) ミグナラ 2 2 一 1 1 」 一 一

Acer Mayri Gr. v. Schw. (AM) ベニイタヤ 一 一 一 一 2 1 1 1 -噌 一

一

一

一

Acer mono Maxim. v. (Amo) エ Y イタヤ 一 一 一 一 一 一 一 一 11-
Betula Ermani Cham. (BE) ダクカ v パ 11-一 一 一 一 1 一
Betula Maximowicziana Regel 

(BM) v ~"イカ y パ 一 一 一 一 一 一 一 .- 一 1 
Prunus Sargenlii Rehd. (PS) エYヤTザグラ 1 1 -司 1 1ー 一 一 1ー 一
Acanthupanax sdadophSyalvlo-ides 

Fr. et Sav. (As) コジアプラ 一 1ー 一 一 一 一
Magnolia obovata Thunb. 

オマ 靖℃ ノ ~ 一 11- 一 一 一(Mo) 

合計

13 
7 

6 
4 
1 
2 

1 
4 

1 
1 

直径級別合計 1121 5161 4) 41 211 1-1 2) 311 1叩

向本標準匝劃地内の下居の (1m?!j、標準匡劃地を取りて，下草を調査せしに失の如し。

植物名 本鍛

ネ Y 力。') ~.ヶ 40 

~認す 2レ V

仁VII.B.J針澗混請林:幌熊林道 (20m)2標準匡割地

備考

高き1.7m
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本標準匡割地は (VII.C.J幌熊林道帯紙標準匿事j地の南西方400米，林道泊北側に取れり。此

の地鮎は三津山山稜の東走 第十八圃

する尾根の南斜面にして，

傾斜 S19。なり o く第十三

国参照一36頁)

此の附近はトドマツ，

エゾマツ， ミヅナラ，グケ

カンパ等を主とする混請林

にして，ベェイタヤ，ホホ

ノキ，ナナカマド，コシア

プラ，シロザクラ，アヅキ

ナシ等混す言。下居はネマガ

習ダケ(高さ1.5m)により

占められ，漉木にはムラサ

キツりパナ，オホパスノキ，

OA. 

GAs 

A. ・oAS

o 0 
BE 巧

。Qc

。BE

O 
As 

。
BE 

.Pl¥{ 

@ 

As 

。
As 

。
Qc 

O 
。
A. 

巧

As 。
O 
As 

/ 

AM 

A. 
ー~c

.0  As 
警h
As 

M 

z 

A5~ 
oPM 
GPM 

や O
Sc EE 

At>I 

. 
AM 

巧

。
..... 

ウスノキ等あり。最下居に

は僅かにツルシキミ，叉蔓

童類、にはツルアデサヰ，ツ

グウルシ等生歩るのみ。 袋詰枯損 IX. 18， 1933.調査.

今，本標準匡劃j地内に於ける主要なる木本を圃示せんに上掲の如し。(第十八圃〉

更に之を教的に表示せんに第二十表の如し。

第エ十表

胸高直筏
積 -------一-------直~一一径一 畿 四

日 0110-20120-判3四 lω功。ι料市-80
Abies sachaIinensis Fr. Schm. トド~ ~ 

(As) 
6 6 4 3 2 一 一 一

Picea jezoensis Ca町.(Pj) エ y ~ ~ 1 一 1 一 一 一 1 

Quercus crispula Bl. (Qc) ミ';Y~ナラ 一 1 1 一 一 一 一 一

Betula Ermani Ch抑.(BE) ダクカ y バ 一 1 1 一 一 2) 一 一

Acer Mayri Gr. v. Schw. (AM) ペユイタヤ 3 一 一 一 一 一 一 一

Sorbus commixta Hedl. (Sc) ナナカ~ 1" 1 一 一 一 一 一 一 一

Acanthaponax sciadophylloides 
コ γ アアヲ

Fr. et Sav. (As) 
1 一 一 一 一 一 一 一

Prunus Maximowiczii Rupr. (PM) γ ロザグラ 1 1 一 1 一 一 一 -一

直径級別合計 l叫 =l=J 

合計

21 

3 

4 

3 

1 

1 

3 

.....' O 
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植物名 本軍主

向本標準匡割地内の下屠の (1m)2小標準匿劃地を取りて，下草を調査せしに次の如し。

備考

ネマカ命リダケ 53 

~ 11/ V キミ 3 

少タ fJ レv' 2 

~ jレアヂサヰ

高さ1.5m

(VlI. C.J針潤混清林:幌熊林道(lOm)2標準匝劃地

本標準匡割地は (VII.d.J幌熊林道帯扶標準匡封地の西方45米，林道の南側に取れり。本地軸

は東方に延びる尾根筋の南科面にして， S 14
0

の綾斜地な

り。(第十三国参照一36頁)

此の附近はトドマツ，エゾマツ， ミヅナラ， グケカン

パ，ベ=イグヤ等を主とする混清林にして， ホホノキ， ナ

ナカマド，シロザクラ等を1昆十。下屠はネマガリグケ(高

さ1.6m)により占められ，下草は著しく抑塵せられ，濯木

にはオホパスノキ，最下屠にはミヤマワラビ，叉蔓草類に

はツ)J.，アヂサヰ，ツタウルシ， ミヤママタタピ等生歩る

のみ。

今，本標準N[!!I地内に於ける主要なる木本を園示せん

に右掲の如し。(第十九園〉

更に之を教的に表示せんに第二十一表の如1....-0

第=十ー表

。
η 

.050 

PS' ・50 巧

O 
PM 

O 
Sc.As 

K;OAM 

Kp O 
Qc 

M。
品.2。

-As 
E
 
。B
om b

 o
 

。
BE 

@伐根 IX. 18， 1933.調査.

一一一一~一~ー-------------~- 目白 守r.. 主~ 産 径

樹 ~種~直~一一一~径一 一級 c 1叶5叩%11包1202512引可抗fぉi九
合計

Abies sachalinensis Fr. SclnD. ド~ ~ 一 1 一 一 1 1 1 -ー 1 4 (As) 
Picea jezoensis Carr. (町) ェ y ~ ~ 11- 一 1ー 一 一 一四 2 
Quercus crispula BI. (Qc) 、、 グナ ラ 一 一 一 一 一 11-一 1 
Betula Ermani Cham. (BE) ダクカ y パ 一 一 1 1 11- 一 一 一 3 
Acer Mayri Gr. v. Schw. (AM) ペユイタヤ 1ー 一 一 一 一 1 
Magnolia obovata Thunb. (Mo) オマ オξ ノ '" 

2 一 一 一 一 一 一 3 
Sorbus commixta Hedl. (Sc) ナナカマド 3 一 一 一 一 一 3 
Prunus l¥1aximo¥¥ iczii Rl1pr. γ ロザ、グラ 一 一 一 11-一 一 1 (PM) 

Kalopanax pictum Nakai (Kp) セ y ノ 三年 21-一 一 一 一 一 一 2 
Phellodendron sachalinense bロρ ノ寺戸タ‘ 1 1 -ー 一 一 一 一 一 1 Sarg. (Ps) 

直径級別合計 kl11111K111U二1-11 121 
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向本標準直劃地内の下唐の(1.5m)ヨ小標準匡劃地を取りて，下草を調査せしにきたの如し。

械物名 本毅 備考

ネ T 力事 ~ !f.' ヶ 50 高き1.601

~ )レアヂサヰ 7 

~ dI fJ レγ2

(VII. D.J 針澗混活林:西八線 (15m)2標準匡劃地

本標準匪劃地は上主主竺三竺川の支流，西八線之津(陸地測量部地岡五高分のー，敏昔知の天

堕の天の字の北方， 中こトグ三戸ー竺竺竺の中の字の北方300米〉の上流二岐(土1ftー竺竺':1川の合流黙

の北西方約1700米〉の北方152米の地黙にして，二岐に終る山稜の束斜面に存在し，津より約40米

を距つ。傾斜はE7
0

の綬斜地なり。 (第同闘

参照一 8頁〉

本地黙はトドマツ多<. シロエゾマツを

交へ，潤葉樹I'Cはダケカンパの老大樹(胸高

直径53cm 樹高15m)，ぺ=イグヤ，ミヅナラ，

エゾイタヤ， ナナカマド，コシアプラ等を混

歩る針澗f昆清林なり。下居はオクヤマザサ，

ネマガリダケ(高さ1.3m)により占められる

も，笹類は比較的疎にして，漉木にはムシカ

l} ， ノリノキ，ムラサキツリハナ，ヱグユヅ

Pハ，ヱゾクロウスゴ等あり O 最下居にはツ

Jt.-ツグ，ツルシキミ，ハヒイヌツグ，ホソパ

タウグシrご， ヒロノ、ヒメイチグ，ツクノ〈ネサ

o OAm。
A' 

"AsC 

'A .. 

A$C: 
~ -Al;C 

.A， 
e 

'̂ 

供出同午.Pj.T

品司" ・S，
ん 0巧l' "Ase 
OAsOAs 

'Asc 
Asc 'Asc 

'Aoo 

修善枯損

第=十圃

AM 。。
BE 

AM 
。
N 

AM  

sc O AS 。'5，
BE2 
ん e..

。AM

. .I!._~ 

Ô' 
'Asc 

AM 

.A略 OA' 

VlII. 27， 1933.調査.

ウ，オホマヒヅルサウ等，又菱重類にはツルアヂサヰ，ツタウルシ， ミヤママグタピ等生十。

向附近揮近き所にては， ケヤマハンノキ多く生じ，ヤチダモ， ミヅナラ，ダケカンパ等混じ，

下屠はオクヤマザサ，ネマガリダケ等優勢にして， ムシカl}，ノ Pノキ，オエシモツケ，ハンゴン

サウ等あり。

今本標準直劃地内に於ける主要なる木本を固示せんに第二十闘の如し。

更に之を重史的に表示せんに第二十二表の如し。
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第=十=表

一一¥にf二戸級 cm
胸高直径

1-10 1叫泊120-ω|ぉーω14叩|品印 合計
「一一一一一ー

Abies sachaIinensis， Fr. Schm. 
トド~ ~ 6 2 4 3 16 

(As) 一
Picea jezoensis Ca町.

V ロ :x. y~~ 1 2 一 一 一 一 3 
var. Takedai Tatew. (PjT) 

Betula Ermanl Cham. (BE) ダケカ y バ 1 一 一 一 一 1 2 

Acer Mayri Gr. v. Schw. (AM) ベコイタヤ 2 2 1 一 一 5 

Acer mono l¥laxim. v. CAmo) エ Y イタヤ 1 一 一 一 一 一 1 

Sorbus commixta Hedl. (Sc) ナナカマド 6 1 一 一 一 7 

Acanthopanax scladophSyalvlo-ides ヨジアプラ 14 一 一 一 一 一 14 
Fr. et Sav. (As) 

I 31 [ _3[  1_1イ
向本標準匝割地内の下屠の (L5m)官小標準匡事j地をとりて下草を調査せしに弐の如し。

植 物 名 本数 備考 植 物 名 本璽主

少 yレアヂサヰ 30 ムラサキツヲパナ 6 

~ルタ 'fJ )l/ V 20 ~レシ
ヨー

、 4 

オグヤマザサ 19 高さ1.3m エ Y "，-;7'/' l}?'、 2 

~ 3レ ツ ゲ 10 戸 b イヌ~グ

ム γ カ 8 ミヤ~~~~ピ

(VII. E.J針潤混靖林:西八線 (15m)2標準胃割地

本標準匡塾j地は (VII.D.J西八線標準匡

劃地の南方 16.3米の所に存在する傾斜 E.5
0

第=十ー園

O 
A， 

/ 。
A. の王子坦地なり。〔第四国参照一8頁)

此の地票占はトドマツにミヅナラの老大樹

(胸高直径56cm; 樹高 13m)が主として混や

る混靖林にして，他にエゾイグヤ，ベニイグ

-・v，
r・ A' 町

'A， 

QZ ASG 
A. 

ヤ，ナナカマド， ホホノキ，コシアプラ等生

歩。また少しくエゾマツの混歩るととあり。

下屠はネマガリダケ，オクヤマザサ(高さ

2.5m)等により占められ， i草木にはムシカリ，

。
A， 

o 
'̂ 

• U.AM 
A臨ん

ノリノキ， エゾクロウスゴ，エゾユヅリハ等

ua 。A
-
n
o
h
 あり，最下居にはツルツグ，ツルシキミ，ハ

ヒイヌツヂ，ヒメイチグ，ヒロノ、ヒメイチグ，

オホマヒヅルサウ，ツバメオモト等，叉蔓草

.1、
・DE

O 
Qc 

VIII. 27， 1933.調査.
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類にはツルアヂサヰ，ツタウルシ等生十。

備本標準直書j地の東方，津沿ひには，ケヤマハンノキ多く生じヤチグモの老大樹(胸高直径

50cm;樹高20m)，グケカンバ等を混歩る津泊ひの澗葉樹林にして，下居は笹類により占められ，時

にハンゴンサウのIJ、圏欣を生じ，エゾニハトコ，キクヨシ，オユシモツケ， ミミカウモリ等あり。

今，本標準匝劃地内に於ける主要なる木本を闘示せんに前掲の如し。(第二十一圃〕

更に之を童文的に表示せんに第二十三表の如しo

第=十三表

一~¥ 一種一?j一一--一級 cm 胸品直径
結J 一一----ー一 ド101俗列島お|叫…
Abies sachalinensis Fr. Schm. 

ト ド x ~ 3 3 1 4 一 一(As) 

Picea jezoensis Carr. (Pj) .:c y' ~ ~ 1 一 一 一 一 一

Q田 rcuscrispuJa lll. (Qc) ミグナ ラ 1 一 一 一 一 1 

Betula Ermani Cham. (BE) ダケカ y パ 1 一 一 一 一 一

Acer Mayri Gr. v. Schw. (AM) ペユイタヤ 1 』‘・ 一 一 一
Acanthopanax sciarlophyIloides ヨジアアラ 2 一Fr. et Sav. (As) 一 一 一 一
PhelIodendron b日戸ノキヌ、タ・ 1 一 一 一 一sachalinense Sarg. (Ps) 

直径級別合計 110 I ~I-=- I 

合計

一 11 

一 1 

1 3 

一 1 

一 1 

一 2 

一 1 

向本標準直ilIJ地内に下居の(1.5m)宮小標準直書j地を取りて，下草を調査せしに弐の如し。

植 ヰ勿 名 本重主 備考 植 物 名 本鍛

戸 b イヌ 1ジゲ 11 
60 高き2.5m

ネマカ. 9 !f.・b" ~ }l/アヂサヰ 9 

A 三/ カ 17 エ y "'- ~ 1) >'、 6 

少 pレ γ ヨp 、 15 オホマ bグルサ fJ 4 

h ロヌ、 bメイチグ 14 ~ yレ ツ ゲ

~ ~ fJ 3レ γ 13 

(VII. a.J 針潤混清林:飯島林道 (5x105m2)帯紙標準匡劃地

本標準医書rr;地は (VI.C.J飯島林道標準医書j地の南西方60米の地勤，三揮山三角賭下より西下

せる頓別訪川の支流に泊へる所にして，南方は支流，北方は更に小友る枝揮に狭まれたる細き尾根

般の地なり。傾斜は SW13をなす。(第十三園参照一36頁)

本地離はトドマツ，エゾマツ， ミヅナラ，ダケカンパ， エゾイタヤ，ベェイタヤ，シナノキ等

を主とする針澗混滑林にして，その他シウリザクラ，ナナカマド，ホホノキ，ケヤマハンノキ，ア

ヅキナシ等2うり。又イチヰ生十。下唐はネマガリグケ，ウリウザサ(高さ1.8m)等疎生し，所によ

りヱゾユヅリハ(高さ1.7m)の密生せる所あり，その他の濯木にはムシカリ， ヱゾツノハシバミ，



ノリノキ，エグアヂサヰ，コマユミ，オホパスノキ， エゾクロウスゴ，コヱウラク，ハナヒリノキ

(49 ) 

等量うり。

最下屠にはツルツグ，ツルシキミ，ハヒイヌツグ，ヲシグ， ジウモンジシグ，クジャクシグ，

ヤマイヌワラビ，イヌガンソク，ホソバタウダシパ，エゾシヤウマ， ヅダヤクシユ， トグナシゴヱ

フイチゴ，コイチヤクサウ， ミミカウモリ， ウラグヨプスマサウ，アザミ類，スグ類，オホマヒヅ

ルサウ等，叉蓮華類にはツルアヂサキ，ツタウルシ， ミヤママタタピ等生十。

今，本帯紙標準匡劃地内に於ける主要なる木本を表示せんに第二十四表の如し。

第=十四表

樹 考

xm 

種

径
一

w
一
E

註
n

「
1i

高

c
一
s

胸
一

N

樹高

m 

枝下
備

m 

トド~ ~ 

同

.:c y ~ ~ 

ェ y・イィヌヤ

ナナカ.，.， /" 

V ナノ寺

同

ノリノキ

エ y ....少

トド~ ~ 

同

γ ナノキ

同

ェy・~ノ戸V バミ

ケヤマ戸 V ノキ

ム V カ甲

同

エ Y イ 9 ヤ

γ fJ ~ -9'グラ

トド守少

ナナカ.，.， 1" 

同

岡

同

γ 守 1)ザグラ

+ 

0.25 

0.40 

1.日

0.30 

0.90 

0.35 

0.65 

1.40 

0.25 

1.00 

1.00 

1.40 

0.35 

0.65 

1.15 

1.70 

勾

剖

∞

1

0

2

 

1.45 

1.00 

1工Xコ

1.00 

1.10 

久10

3.0。
2.0 I 4.00 

6.00 I お.6

O 0

0

2

 

2

1

6

 au 

1.9 

1.0 

2.∞ 
0.85 

1.2 

62.0 I 30.(氾

1.0 I 2.30 

1.0 I 2.00 

1.8<コ

O.印

4α〕

1.20 

0.60 

O.即

0.60 

0.60 

2.50 

3.50 

7.30 I 45.2 I 47.7 I 22.∞ 10.∞l枯損
1.50 12.00 

12.00 

12.10 

1.50 13.50 

14.20 

16.00 

1.35 18.20 

19印

1.2(コ 21.10 

21.90 

22.00 

∞
m

∞
 

2

2

自

O 

O 

10.6 

14.6 

49.2 

2.6 

2.2 

6.0 

26.6 

1.2 

1.2 

1.2 

1.2 

1.0 

5.4 

1.0 1.30 

41.6 I 22.00 

5.5 3.泊

2.6 

5.2 

1.8 

7.0 

1.4 

1.6 

10.0 

16.0 

51.2 

2.6 

6.1 

28.6 

2.7 3.00 

3.50 

3.回

6.改】

2.田

5.1 

1.8 

7.2 

1.6 

1.8 2.【氾

7.50 

11.50 

18.CXコ

4.10 

2.8 3.20 

6.∞ 
16.00 

1.4 2.20 

1.50 

1.60 

2.00 

1.20 

1.00 

2.50 

3.50 

4.田|枯損

3.20 

1.90 

2.20 

6.50 

1.20 
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胸高cm直径 樹高校下
樹種 ym 備考

ナナカ T ド - I 1.25 I 22.60 I 8.0 I 7.0 I 8.∞ 4.田
同 -I 1.25 I 22.90 I 10.0 I 10.0 I 9.00 I 2.20 

ト ド -:;c ~ ー 0.60 I 25.20 I 1.0 I 1.0 I 0.90 I 0.40 倒木上

同 一 0.75I 26.30 I 0.4 I 0.5 I 0.70 I 0.30 

γ ナノキ 0.75 I - I 26.90 I 18.0 I 18.0 I 11.田 2.90 

同 1.65I - I 27.20 I 3.2 I 3.2 I 3.CXコ 1.00

同 0.65I - I 27.50 I 3.6 I 3.8 I 3.田 1.20

エ y .，..少 ー 0.95 I 27.80 I 0.6 I 0.6 I 0.68 I 0.35 倒木上

シナノキ 0.85 I - I 28.10 I 3.6 I 3.0 I 4.80 I 2.∞ 
、

同 1.10I - I 28.50 I 6.9 I 6.4 I 5.70 I 2.00 

向 2.15 I - I 29.00 I 37.8 I 38.0 I - I 4.50 先折

トド.... ~ I 3.00 ー 30.CO I 11.2 I 11.9 I 5.日 2.90 先折

ジナノキ 0.85 I - I 32.∞ 1.4 I 1.8 I 2.00 I 0.70 
.A V カ~ I 0.50 I - I 33.80 I 1.4 I 2.0 I 2.30 I 1.50 

同 2.70I - I 33.80 I 1.8 I 1.8 I 2.20 I 1.∞ 
トド.，.. ~ I 2.00 ー 34.60 I 34.6 I 28.6 I - I 3.00 先折

ム V カリ 2.∞ -I 36.00 I 1.4 I 1.4 I 2.00 I 1.∞ 
トド.... ~ I 3.00 I - I 39.80 I 40.0 I 38.6 I 25∞ 4.50 
γ 守リザグラ ー 0.30 I 41.30 I 8.2 I 8.4 I 9.∞ 4.田
同 一 0.75I 41.40 I 17.4 I 17.6 I 12.田 8.∞

.A V カ 1) I 1.20 I - I 45.(氾 1.6I 1.2 I 2.50 I 1.20 

シ v')iFlJヲ 1.30I - I 46.∞ 1.6 I 2.0 I 2.20 I 1.印

同 一 O.回 46.00I 2.4 I 2.4 I 2.∞ 1.30 

トド.... ~ I 0.70 I - I 47.40 I 1.2 I 1.4 I 1.10 1 0.60 先折

γ ナノキ 0.85 I - I 47.90 I 27.0 I 27.8 I 18.00 I 6.田

v V 事ザグラ - I 2.10 I 47.90 1 7.4 I 6.8 I 8.70 I 4.日

γ ナノキ ー 0.15I 48.30 I 7.4 I 7.0 I 5.日 2.20

γ v ~ザグラ 18.0 I - I 48.50 I 2.0 I 2.0 I 3.00 I 1.60 

γ ナノキ ー 0.25I 48.80 I 22.0 I 21.6 I 16.∞ 6.∞ 
同一 0.55I 48.80 I 3.4 I 3.4 I 3.印 1.∞

1-・ -'T カ v パ 2.35I - I 48.90 I 12.0 I 11.6 I 10.00 I 4.∞ 
γ ナノキ 0.30 I - I 49.∞ 2.3 I 3.6 I 4.00 I 1.2 

同 0.90I - I 49.00 I 2.4 I 2.6 I 2.田 2.∞
ダケカ y パ 1.∞ -I 49.00 I 2.8 I 2.8 I 3.50 I 2.∞ 
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xm 胸高直径
樹高 枝下C宜1

樹 種 ym 備 考

+ m m 

ム V カ } 1.35 51.3コ 2.8 2.6 3.70 2.∞ 
同 一 2.∞ 51.90 2.8 2.8 3.60 1.30 

.:c y イタヤ 一 0.70 52.40 14.0 14.0 12.5!コ 3.CXコ

エY ナナカマド 0.45 一 53.50 23.0 25.6 15.00 5.00 

A む' カ 一 0.50 54.00 2.6 2.6 3困∞ 1.30 

コ巳 y 『司F ~ 0.85 一 54.10 3.4 4.0 2.30 1.70 

ト ド 『司r ~ 1.60 一 55.00 79.0 74.0 34∞ 3.50 
.ム γ カ 一 1.20 55.00 1.0 1.0 2.00 1.00 

ノ ノ
ヨー
一 0.65 回.∞ 1.0 1.4 1.回 0.60 

ト ド 『司r ~ O 60.00 21.0 19.8 10.日 2α3 

ナナカマ ド 0.55 一 62.30 1.0 1.0 1.30 0.70 

ド 『司r ~ 0.35 一 63.00 7.0 7.0 3.∞ 1.50 先折
=ε y 『司「 ~ 0.8tコ 一 63.00 81.0 73.0 35.CXコ 4.00 

ペコイタヤ 2.00 一 64.40 9.2 9.0 8.印 4.50 

同 一 2.75 66.00 13.0 13.2 11.00 3.00 

同 一 2.70 間 .00 1.4 1.4 2.3コ 1.20 

ト ド 『司「 ~ 2.00 一 69.10 20.6 18.6 9.50 3.回
同 O 一 70.00 60.0 59.6 20.00 10.∞ 枯損

ダ夕方 y パ O 71.(氾 57.8 57.8 16.00 10.00 先枯

ド で司「 少 一 0.40 75.∞ 35.0 37.2 16.CXコ 3.00 

ノ ノ
ヨー 一 2.40 77.00 2.0 1.8 1.60 0.60 

、司、 y' ナ 7 2.00 78.00 1.6 1.6 1.70 0.85 

同 0.50 一 田.∞ 一 一 1.20 0.60 

同 O 一 00.00 5.0 5.0 3.50 T三軍コ

ム る〆 カ 一 1.75 81.CXコ 2.0 2.0 1.日 1.20 

同 一 1.10 81.30 2.0 2.0 2.50 1.30 

同 0.45 82.E幻 2.0 2.0 2.00 1.E氾

ド 同司f 少 一 O.日 84.50 一 一 0.60 一
同 1.30 一 84.80 一 一 0.55 一

ケヤマ ヌ、 y ノキ 0.80 86.40 ヨコ.2 29.2 14.(わ 2.CXコ

同 1.80 一 87.00 .37.4 34.8 11.(氾 1.50 枯損

ニ巳 y 同司「 官P 2.50 ー- 87.90 31.4 32.2 12.50 4.(氾

ト ド 可司r ~ 3.(氾 一 自 .80 4.4 4.2 2.CXコ 1.80 

同 一 2.60 89.20 印 .6 64.0 12.CXコ 一 枯先 損折
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樹
cm 

種片下-_I ym 

ト r ..，..少 2.50 

エ Y イタヤ 0.35 

0.60 ノ事ノキ

ム γ カ l} 2.20 

エ y ~ ~ 3.00 

トドマ~

イ ヰ 0.40 チ

同

ホホノキ

同

同

岡

同

n

u

n

u

n

u

 
0.70 

トド~ ~ 0.10 

ナナカ..，.. r 1.90 

0.50 - I 1位 50I 26.2 I 23.6 I 13.CO 

3.0コ

エ y ~ ~ 

トドマ~

アグ寺ナシ

x y ~ ~ 0.50 

トド x ~ 

エ y ~ ~ O 

IX. 22， 1933.関査.

- I 89日

90.30 

- I 91.10 

一ー 92.20 

94.50 

0.20 I 94.8<コ

0.60 

O.E沿

日

印

n
D
A
D
 

Q

U

Q

U

 

胸 高直径

19.8 

12.2 

20.2 

0

0

6

 

8

m

4

 

13.8 

1.0 

16.8 

8.8 

33.0 

8.6 

1.3 

2.0 

2.2 

1.0 

5.8 

樹高

m 

7.8 

1.2 

5.田

2.30 

投下
備 考

2.0 2.50 

2.30 

m 

3.50 

1.00 

1.::幻

2.CO 

2.50 

3.50 

1.00 

回

日

田

民
u
q
u
o
J
V

2.00 

回

目

∞

臼

田

5

0

3

3

1

 

4.50 

5.日

13.0 

日 6I 田.4I 19.50 I 10.∞|枯換

4.00 

2.6 

20.0 9.00 

7.00 

1.30 

1却

13.00 97.90 

98.00 

98.10 

98.20 

98.40 

- I 99.90 

100.50 

1C2.90 

0.30 I 102.90 

104.80 

11.8 

1.0 

18.8 

7.4 7.仁わ

(VII. b.J 針潤混清林:幌熊林道 (6x40m2)帯欣標準匡割地

本帯朕標準匝!!l地は (VII.A.J幌熊林道標準匡劃地θ南西方約40米，林道縁より略々西方に取

れり。此の地離は熊ノ浬-の枝揮に面せる西向斜面にして，傾斜W 21。怒り。(第十三園望書照一36頁)

此の附近はトドマツ， エyマツ， ミヅナラ，ヱゾイタヤ，ベェイタヤ等、を主とする針潤混滑林

にして，ホホノキ，シロザクラ，ナナカマド，シナノキ，ケヤマハンノキ，ヲガラバナ等を混歩。

下暦はネマガリダケ(高さ106m)優勢にして，濯木にはムシカリ，ノリノキ，ヒロハツリバナ，オ

ホパスノキ等あり。最下屠にはツルツグ，ツルシキミ，ハヒイヌツグ，シラネワラビ，ヲシダ，ジ

ウモンジシグ，ヒメイチグ，オホマヒヅルサウ等，叉蔓草類にはツルアヂサヰ，ツタウルシ等生十。

向本帯欣標準匡ttl地より下部津沿にてはヤチグモ，ケヤマハンノキ，アヅキナシ，ナナカマド，

ヒロハキハダ，ダケカンパ等生十。

今本帯欣標準直割地内に於ける主要なる木本を表示せんに衣の如し。く第二十五表〉

29.8 13.CXコ

5.00 4.2 

13.6 

1.0 

11.50 

0.70 

13.00 15.6 

5.5 

8.6 

37.0 

6.00 

22.50 

12.8 7.00 
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第=十五表

xm 胸高直径
樹高 投下

樹
cm 

種 ym 備 考
+ m m 

ト ド .マ 芦P 一 2.∞ 1.00 29.2 29.2 一 一 元折
ェ y イタヤ 1.45 一 2.40 7.0 7.6 一 枯捜

ト ド 司司「 ~ 0.55' 一 2.50 22.6 21.0 13.(氾 4.c氾

ニ己 y 『司「 ~ 0.85 一 3.∞ 73.4 75.8 24.c氾 8.00 

ド T ~ 2‘30 一 4.80 7.5 7.5 5.50 3α3 

同 1.叩 一 6.00 3.2 3.0 2.00 1.70 

同 一 1.45 6.30 31.2 29.2 12.00 4.50 

ナナカ"" 1'" O 一 7.00 8.9 8.8 8.50 2.50 

ジロザグラ 0.50 一 7.9.コ 2.4 2.3 4.50 2.00 

ド 『司F ~ 1.00 一 8.30 3.6 3.8 2.00 1.70 

ノ ノ ヨp O.印 一 13.00 4.0 3.8 4.00 1.CXコ

同 1.50 一 13.25 3.3 3.2 2.50 0.60 

ニ巳 y 『司「 ~ 一 2.50 17.50 3.7 4.0 2.::幻 2.00 

、司 :y ナ ラ 0.45 一 17.90 26.8 27.6 13.50 4.00 

ド 『司F 少 O 一 19.15 3.6 3.8 2.20 1.70 

ノ ノ ヨー 一 1.泊 21.20 1.2 1.2 2.20 1.CXコ

ド ー可r ~ 一 0.40 21.9.コ 1.0 1.0 1.00 0.55 

『 グ ナ ラ 1.40 一 23.70 16.4 16.6 11.0(コ 3.50 

ペコイdIヤ 一 0.45 25.00 14.0 14.0 9.50 2.CXコ

ド てす ~ 一 1.90 26.90 18.2 17.5 12.αコ 3.50 

『司 :y ナ ラ O 一 27.CXコ 24.4 26.6 15.50 4.CXコ

ド でさ ~ 一 1.85 自 .30 10.0 9.2 5.50 3.50 

クヤ"'<'>、 ν ノキ 一 0.50 29.CXコ 31.6 32.6 一 一 元折
ペニイタヤ 一 1.85 29.50 6.6 6.6 6.(氾 3.50 

同 1.65 29.90 11.6 11.6 9.00 3.CXコ

ナヵーラパナ 一 2.(氾 30.00 一 1.10 0.60 

シロザグラ 一 2.印 ま).CXコ 1.2 1.2 3.00 1.80 

チカ'ラパナ 一 1.8<コ 30.50 一 一 0.60 0.35 

ペニイタヤ 一 1.00 32.90 31.5 30.4 13.00 4.50 

シロザ、グラ 1.00 34.00 1.7 1.9 3.00 1.(氾

ム ジ カ 一 1.20 34.50 1.8 1.6 2.00 1.00 

ペヱイタヤ O 一 35.(氾 6.4 6.8 5.50 2.00 

f1.' b" カ y パ 1.20 一 39Jね 26.4 28.8 14.CXコ 4.50 

IX.1弓1933.調査.
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(VII. c.) 針澗混清林:幌熊林道 (5x50m2)帯紙標準匡劃地

本帯紙標準医書j地は (VII.b.)幌熊林道帯朕標準匡l!tIJ地の南西方100米，林道縁より略々北方に

取れり。本地瓢は小なる揮に狭まれたる細き尾根献の地にしてN18。の綬斜地なり。(第十三園委照一36頁〉

トドマツ，エゾマツ，シナノキ， ミヅナラ， ヱゾイタヤ，べ=イタヤ，ダケカンパ等を主とす

る混清林にして，センノキ，アヅキナシ，ホホノキ，ナナカマド，ケヤマハンノキ等を混歩。下屠

はネマガリダケ(高さ1.7m)により占められ，濯木にはムシカリ，ノリノキ，ヒロハツリパナ等あ

り。最下居にはツルツグ，ツルシキミ，シラネワラビ，オクヱゾサイシン，ヱゾシヤウマ，オホマ

ヒヅルサウ等，叉蔓室類にはツルアヂサヰ，ヤマプダウ，ツタウルシ等生歩。

向本帯紙標準匡劃;地の南方は北東に延びる尾根に槙き， トドマツ，ェグマツ，エゾイタヤ，べ

ニイタヤ， ミヅナラ，ダケカンパ， シナノキ等の混滑林にして，ウグイカンバ，ホホノキ，センノ

キ，シロザクラ等混す言。下唐はネマガリダケ優勢にして，ムシカ P生十。

今，本帯欣標準匡劃地内に於ける主要なる木本を表示せんに第二十六去の如し。

第=十六表

xm 枝下
樹 種 ym 備 考

+ m 

V 、ナ ノ ヨー 1.20 一 0.50 10.2 14.0 11.50 5.∞ 
同 1.00 一 O.旬 8.2 8.4 6.50 3.50 

ド 『司「 ~ 1.35 一 1.10 19.8 19.6 10.00 2.00 

ム γ カ O 1.tわ 1.4 1.4 2.00 1.()(コ

手' ナ ノ

"" 
1.45 一 1.50 40.4 43.8 14.00 5.00 

ド でさ ~ 1.85 一 5.80 29.8 29.8 15.00 4.E氾

同 一 0.30 9.50 1.2 1.2 0.75 0.40 

二Eユ y 円司「 ~ 一 0.40 9.回 2.0 2.0 2.20 1.00 

エ Y イタヤ O 一 10.00 22.2 26.0 10.50 3.50 

ニε y 『ミr ~ O 一 10.20 一 一 0.65 0.40 

ダクカ v パ O 一 10.40 1.2 1.2 2.50 1.()(コ

ジ ナ ノ ヨp 1.35 一 13.00 4.8 4.6 5.50 1.00 

ダクカ y パ 1.85 一 15.叩 6.6 6.2 5.c幻 1.80 

エ y イタヤ 一 1.50 19.(氾 14.0 13.2 9.50 3.()(コ

、 ':J' ナ 7 2.50 一 2コ.00 90.0 85.0 20.00 7.00 

エ Y イタヤ O 一 25.00 10.0 10.2 6.50 1.80 

同 0.50 一 25.50 10.0 10.0 6.0υ 3.50 

詰之 オ之 ノ ヨr 0.20 26.90 5.9 5.9 7.50 2.50 

同 0.45 一 26.50 4.6 2.6 4.50 1.50 



xm l胸高直径

ym 一一一一一一一一一一一一
N-S I E-W 

樹
樹高

m 
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枝下
備 考

セ y ノキ 0.70 

m 

ペヱイタヤ

ジナノキ 2.50 I 泊.∞

トド x ~ 

ダケカ ;y マ

0.65 

O 

32.20 

ベエイタヤ

γ ナノキ 0.60 

0.50 同

同

同

72.0 

20.8 

31.0 

自 .2I 21.∞ 10.∞ 

7.2 

19.2 I 11.00 I 3.∞ 
5.6 I 4.∞ 1.30 

30.6 13.(氾

1.65 1fJ::|::lt;lf: 
1.25 I 39.80 I 26.2 I 25.4 ト r .... ~ 

同

同

同

同

0.30 

日
∞

ω

∞
回
日

付

組

叩

伯

g

g

伺

ω

∞
∞

ω
印

一

円

U

4

a

q

ι

4

a

4

t

.x y ~ ~ 

同

タ・夕方 y パ

トドマ~ O 

ーヅナラ 2.20 ー-I 48.50 

IX. 12， 1933.調査.

5.2 

24.8 

46.8 

34.4 

34.0 

1.8 

10.2 

6.8 

7.8 

5.0 

22.0 

3.∞ 

4.∞ 
5.∞1 :先枯
2.(氾

1.70 

1.00 

2.50 

4.50 

2日|枯損

1.70 

折元
一
回
∞
η

ι

A

・

1.50 

2.CXコ

-1元折
1.∞ 
4.∞ 

(VII. d.J 針澗混靖林院熊林道 (3x 20m2)帯欣標準匡劃地

本帯欣標準匪1IJ地は (VII.B.J幌熊林道標準匡劃j地の西方180米，林道に沿ひ，略々東西に取れ

り。(第十三闘参照一36真〕

本地黙は E12
0

の綬斜地の針潤混清林中，尾根筋の所にしてトドマツ，エゾマツ，べ=イタヤ，

ダケカンパ等多〈生じ ミヅナラ，センノキ，ホホノキ等混ヂ。下屠はネマガリダケ(高さ1.5m)

により占められ，最下居にはホソヰノデ， ウメガササウ，ツルリンダウ等，又蔓霊類には，ツルア

ヂサヰ，ツタウルシ等生す=るのみ。

今，本帯献標準匿事j地内に生歩る主要なる木本を表示せんに第二十七表の如し。

44.0 6.00 

17.50 

4.∞ 
34.2 

7.0 

7.8 4.50 

35.0 

1.6 

10.8 

ω
日

1

7
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第=十七表

樹 考

直葎胸高
cm 樹高

rn 

枝下
備

rn 

0.85 

_. I 0.50 I 0.65 I 21.8 I 23.0 I 11.∞ 
38.8 I 16.00 

トド.....少

同

同 1.00 

1.40 ペコイタヤ

トド T 少 0.60 I 7.70 

セ y ノキ 1.日

0.60 トド~ ~ 

初

旬

・

m

4

E

7

'

7

'

 

37.4 

2.4 

13.4 

15.4 

9.50 

10.(氾

11.8 

ペコイタヤ

トドマ~ ::;l:::l:: 
ペコイ R ヤ O.田

同

同

0.30 

1.20 

0.65 - I 18.35 

0.95 I 19.20 I 26.4 

21.1 トド.....少

セ v ノキ

12.5(コ 5.4 

16.4 

8.6 

3.8 I 1.70 

13.6 I 8.印

15.2 I 10.00 

11.4 I 10.00 

7..4 7.6 5.50 

5.(;(コ

6.(氾

1.20 

3.00 

4.(;(コ

p.50 

3.50 

回
∞

m

5

2

1

 

∞
四
∞

7

'

q

u

円
J
』

7.00 

IX. 18， 1933.調査.

VIII. シナJキーミヴナラ林

15.45 

15.60 

19.4 I 12.(氾

19.4 I 6.50 

5.0 I 5.田

14.6 I 11.∞ 
8.4 I 6.50 

20.4 I 7.CXコ

24.6 I 11.50 

81 シナノキーミヅナラ林概相

シナノキーミヅナラ林は天臨東北部及北見西部を占むる西側北見山脈に於ける極めて興味深き

群叢にして，共林地は針葉樹林の上部より， 第=+=園 (第三頁第一園 2)

ダケカンパ林の下部にわたりて構成せらる。

シナノキ，イタヤ， ミヅナラ，!lケカンバを

主木とし，混在樹種としてホホノキ，ナナカ

マド，ヒロハノキハダ，ベュイタヤ，センノ

キ等を生歩。下屠にはオクヤマザサ極めて優

勢にして，瀧木にはムシカリ，エゾツノハシ

バミ，ムラサキツリバナ，ヒロハツリパナ，

ノリノキ，コエフラク，エグイボタ等あり。

本林中に標準直劃地 (VIII.A; VIII. B; 

VIII. CJ;帯放標準医書j地 (VIII.a; VIII. b J 
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を濯ぴ，之を三津山，摺鉢山に設定せり。(第七園及第二十二圏雲照〉

v シナノキーミヅナラ林標準地
シナノキーミヅナラ林標準地

(VIII. A.J シナノキーミヅナラ林:天幕之津 (20m)2標準医書j地

本標準匡事j地は天幕之津林道と間之峰に至る林道との分岐賠の南方120米の地貼にして，林道

より西方2米の箇所に取れり。尾根通の傾斜 E18。の東面緩斜地にして，基岩は上部白亜紀頁岩な

り。(第七闘参照一10頁〕

本i也監はミヅナラ，シナノキ，グケカンパ等を主とし，ヱゾイタヤを混やる上部潤葉樹林な

り。下屠はオクヤマザサ優勢にして，模本にはムシカリ，エゾツノハシバミ，ノ Fノキ等あり。最下

屠にはハヒイヌツグ，シラネワラビ，オクエ

グサイシン，エゾシヤウマ， ドグナシゴエフ

イチゴ，レンプクサウ，エンレイサウ等，又

蔓草類にはヤマプダウ，ツタウルシ等あり。

而して本標準匡書j地より上部はミヅナ

ラ多く，シナノキ， ダケカンパ，エゾイタヤ

等の林にして，コシアプラ混じ， トドマツ 2

本(胸高直径41cm;樹高16.5m:胸高直径32

cm;樹高16m)生十。下屠はオクヤマザサ

(高さ 2.3m)旺盛にして，濯木にはムシカリ

あり。最下居にはシラネワラビ，叉蔓草類に

はツルアヂサヰ， ツタウルシ等生や。

東方林道より下部は渓谷の潤葉樹林にし

て，傾斜 E40
0

の蛾阻地なり。ミヅナラ，オ

第=十三園
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@枯損 VII. 30， 1933.調査.

ヒョウ，ケヤマハンノキ， シナノキ，ダケカンバ，アヅキナシ，ヒロハキハダ等生歩。

今，本標準区劃地内に於ける主要なる木本を園示せんに第二十三園の如し。

更に之を教的に表示せんに第二十八表の如し。
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第=十八表

一¥種--直径級 m
胸高直径一~

樹
1-10110吋2ω[ωー何件却|5M仲村70-由

合計

Quercus crispula Bl. (Qc) ミグナラ 2 一 一 一 1 一 1 4 

Betula ErmanI Cham. lBE) ダクカ ν バ 一 一 1 3 一 1 一 5 
Tilia japonica Simk. (Tj) γ ナノキ 35 3 4 一 一 一 一 一 42 

Acer Mayri Gr. v. Schw. (AM) ペユイタヤ 2 4 2 一 一 1 一 一 9 

Acer mono Maxim. v. (Amo) エ Y イタヤ 3 一 一 一 } 一 一 3 

Sorbus commixta Hedl. (Sc) ナナカマド 一 一 一 1 一 一 一 一 1 

Abies sachalinensis Fr. Schm. トドマ少 一 1 一 1 一 一 一 一 2 
(As) 

直径級別合計 |伺!ベ 7151 -1 
ι 

向本標準匿事j地内にオクヤマザサを疎生せる所の下居 (2m)宮小標準匡劃地を取りて，下草を調

査せしに失の如し。

植物名

ジラネ Y ラピ

ム γ カ 1)

オグヤ"'-!Tサ

本軍主

48 

38 

9 

戸 b イ)( ~グ 6

植物名

オグェy サイ ~;y

ヤマプダ fJ

ツタ fJ レ γ ，

(VIII. B.J シナノキーミヅナラ林:揺鉢山 (20m戸標準匿事j地

本重責

6 

本標準匡劃地は指鉢山頂より距離202米下部西両帯欣標準匝劃地に沿ひ，直書l地の南側(傾斜

W23
0

) に取れり。(第二十二闘参照一56頁〉

ミヅナラ，シナノキ， ダケカンパ等を主とし，エゾイタヤ，ぺ=イタヤ，ナナカマド.センノ

キ等を混やる上部澗葉樹林にして，下居はオクヤマザサ(高さ2.3m)により占められ，濯木にはム

シカリ，ノリノキ，ヒロハツリパナ，コエウラク等あり。最下層にはツルシキミ，シラネワラピ，

ジウモンジシダ，オクエゾサイシン，ヒロハヒメイチダ， クルマパサウ，レンプクサウ，オホマヒ

ヅルサウ等，叉蔓草類にはツルアヂサヰ，ツタウルシ， ミヤママタタピ，テウセンゴミシ等生十。

今，本標準匪I1J地内に於ける主要なる木本を園示せんに次の如し。(第二十四国参照一59頁〉

更に之を童文的に表示せんに第二十九表の如し。
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第=十四圃
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第=十九表

一九一一一~ 直径 目白 高 直 径
級 cm 合計

樹 種一一一一一 一一一一一一 ι中
Quercus crispu1a Bl. (Qc) ミグナラ一一 1111-121115  

Tilia japonica Simk. (Tj) I v ナノキ 6 1 3 1 313 一一一 15

Betula Ermani Cham. (BE) ダケカ νパ一一 1 一一一一 1 

Acer Mayri Gr. v. Schw. (AM) ペニイタヤ 1 1 3 1 1 1 一 一 一 6 

竺幻自土計 1

7
1 8 I 7 I 5卜12I 1 I一

向本標準匡割地内の下居の (105m)宮小標準匡劃j地を取りて下草を調室せしに弐の如し。

干直 t!WJ 名 本数 備考 被 物 名 本敏

オグヤ.，.. ~.サ 45 高さ2m ム シ カ 14 

V ラネ Y ヲピ 36 テすセ y プミ γ 12 

1:; 1=1 >、 b メイチグ 24 ~レ γ キ 令司 9 

lJ )レマパサ v 18 オホ....I:;;)i' Iレサす

v ;y フ.グサ守 16 ξ ヤ.，......タ!i'ピ
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(VIII. C.) シナノキーミヅナラ林:指鉢山 (20in)2標準直書j地

本標準匡書j地は括鉢山頂より距離276米下部，西方帯紙標準匡劃地にまたがり， W29。の急:斜地

に取れり。(第二十二闘参照一日頁〉

此の地購はミヅナラ，シナノキ， グケカンバ等を主とし，ぺ=イタヤ多く混じ，他にナナカマ

ドを生歩。下屠はオクヤマザサ(高さ3.5m)優勢にして，t窪木にはチシマザクラ，ムシカリ，ノリ

ノキ，ムラサキツリパナ， 第=十五園

エゾスグリ等あり。最下居
AM 

にはツルシキミ，ハヒイヌ O 
o 0 

Sヒ.Qc BE ツグ，シラネワラビ，ジウ

モンジシグ，オホバシヨリ

ゴ，クルマパサウ，レンプ De: ... --

AM 。AM
。AM

。AM

。AM

。巧

可。

マ，ホソヰノデ，ヱゾシヤ

ウマ， トグナシゴヱフイチ

クサウ，スヂ類』オホマヒ

ヅルサウ等，又蔓童類には，

ツルアヂサヰ，ツタウルシ，

テウセンゴミシ等生歩。時

にミヤマノキシノプ樹幹に

着生す。

今，本標準匪畠j地内に

於ける主要なる木本を園示

せんに右掲の如し。(第二

十五園〉

更に之を童文的に表示せんに第三十去の如し。
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巧可
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巧

巧

匂

(ua
 

~枯損 VIII. 25， 1933.調査.

第 十 表

街 種 ~一直~一径級曲
川%i九|巧J九l句。|円。|お|%。19ho合計

Quercus crispula Bl. (Qc) ミグナラ 一 一 一 一 1 ー 1 1-ー 一 1 3 
Tilia japonica Simk. (Tj) V ナノキ 7 1 1 1 一 一 -ー 一 11 

Betula Ermani Cham. (BE) ダクカ y バ 一 一 一 2 一 一 一 一 一 2 

Acer Mayri Gr. v. Schw. (AM) ベヱイタヤ 3 3 2 一 一 一 一 8 

Sorbus commixta Hedl. (Sc) ナナカマド 1 1 I ~ 一 一 一 一 一 一 一 2 

直径級別合計 111 1引311 1 4トI1ト1-1 1 1 26 1 



倫本標準巨費j地内の下居の(1.5m戸小標準直劃地を取りて下草を調査せしに失の如し。

植 物 名 本政 備考 本直 物 名

オグヤ"" -!fサ 45 高き2.8m トゲナシゴエプイチゴ

ス ゲ 類 37 ~ ]レアヂサヰ

グル T バサ fJ 21 ~ yレ ジ
ヨー
、、

ミ/ラネ Y ラピ 17 ミア守宅 y 否"v"ダ

~ d< fJ yレ γ 11 v ;y フ.グサ V

オホ""b ~)レサ fJ 7 

CVIII. a.J シナノキーミヅナラ林:三津山 (5x 34m2)帯欣標準匡i1J地

く窮民第三園版ー第十一闘参照)

本数

6 

6 

4 

3 

2 

(61 ) 

本帯紙標準直書IJ:地は三津山山稜の林道沿にして，三角賭(標高404.3m)より南方60米の地黙に

して，傾斜 SW13
0

の綾斜地，基岩は上部白頭紀頁岩なり。(第七圃参照一10頁〉

本地黙は尾根筋のシナノキ， ミヅナラ， グケカンパを主とし，ホホノキ，ヒロハキハダ等をi昆

歩る上部潤葉樹林なり。下屠はオクヤマザサ(高さ1.8m)により占められ，濯木にはムシカリ，エ

ゾツノハシバミ，ホザキナナカマド，サハフタギ，エゾイボタ等あり。最下屠にはハヒイヌツグ，

シラネワラピ，ヲシダ，オクエゾサイシン， クルマパサウ，タ=ギキヤウ，アザミ類，スグ類宅F，

叉蔓草類にはツルアヂサヰ，ヤマプダウ，ツタウルシ，テウセンゴミシ，ヱゾサルナシ，イケマ等

生歩。向林道に泊ひ二弐要素としてエゾイチゴ，ヱピガライチゴ，キツリフネ等生歩。

東方は急:斜地にして，ダケカンバ多〈生じ，シナノキ，エゾイタヤ，ヒロハノキハダ等混じ，

下居はオクヤマザサ優勢なり。叉西方は急:斜地にしてミヅナラ，シナノキ，ダケカンバ等多〈生

じ， トドマツ，エゾマツ等の混入する森林なり。

今，本帯紙標準匪i1J:地に於ける主要なる木本を表示せんに第三トー表の如し。

第三十ー表

xm 胸品直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備 考
十 m m 

ジ ナ ノ

"" 
O 一 O 25.0 29.0 7.50 2.50 

同 2.∞ 一 4.10 7.0 6.2 4.日 2.20 

同 2.35 一 4.35 13.4 16.6 7.()(コ 2.40 

向 H幻 一 4.45 2.4 2.1 2.E刃 2.()(コ

、 ~ ナ ヲ 一 0.25 5.00 38.0 44.0 9.00 2.70 

m 北電 ノ ヨp O 一 6.80 14.8 19.0 8.()(コ 2.::幻

γ ナ ノ ヨp 一 1.95 7.40 18.4 23.6 8.∞ 3.(氾
同 一 0.95 13.00 24.8 30.4 10.00 3Dコ
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xm 胸高直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備 考
+ m m 

γ ナ ノ ヨ半 1.40 一 13.50 12.0 12.4 6.∞ 2.回
同 0.75 一 13.55 28.0 34.4 10.0:コ 3.荻J

同 0.37 一 13.95 8.4 7.6 5.80 3.即

同 0.50 一 14.20 19.0 19.4 9.∞ 5.田
同 o.印 一 14田 20.0 22.4 11.00 3.70 

同 0.90 一 15.∞ 30 3.8 2.30 1.0:コ

同 1.15 一 15.00 19.4 20.0 4.30 
2.∞i 

:r.y少ノ p、ジパミ 1.40 一 22.00 一 一 2.30 一
同 1.75 一 22.50 一 } 2.50 一

シ ナ ノ ヨー 一 1.(氾 27.45 15.8 19.8 7.∞ 3.∞ 
同 一 0.70 27.70 23.1 22.6 8.30 2.10 

同 一 1.95 29.羽 4.0 4.4 2.70 1.80 

同 一 1.90 29.35 4.6 4.6 4.20 1.50 

同 一 0.95 29.40 2.1 3.0 2.c氾 1.20 

同 一 1.40 29.40 2.8 2.6 2.10 0.70 

同 o.印 29.70 19.8 17.6 8.00 2.30 

同 一 2.37 29.80 5.0 5.2 3.30 1.30 

同 一 1.25 32.80 17.8 18.6 5.00 2.50 

同 一 2.30 32.80 2.10 2.12 2.40 1.20 

『ー. ~ ナ ラ 1.70 一 33.50 51.0 55.2 10.00 2.::幻

b 日戸ノキヌ、ダ 一 1.20 33.50 一 1.60 一

IX. 15， 1933.調査.

[VIII. b.J シナノキーミヅナラ林:三津山 (10x100m~) 帯紙標準直劃地

本帯献標準直割地は三浬山三角賠(標高404.3m)の東方下150米の地黙にして，林道の脅曲艶附

近より林道に沿ひ，略々東西に取れり。傾斜 NE8ー13。の綬斜地にして，基岩は上部白亜紀頁岩た

り。(第七関委照一10頁)

此の附近はシナノキ， ミヅナラ， グケカンパ，エゾイタヤ，べ=イタヤ等を主とする上部澗葉

樹林にして，他にエゾナナカマド，ホホノキ等を混じ，稀にエゾマツ生歩。下屠はオクヤマザサ，

ネマガリダケ(高さ2.6m)優勢にして，濯木にはヱゾツノハシパミ，ムシカリ，ノリノキ，ムラサ

キツリバナ，ハナヒリノキ等あり。最下居にはハヒイヌツグ，シラネワラピ，ヲシグ，オホパイラ

クサ，オクエゾサイシン，ムカゴイラクサ，クサノスミレ，クルマパサウ，エゾヨツバムグラ，タ=

ギキヤウ， ミミカウモリ，エゾカlンスグ， クルマパックバネサウ等，叉蔓草類にはツルアヂサヰ，
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ヤマプグウ，ツタウルシ， ミヤママタピ等生や。時にミヤマノキシノプ樹幹に着生す。

今，本帯扶標準医書j地内に於ける主要なる木本を表示せんに第三十二表。如し。

第三十=表

xm 胸高直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備 考
+ 一 m m 

ジ ナ ノ ヨF 3.50 一 2.60 4.0 3.2 一 1.0コ 先折

同 4.(わ 一 2.60 8.2 7.0 6.::幻 4.00 

同 2.65 一 2.叩 3.2 3.4 一 1.80 先折

同 4.30 3.(氾 36.8 30.2 14.00 4.00 

同 3.70 一 3.25 6.4 5.8 5.∞ 2.印
ー、 7' ナ ラ 一 1.30 3.80 50.0 38.8 17.00 3，50 

:::r.. y~ ノ ργ パミ 一 3.10 4.∞ 3.0 2.4 一 元折

同 一 3.90 4.20 3.0 2.8 4.00 3.∞ 
同 一 4.05 4.20 2.0 1.4 3.00 1.∞ 
同 3.10 4.30 4.0 2.4 4.00 2α】

同 一 2.旬 4.日 3.8 2.4 2.50 2.(わ

ペコイタヤ 一 4.35 5.50 2コ.2 20.2 12.CXコ 3.8 

ダケカ y バ 一 4.35 8.30 2.4 2.2 3.50 2.αJ 

同 一 4.80 8.EO 2.4 2.0 3.20 2.60 

同 一 1.95 9∞ 9.2 9.0 8.印 4.日

こr. y 『司「 ~ 一 2.65 9.∞ 1.8 1.8 1∞ 0.80 
ダタカ v パ 一 2.35 9.30 12.2 13.4 11.(氾 6∞ 
ナナカマド 一 2.70 10.50 1.6 1.6 2.CXコ 1.∞ 
昔て m ノ ヨー 一 1.40 15.90 一 一 0.20 一
γ ナ ノ ヨキ 一 3.70 16.30 19.0 19.0 10.00 3.00 

同 一 3.30 16.70 2.4 2.6 3.∞ 1.60 
同 一 3.20 17.00 16.8 16.4 一 一 伐根
同 一 3.35 17.40 17.2 18.8 一 一 伐根
同 一 3.75 17.50 20.6 22.0 14.CO 5.∞ 

V ナ ノ ヨキ 一 3.0コ 17.80 21.6 27.4 一 一 伐根
同 ー 3.85 18αコ 21.6 22.4 11.CXコ 3.回

同 一 4.65 18.CXコ 4.8 5.0 3.∞ 1.40 
同 5.∞ 一 24.40 30.0 27.0 14.00 5.田

同 4.40 一 33.3(コ 24.8 13.∞ 4.∞ 
同 4.∞ 一 33.50 2.2 2.8 2.20 1.20 
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樹 考

XJll 

種|一一一一
十一

胸高直筏

ym 
cm 樹高|枝下

m .m 
備

エy'ナナカ T ド

同

ラ

リ

キ

ナ

カ

ノ

グ

V

ナ

-

A

γ

 

同

A 三/カ明

同

ホホノキ

ペコイタヤ

ホホノ寺

同

同

同

A v カ事

ペユイタヤ

エグ少ノ戸γ パミ

ペ Z イタヤ

A v カ事

ェ7¥)1ノヌ、ジパミ

同

同

同

同

同

ジナノキ

エy'ナナカ T ド

同

ダケカミ/バ

同

同

同

V ナノキ

ダケカ Y 7'守

0.25 

0.65 

町

田

市

内

u

n

u

q

u

4.40 

4.35 

3.35 

3.75 

1.20 

1.65 

4.CXコ

2.65 

0.85 

2.25 

2.45 

2.印

2.20 

2.75 

41.CXコ

41.80 

46.0 

4.4 

11.2 

40.0 

4.6 

4.8 

::;i:::1:;:it: 

46.40 

46反〕

49.80 

50.50 

50.80 

0.75 51.20 

51.30 

51.40 

51.50 

51.50 

51.叩

3.75 54.20 

59.∞ 

∞

即

∞

ω
何

万

3

3

4

4

4

4

 

∞

羽

田

印

印

白》

Q
J
v
q
d

何

世

つ

d

R

U

F

O

訳

u
v
a
u

目
U

63.80 

63.80 

63.回

64.90 

65.(氾

65.20 

2.85 I 65.旬

3.15 

4.65 

4.95 

66.40 

66.40 

66.40 

66.50 

3.60 66.E氾

。
4

2

9

6

0

8

4

2

3

2

9

U

お

2

9

7

3

27.8 

1.2 

21.8 

3.6 

3.2 

2.6 

3.6 

16.8 

3.6 

2.2 

3.2 

24.2 

2.4 

3.0 

バ守
.

A

『.・

n『
ハ

円

u

n
d

っけV

っけV

向。
2.0 

5.0 

2.6 

11.0 

10.00 

5.00 

8.00 

2.50 3.6 

5.∞ 
3.2 

2.6 2.80 

6.50 

16.∞ 
16.50 

2.30 

司

ι

っd
n

U

8

部

却

2.0 

9.4 

8.0 

7.50 

7.00 

2.50 3.0 

27.2 14.m 

1.0 2.50 

14.50 

2.50 

3.0 4.00 

2.8 

4.0 

3.6 

2.4 

3.8 

15.6 

3.4 

2.0 

3.6 

3.4 

3.。

4.30 

4.00 

3.00 

5.印

∞
mω

四

4
・

9』

q
u

2.40 

2.30 

2.0 2.0(コ

4.8 5∞ 
2.6 2.20 

2.50 

1.40 

3.CO 

0.80 

-1伐根

2.∞ 
折先日

叩

∞

0

0

4

 

2.70 

5.50 

2.()(コ

回

∞

∞

∞

2

3

1

3

 

1.10 

4.00 

1.20 

2.50 

2.50 

2.00 

2.CO 

1.20 I先折

3.00 

一l伐根
2.()(コ

0.60 

2.即

1.80 

1.00 

0.20 

2.30 

1.00 
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xm 胸品直径
樹高 投下cm 

樹 種 ym 備 考
+ m m 

γ ナ ノ ヨp 2.Eわ 一 67.CXコ 31.8 29.4 18.(わ 7.50 

同 0.60 一 o7.日 17.4 16.4 8.50 5.00 

同 2.35 一 68.∞ 4.6 4.2 3.50 1.60 

同 2.30 68.20 7.4 7.4 一 一 伐根
向 1.70 一 68.30 48.0 47.8 2O.CXコ 9.∞ 
同 1.60 69.50 36.4 35.2 19.∞ 7.50 
同 2.25 一 69.80 9.2 9.2 4.50 2.E沿

同 3.35 一 70.00 27.8 31.2 18.50 7.50 

~・クカ y パ 1.75 一 92.∞ 30.8 32.0 15.00 3.20 

γ ナ ノ ヨー 一 0.15 97.00 11.8 13.2 6.∞ 2.CXコ
同 一 o.印 部.∞ 6.0 5.6 4.日 1.E幻

同 一 1.00 田.00 5.0 5.0 4.CXコ 2.50 

同 } 0.20 98.40 27.8 27.8 14.CXコ 4.00 

同 一 0.60 98.40 26.2 24.8 14.(氾 3.00 

同 一 1.CXコ • 98.60 7.0 6.4 一 1.CXコ 先折

同 1.00 一 99.∞ 7.4 7.0 6∞ 1.00 
同 一 1.30 99.()(コ 4.2 4.0 3.CXコ 1.∞ 
同 1.00 一 99.10 3.4 3.4 2.60 1.30 

同 o.印 一 99.20 3.2 3.0 2.E幻 1.20 

同 一 1.35 99.20 6.0 5.5 2.50 1.00 

同 一 1.35 99.35 2.4 2.2 2.田 1.00 

同 一 0.20 99.70 12.8 11.8 7}刃 3.50 

同 一 0.70 99.70 27.2 25.0 11.(氾 2.CXコ

同 0.40 一 99.印 14.8 14.2 7.(氾 2.50 

同 一 0.15 99.80 27.8 28.2 14.00 5.∞ 

IX. 16， 1933.調査.

IX. ダケカンバ林

91 ダケカンバ林概相

ダケカンパ林は天盟演習林に於ては約400m前後より護達し，上部はハヒマツ帯に接す。主木ダ

ケカンパの形肢は土地的保{牛により，種々に饗化し時に瀧木献を呈す。混浩樹種としては上部にミ

ヤマハンノキ，ハヒマツ等あれEも，下部に於てはミヅナラ，ナナカマド，ヒロハノキハダ，ハリ

ギl}，シナノキ，エメイクヤ，ベニイタヤ等あり。下居は概ねオクヤマザサ，チシマザサによりて
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市めらる。

本林中に標準直割地(IX.A; IX. B; IX. C; IX. D; IX. E; IX. F)を選ぴ，之をバンケ山

及摺鉢山に設定せり。(第二十二国及第二十六闘参照〉

v ダケカンバ林標準地
(IX. A.) グケカシバ林:竺三士山 (15m}宮標準直書l地

本標準直劃地は竺三主南山の東北方距離150米(高度540m)の地離にして，傾斜は E20。たり。

(第二十六圃参照)

此の地黙は東面に於ける最高のダケカシ

バ林にして，風衝を受け，樹幹屈曲せるダケ

カンパ(胸高直控6.2-36.7cm ;樹高3.5-9.8

m)生じ下居はオクヤマザサ(高さ2.5-3.75

m)優勢にして，濯木にはムシカリ，ノリノ

キ等生じ，最下居にはシラネワラピ， ミヤマ

ワラピ，メシダ， ヒロハヒメイチグ，サンカ

エフ，シラオヒハコベ， トヂテシゴヱフイチ

ゴ，コミヤマカタバミ，エゾョツパムグラ，

グzギキヤウ， ミミカウモリ，ザゼンサウ，

ツバメオモト，オホマヒヅルサウ，オホパタ

ケシマラン，アリダウシラン等，叉蔓草類に

はツルアヂサヰ生十。

本標準匡劃地の上部にはミヤマハンノキ

多く生じ，少しくグケカンバの混やる所

あり。

今，本標準匡劃地内に於ける主要なる木

本を圃示せんに右掲の如し。(第二十七園〉

更に之を量的に表示せんに第三十三去の

如し。

第=+六園

第こ十七国

。DE
。oBE
sE 
BE 
もおE

O 

DE 

。
BE 

。DE

OBE O 
DE 

A1M 

O 
BE 

M
 

a

。-E
 

O
B
 

。
DE 

VIII. 6， 19ぬ.調査.
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第三十三表

m 種一--直一一徳銀 cm
胸高直径

ι10)昨仲間件沖ω)30-351おー句 合計

Betula Ermani Cham. (BE) ダクカ ν バ 4 4 1 一 13 

Alnus Maximowiczii Call. (AIM) ミヤ""<"，>、vノキ 1 1 一 一 2 

直径級別合計
1 1-[ -[ 

常本標準直書j地内の下屠の(1.5m)宮小標準巨費j地を取りて，下草を調査せしに共の如し。

植 物 名 本軍主 備考 植 物 名 本鍛

、ヤ""<" vラピ 59 メ γ ~. 2 

オグヤマザサ 38 高き3.5m ヨミヤマカタバミ 2 

ノ ノ
ヨー
15 ミミカ守宅事 2 

"'-.)1'ョ~パムグラ 12 -lf ~ y サ fJ 2 

タコ学キヤ守 11 少バメオモト

ジラネ Y ラピ 5 

(IX. B.J グケカンパ林:バンケ山 (10m)哩標準匿事j地

本標準匡劃j地はバンケ南山の東方距離260米の地黙にして，園境刈分の南方に活ひ取れり。傾斜

は SE19
0

の綬斜地たり。(第二寸大圏参照-66頁)

此の地離はグケカンバの老大樹(胸高直径30-43cm;樹高10.50-11.45m)の生やる所にして，

下居はオクヤマザサ(高さ2.7m)密生し，木本にはムシカ 第=十八園

9，ホザキナナカマド等あり。最下居にはツルツグ，ツル

シキミ，シラネワラビ，エゾョツパムグラ，グニギキヤウ， ¥ 
アザミ類，スグ類，オホマヒヅルサウ等，叉蔓草類にはツ

ルアヂサヰ， ツタウルシ等生十。時に樹幹にミヤマノキシ

ノプ，オシヤグジデンダ等着生す。

今，本標準亘書j地内に於ける主要なる木本を闘示せん

に右掲の如し。(第二十八園〉

更に之を翼史的に表示せんに第三十四去の如し。

O 
BE 

O 
BE 

:
o
m
 

O
副

O 
BE 

vnI. 6， 1933.訴箇..
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表

‘一一九百~ 直 径 級 E向 高 直 径

種--一一一一
cm 

合計
樹 ぉ-35!35ーω|ι佑

一一
Betula Ermani Cham. (BE) 1タケカー| 2 一 3 5 

回十第

向本標準直劃地内の下居の (105m)宮小標準直劃地を取りて，下草を調査せしにさたの如し。

重量本名物植考備殿本名物植

8 オホ~ b"')レサ fJ高さ2.7m81 ヤ T ザサlJ オ

7 ルアヂサヰ少47 類ゲス

6 グ~ yレ~ 42 F ヲピネ7 V 

2 芋キヤ fJ一一dヌ18 カγ ム

11 
ヨー

γ pレ少

グケカンパ林:バンケ山 (15mア標準直書~:地(窮民第三悶版ー第十二圃参照〕(IX. C.J 

第=十九園
本標準直劃地は(IX.B.Jパンケ山標準

距離50米の園境刈分の南側に直劃地の下方，

¥ 
〔第活ひ取れり。傾斜 SE19'。の綬斜地たり。

O 
BE 

二十六圏雲照一66頁〉
。BE
oBE 

。DE

oBE 此の地黙はダケカンバの批齢樹(胸高直

。UE
OBE の多き所に径10-26.3cm;樹高9.5-11.5m) 。oDE

BE 
して，下屠は概ねオクヤマザサ(高さ 2-3m)

ザ少しくシラネワラピ，により濁占せられ，

。DE
ツタウルシ等生十ヱンレイサウ， E

o
回

o
E
 

E
 

O
B
 

ゼンサウ，

るのみ。

E

E

 

R

“
R
 
。O
E
 

。
担

今，本標準匡劃地内に於ける主要なる木
oBE 

。BEODE 
本を圃示せんに右掲の如し。(第二十九闘〉

vur. 6， 1933.調査.
更に之を教的に表示せんに第三十五表の

如し。

表五

一一一一一¥ 直径級 m I 胸高直径|

種 ~¥一 一一一一一一一一、!1O-15!1与20!20--25!2叩|合

i 一一 ~j913121

十第

計樹

19 

向本標準匡割地内の下居の (105m)2小標準医劃地を取りて下草を調査せしに弐の如し。

Betula Ermani Cham. (BE) 
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植物名 本鍛備考

オグヤマザサ 泊 高き2.5m

~ヌ fJj//V- 7 

V-ラネ F ヲピ 4 

ザせる〆サ fJ

(IX. D.J ダケカンパ林:指鉢山 (20m)宮標準匡劃地

本標準匡iIJ地は指鉢山頂より距離116米下部東面帯欣標準匡iIJ地の北方10米の所にして，東面

念斜地(約26
0

) が綬斜地(約14
0

) と註れる所に取れり。(第二十二園参照一56頁〕

此の地黒占はグケカンパ多く生じ，ハPギリ， ヒロハキハダ， ミヤマハンノキ，ナナカマド， ミ

ヅナラ，シナノキ等僅かに

混十。下屠はオクヤマザサ

(高さ2.8m)密生して，濯

木にはムシカ]J，ノリノキ，

ムラサキツリパナ等あり。

最下居にはシラネワラビ，

第三十圃

O 
BE 

Alfll 

¥ 

オホパシヨリマ，サンカエ BE 

'BE 。
氾Eフ， ミヤマタニタデ，ウド，

エゾ=ウ，クルマパサウ，

官
巴B
 、

W
酬
M

O
n
u
s
 

E
 
。B

llE' 

νンプクサウ，タ=ギキヤ
Kp 。

sc 

フ，ザゼンサウ，オホマヒ

ヅルサウ，オホパタケシマ

ラン等，叉蔓草類にはツル

O 
llE 

。
AlM 。

PS 
o 

AlM 

アヂサヰ，ツタウルシ，エ
O 

AlM 
O 
BE 

ゾサルナシ等生歩。 O 
BE 

@ 

BE 

向本標準匡書~:地の下方
eBE 

には約 (30m)2のミヤマハ

ンノキ林介在す。

OEE  。AIM
o BE 
BE 0 

@ 枯損 VIII. 22， 1933.調査.

今，本標準医書j地内に於ける主要たる木本を圃示せんに上掲D如し。(第三十闘〉

更に之を童史的に表示せんに第三十六表の如し。
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第三十六表

一

樹一一-~ー一~下一一一直~一径一級…一 一… 胸 高 直 径

「レ101叫42叫引い村田ー何回 7017，叩 合計

Betula Ennani Cham. (BE) ダクカ v バ 6 2 3 1 1 一 1 16 
Kalopanax pictum Nakai (Kp) セ y ノ キ 一 1 一 一 一 -ー 一 一 1 
Phellodendron 

b 日戸ノキノ、タ・ 一 1 一 一 一 一 一 一 1 saιhalinense Sarg. (Ps) 

Sorb田 commixtaHedl. (Sc) ナナカ"'" Jl' 1 一 一 一 一 一 一 1 
Aln田MaximowicziiCall. (AlM) ミヤマ 戸 y ノキ 2 3 一 一 一 一 一 一 5 

直徳級別合計 1 81 11 -1 

備本標準匡劃地内の下屠の (1.5mJ小標準匡書j地を取りて下草を調査せしに弐の如し。

植物名 本霊童 備考

オグヤ T ザサ 49 高さ2.6m

v ;vフ・グサ fJ 20 

V ラネ Y ラピ 18 
ザせ ν サ守 2 

(IX. E.J グケカンパ林:揺鉢山 (15mJ標準直劃地

本標準巨費j地は指鉢山頂より距離56米の下部西面帯扶標準匿劃地に沿ひ北側に取れり。傾斜W

34
0

の強き急:斜地なり。(第二十三鹿参照一56頁〉

ダケカンバの柏々多き所にして，倭性の

ベニイタヤ，シナノキ， ミヅナラ等混じ，ま

た少しくイチヰあり。下居はチシマザサ(高

さ1-1.2m)密生し， f窪木にはアカミノイヌ

ツグ，ヤマウルシ，ムシカ習，ノ Pノキ，チ

シマザクラ，タカネナナカマド，ムラサキツ

リパナ，エゾイボタ，オホパスノキ，ハナヒ

リノキ， コマユミ等あり。最下唐にはツルツ

O 
BE 

。
BE 

。Qc

グ，ツルシキミ， シラネワラピ， トラノヲシ AM 可

ダ，エゾシヤウマ，シラオヒハコベ，ヒロハ

ヒメイチグ， ミヤマスミレ，エゾニウ，ヱゾ

オホパセンキウ，ゴゼンタチパナ，クルマパ

サウ，エゾヨツバムグラ， ミミカウモリ，ア

，・AM
Qc 

第三十ー園

AM 

O Tc: Tj 
BE 

Qc 

JlE 

AM。

O 
BE 

。
BE 

N BE 

。BE

O 
且E

VIII. 15， 1933.調査

キノキリンサウ，セウゼウスグ，オホマヒヅルサウ等，叉蔓草額にはツルアヂサヰ，ツタウルシ，



テウセンゴミシ等生十。

今，本標準匡葺j地内に於ける主要なる木本を圃示せんに前掲の如し。く第三十一園ー，70頁〉

更に之を童史的に表示せんに第三十七表の如し。

第三十七表

横 種一----------一~直一一 径綾田 胸 高 直 径

日|ふ10i1M

Betula Ermani Cham. (BE) ダケカ y パ 1 一 1 2 3 一 1 1 1 
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10 

Acer Mayri Gr. v. Schw. (AM) ペ二イタヤ 4 一 一 一 一 一 一 一 41 

Acer mono Mal<im. v. (Amo) エ Y イタヤ 1 一 一 一 一 一 一 一 一

Quercus crispnla Bl. (Qc) ミグナラ 1 2 一 一 一 一 一

Tilia japonica Simk. (Tj) シナノキ 2 一 一 一 一 一 一 一 一
Taxus cuspidata Sieb. et Zucc. 

(Tc) イ
チ ヰ 1 一 一 一 一 一 一 1 

直径級別合計 トo1 2) 11 21 31-) 1 1 1 1 1 121 
向本標準匡塾j地内の下屠の (1.5m)2小標準匿事j地を取りて，下草を調査せしに失の如し。

植 物 名 本数 備考 植 物 名 本薮

チ V ....ザサ 104 高さ 1m 1/ jレ Y バサ守 3 

~レ γ キ 、 四 オホパスノキ 2 

オホ....b )lf Jレサt; 25 ~ yレ ~ ゲ 2 

b 日戸 b メイチゲ 20 トラノナ V !J.' 2 

少 タ す ルシ 14 ノ ノ ヨp

テ守セヨ/ご耳鳴ミジ 7 シラネ F ラピ

ェ y イ オ~タ 6 エYオホパセ ν ヨ~t;

~レアヂサヰ 6 ミミカt;毛甲

ム ジ カ 5 ア寺ノキリ y サt;

ジヲョj-b ~.、ゴベ 5 ス ゲ 類 ++ 
p、ナ b リノキ 4 

(IX. F.J ダケカンバ林:括鉢山 (20m)宮標準匪劃地

本標準匡割地は括鉢山頂より距離117米，下部北面帯紙標準匡劃地に沿ひ，西側に取り，傾斜

NW  24
0

の急斜地なり。(第二十ニ周到吉一56頁)

此の附近はダケカンバ林良く護建し， エゾイタヤ，ペニイタヤ，ナナカマド，ヒロハキハダ，

オヒョウ，ミヤマハンノキ等を少しく混十。下居はオクヤマザサ(高さ2.8m)密生し，濯木にはム

シカリ，ムラサキツリパナ，ヒロハツリバナ等あり。最下居にはシラネワラビ 9ャウメンシグ，

ジウモンジシダ，ハグマフヰノデ，オホパイラクサ，オホイタドリ， ミヤマタニダデ， トグナシゴ
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エフイチゴ，レンプグサウ， 第三十二国

タニギキヤウ， ミミカウモ
AmY  -nmo0蕗丸.。uBE AM 

リ，ザゼンサウ，オホマヒ
Amo. ~ 

A問。
.A皿 gUJ 

ヅルサウ，オホパタケシマ
。111M

N 

AI>I 

ラン等，叉草草類にはツJレ 。
AIIY1 

アヂサヰ，ツタウルシ，ツ 。A1M

)v ==-ンジン等生歩。

今，本標準匡劃地内に

於ける主要なる木本を国示

せんに右掲の如し。(第三十
O 
DE O .5<-

DE o 1キ
ニ園〉

50 ~E sc 
BE 

O 
更に之を教的に表示せ BE 

oAlM， 50 ・s.んに第三十八表の如し。
O 
BE Al~! 

OBE 

VIII. 26， 1933.調査.

第三十八表

樹一~一---------定~ー~径一 級 n一n 樹 高 直 径

ト吋 合計

Betula Ermatli Cham. (BE) ダヶカ y バ 一 一 1 5 2 一 1 一令 1 10 
Sorbus commixa Hedl. (Sc) Tナカ T ド 5 一 一 一 一 ー 一 5 

Alnus Maximowiczii Call. (AIM) 三ヤ~/、 V ノキ 3 3 一 一 一 一 一 一 一 6 

Acer mono Maxim. v. (Amo) エ Y イタヤ 7 一 一 一 一 一 一 ー- 一 7 
Acer Mayri Gr. v. Schw. (AM) ペコイタヤ 1 一 一 一 一 一 一 一 一 1 
Ulmus laciniata Mayr (Ul) ;t b ヨ iJ 1 一 一 一 一 一 一 一 一 1 

直径級別合計 | い7_13_1_1 1 ~Iゴゴ 1 )-) 1)部
倫本標準匝畠j地内の下居の (105m)宮小標準匡劃地を取りて，下車を調査せしに弐の如し。

植物名 本数備 考

オグヤ吋ザサ 74 高さ2.3-2.8m

ムラサヨr~リパナ
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ジラネ y ラピ 31 
オホ.，..1:: ，... )レサ fJ 6 

タユ苧キヤ fJ 3 

玄.ハヒマヴ林

101 ハ包マツ林榔相

ハヒマツ林は天堕潰習林内に於ては通常500-600m以上の山稜に生十。時として下部蛇紋岩崩

壊地に小友る純群落を生やるととあれEも，群落生態拳上の異型に属す。

本林中の標準匡劃地 (x.A; X. B.Jをとりて之をパンケ山に設定せり。〈第二十六圃望書照)

102 ハ包マツ林標準地

(x. A.J ハヒマツ林:バンケ山 (5m)2標準匪劃地

本標準医書j地は竺三空山(標高o31.3m)頂上の南方距離約250米の小峯(竺三土南山)頂上近く

の梢々西斜面に取れれ傾斜は W23"，基岩は蛇紋岩友り。
第三十三園

(第二十六闘参照←66頁〕
N 
。 @ 

Pp Pp 9PG. 

バンケ山に於けるハヒマツヰ*はバンケ南山に於て最も

良く護達し，約500米以上の上部に群落をなし， r這松の海」

と稿する事を得べし。

'PG 

1'G 

F。p 。
。
pp 

Pp 

Pf ・ppepp .Pp 

時 p.i' 

本医蓮j地附近にてハヒマツに混歩るは， ダケカンパに

して，叉時に少しくアカエゾマツ，イチヰの鏡小樹の生や

るととあり。下居はチシマザサ生歩るも疎にして，アカミ

ノイヌツグ， キバナシャクナグ等多く生じ，他にウラジロ

。
Pp 

OPp 
SFpFp S • 

OPp OPp 
Fa p -

:Pp 

.pp 

ナナカマド，チシマザクラ， コエウラク，オホパスノキ，

ノリノキ，ハナヒリノキ零;あり。最下屠にはツルツグ，ツ
6枯損そ5伐根 VlII.4， 1933.調査.

ルシキミ，コケモモ，シラネワラビ，アスヒカヅラ，ウチハマンネンスギ， ミツバワウレン， コミ

ヤマカタバミ，ゴゼンタチバナ，タカネノガリヤス等，又蔓草類にはミヤママタタピ生十。

今，本標準匡劃地内に於ける主要なる木本を圃示せんに上掲の如し。(第三十三園〉

更に之を教的に表示せんに第三十九表の如し。

第三十九表

1-2!2-3!3-4!ω!5-6!6-7!7-8!8ー9 合計

i己記記1三三;]-271425l11112 1 I 1 I 一一一一一 3
直径級別合計 1113¥814121511111部
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樹高。ハヒマツ， 1-4m;アカエゾマツ， 0.6-1.6m. 

倫本標準匿劃地内の下居の (1m)宮小標準匝豊j地を取りて，下草を調査せしに次の如し。

鍛本名物植重主本名物植

8 グラfJ ニ£τz 印タカネノヵ，"~ヤス

8 パスノキ靖之:r 51 キパナジヤグナゲ

5 ノキb ナヌ、40 "，，' -lC' Y dlチパナ

3 fJラタロナナカ T ド29 宅モクで2

16 グ~ 2レ~ 

ハヒマツ林:竺竺竺山 (10m)宮標準匡劃地

本標準直劃地はパンケ山(標高631.3m)頂上の北方距離200米の痔尾根の北稜上に取れり。基

(X. B.J 

岩は蛇紋岩なり。(第二十六圏雲照一回頁)

イチヰ(少)等あり。下居はチシマザサ此の山稜上にはハヒマツ多く生じ，他にダケカンバ，

D

Z

'

 

中

。

昨

pp・pp
opp 

pp."ぞp

pp・キ~

第三十四圃

11耳。 oP~p
。rp Pp 

PPoPP ppo-.O~Yopp 

PPOOpp OPP 
Pp PP.~_ '.，・h
OoPP~ Pp骨i>prp
orp o'- Pp 
¥'，-PP ・OPp
Pp ・Pp

Pp PD 
• o.-- ・.pp OPp 
PP<i・'PP
。Pp

ウラジロナナカアカミノイヌツグ，により占められるも，

。PP

PP 

キパナシヤクナグ，マド等の濯木混じ他にタカネザクラ，

r
'』
I
l
l
l
1
1
I
1
l
i
p
-

E

a

J

・h-

'Tc 

コエウラク，ノリノキ，エグヘウタシボク，オホパスノキ，
'Tc 

ツルシキミ，ハナヒリノキ等あり。最下屠にはツルツグ，
。
BE 

コミヤマコキンノミイ，ヒロハヒメイチグ，ミヤマワラビ，

グカネノエゾヨツバムグラ，ゴゼンタチバナ，カタノξミ，

pp・pp pn 
・'Pp -~ PD 
.:!p・ppfFPJF
寸 pp

叉蔓草類オホマヒヅルサウ等，ツバメオモト，ガリヤス，
h
f
h・ツタウルシ等生歩。本地賭の東側及西にはツルアヂサヰ， 。pp

Pp 

BE'" 0 ・PP
pp 

側下方は，蛤阻地のダケカンパ林に移行す。
~Pp 
‘~ ooBE pp 

今，本標準匪ttl地内に於ける主要なる木本を圃示せん
VIII. 3， 19お.調査.6枯損

に右掲の如し。(第三十四国〕

更に之を教的に表示せんに第四十表の如し。

2 

表十四

~ 

ヰ

cm 

『司r

チ

第

b 

級

p、

イ

径

Pinus pumila Regel <Pp) 

Taxus cuspidata Sieb. et Zucc， 
(Tc) 

Betula Ermani Cham. (BE) 

直

種
樹

3 ダ夕方 y パ

76 計

樹高。ハヒマツ， 1.5-4.5m;イチヰ， O.5-0.9m;ダケカンバ， 3-5m.

メL
日.Ild 級径直
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第=節 林型と水素1*ン濃度

各林型の水素イオン濃度を調査せし結果は別表(第四十一表)の如きも，表中小童文髄以下1位

のものは Ramote-MorganSoil Testing Set， !j、数賠以下2位のものは， Quinhydrone Electrodeによ

り測定せり。林型の中，土壌酸度の最も高きは，ハヒマツ林及シナノキーミヅナラ林にして，最も

低きはアカダモーヤチダモーケヤマハンノキ林の王子均6.65r.主り。

第四十ー表

土 壊
林 型 pH 備 考

各 暦

ヤ ナ 苧 林 地表下深さ30cm の 6.0 土壌採取地l:t(趨I1.A.〕沖榊積路土標な準り直。前
粘土質 地 (4頁)， 天 Ilf可岸
地表下深さ 60cmの 5.8 (lX. 13， 1933.採取〕。
砂土質

アカダモーヤチ!J.・宅一 植物建浮か含む累褐 12 6.6 土医壌割採地取〈地l:t[ID.岸A沖.)積天土幕なノ海標準
クヤ~/、 y ノキ林 色暦 11頁)，河り。

淡黒褐色暦 50 6.7 (VlI. 24， 1933.採取〉。
以下闘争目誕生ず

Vナノキ-j"bヨ守一 植物残浮か含む累褐 10 6.1 
舎土併〈幕RW看岩はg護E医釣採2まa割町取で採地地?阻な混II(&酉2ぜ}[採。頁ずV取ο) 〉Bの。紛〕天端幕近ノH穆f帯，簡駅 l イタヤ林 色暦

角機私混ずる暦 30 6.3 
基岩 上部白亜紀
一頁岩

γナノキーオ bヨウー A 5 6.2 
土寝採取地l主嘉"1‘川第北釣風二三東前35岐斜地0な面以のり，結東。(の縄1 方イタヤ林
伎に依る林樹下相林部帯，の鑓状傾斜標((:準のlz 11 Bl 10 6.1 
頁り6〕8i米閤葉の ι 

B2 12 5.8 

C 55 6.2 
くVlI.22， I 933.採取〕。

基岩一輝線凝灰岩

トド~~ーェy --c~林 Ao 5 一 土壌採取地lZ)，〔司.C.〕S銭W鳥2林6。道な標り準。
A1 5 5.28 匹前地 (38頁傾斜l工

B1 13 5.12 (立 1匂 1邸調査〉。

B2 22 5.00 

B3 10 5.09 

C 35 4.83 
基岩 上部白亜紀
一頁岩

土に壌依採取地の常1嘉慶妖平標化川l第南二二岐以東方位トド'"~ーェy ，"~林植物産草津 10 5.8 

角宮聴かi昆ずる暦 改3 5.7 
る林;相 の F可斜地面の，始(1端05，頁)

針根葉遁樹な林りOの 準極創 尾

基岩ー糠緑凝灰岩 (VlI. 21， 1933.採取〉。

トド~~ーエY~ 'Y林 織物残津 15 6.1 前認の嘉平川針葉樹林の守宮駅標準嵐割1.{. 

黒褐色暦 15 6.2 
地の始端ιり30米下部，傾斜l:t400 

(りW
。
.21，1933.採取7。常葉集褐色暦 20 6.6 

黄色着色暦 20 6.4 

基岩一輝線凝灰岩 以下70cmlこして岩盤に逮す。
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土 壌

林 型
|深さom

pH 備 考
各 暦

シナノキー主グナラ林 Ao 3 4.5 土凪壌劃採地取地I!(VJJ. A.) 天幕ノな津り標。準

Al 5 4.5 
(57JO，傾斜I!E 150 

A2 7 4.6 
(耳目 30，1933.採取〉。

B 15 4:1 

C 100 5.3 

基岩ー上部白亜紀頁岩

ダクカ y パ林 Ao 5 一 土監壌割採取地I!(区.C.Jパyク山な標り準。

A1 15 5.20 
士也 L臼頁)，傾斜I!E S 19' 

A2 四 5.71 
げ冨.6， 1933.採取〕。

B 55 5.10 

C 85 5.02 

基岩ー蛇紋岩

ノ、 b 『司r ~ 林 植物建倖 33 一 土匪壌劃採取地lI〔X A.〕Wパ2y30ヶ7山;(1標~o準地 (73頁)，傾斜I!

角線4-混ずる黒色暦 20 4.93 (VJJ. 4， 1933.採取〕。

基岩ー蛇紋岩

第三節樹齢調査

第四十=表

爾一高直1肇「謀本]亘径
樹齢|樹高i枝下

樹
I N-Sド;-1N-S T E-W 1年 備 考

m m 

ナカパヤナ苧 I 24.0 I 21.0 I 27.0 I 26.0 I 18 I 12.20 ー|榊路ヤナぞ林

同 I 13βI 11.8 I 15.4 I 15.0 I 10 I 10.65 I ー|同

シラカ y バ I 27.8 I 沼.0I 33.1 I 30.4 I 101 I 19.∞ I 9.日|熊ノ津浪.滑林

ダクカ y パ I 41.4 I 42.8 I 田.0I 46.0 I 172 I 17.20 I 4.60 I揺鉢山fJ.'ヶカ yパ林

l::lご|;:121:lu::「山タケド林
同 I 10.8 I 11.2 I 16.3 I 17.8 I 76 i 5.70 I 3.田|同

ケヤ T 戸 yノキ I 25.0 I 24.2 I 27.4 I ぬ 7 I 79 I 14.∞I 4.70 I指鉢山

ミグナヲ 15.0 11.0 

同

アカタ・壬 19.4 18.5 

14.0 13.5 I 48 I 10.70 

21.7 21.2 I 77 I 13.20 

28.1 自 81 位 10.50 

3.∞|天幕ノ津標準底割地 ミグナラ
ーγ ナノキータ・ヶカ νパ林

2.90 I播鉢山 ミグナラーシナノキー
ダケカ V パ林

3.∞ l
熊ノ津 アカダモーヤチダモー
ケヤ守戸 y ノキ林
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樹 日5tifjtilTmi下 備 考

京市ノキ I22.1 I 21.0 I 22.5 I 24.5 I 59 I 14.印 I5.∞|搭鉢山

同 19.0 I四 .0I 24.0 I 26.3 85 I 1ス00 8.∞1音威子府 γナノキーすbヨ守
ーイタヤ林

ナナカマド I18.0 I 16.0 I盟.7I 21.3 I 87 I 9.70 I 1.90 I援鉢山

γ 守事ザグヲ I27.1・I26.4 I 40.7 I 27.2 I 99 I 12.田 I2.50 I三津山北稜東斜面溜葉樹林

同 I 25.0 I 22.0 I 27.1 I 24.5 I 田 I14.20 I 2.印 i搭鉢山

hロ戸ノキ戸ダ I34.0 I 27.5 I 37.0 I 42.3 I 1回 I11.20 I 6.∞1悶

同 I 25.6 I 21.6 I 27..9 I 沼 oI 104 I 17.0 I 5.20 I熊ノ海混濁林

:r.Y"'イタヤ 20.4 I 17.4 I 19.4 I 27.4 I 137 I 13.50 4.50 I音威子府 V ナノキーす bヨ宇
ーイタヤ林

ペコイタヤ 20.4 I 20.0 I 25.4 I 25.5 I 89 I 13.90 4.95 I熊ノ津浪治林

γ ナノキ - I .-I 34.3 I 36.0 I 127 I 12.∞ 1.80 I指鉢山 ミグナラーシナノ寺ー
ダクカ ;:v'7'マ林

同 32.3 I 29.6 I 28.5 I 43.8 I 69 I 18.40 8.0 I音威子府 γナノキーオ bヨウ
ーイタヤ林

ゴジアアヲ 四.0I 20.2 I 24.2 I 25.4 I 75 I 12.35 4.85 I Jl~ノ津浪治林

セ y ノ キ I37.4 I 38.2 I 40.3 I併 .3I 102 1 13.40 1 2.印|指鉢山

ヤチダモ 31.0 I 31.4 I 39.2 I 36.4 I 144 I 26.0 15.7 I熊ノ葎 アカダ宅ーヤチタ・宅一
クヤマ戸 y ノキ林

第四十三表

樹
種 ltiffZT汁m下 備 考

戸 b """少 2.10 2.(わ 4.10 4.20 48 2.20 I 1.05 I三三土南山北面
同 4.20 3.80 6.20 6.90 69 3.70 1.65 

同 I3即 I4.10 I 6.30 I 7.70 I 81 I 2.32 I 0河

同 I8却 I9.∞I 13.50 I 13.20 I 84 I 3.回 I0.42 

同 I7.12 I 7.20 I 7.田 I8.60 I 部 I3.75 I 1.86 

同 I5.00 I 4.田 I7.田 I7.田|田 I4.∞I 1.田

同 I4.田 I5.10 I 8.60 I 8.印 93I 3.10 I O.臼

同 17.251 7.10 1 9.30 1 9.20 1 94 1 3.41 1 0.47 

同 I6.00 I 5.80 I 9.田 I10.50 I 98 I 5.∞I 0.40 
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第四節根菜調査

本調査は各林型の代表樹の根系を調査せんとし，ヤナギ林にてキヌヤナギ;アカダモーヤチダ

モーケヤマハンノキ林にてアカグモ;トドマツーエゾマツ林にてトドマツ;シナノキーオヒョウー

イグヤ林にてシナノキ;シナノキーミヅナラ林にてミヅナラ;ダケカンパ林にてダケカシバの六種

の根系を調査し之を園示せり。

後遺の如く，調査地の立地にては，アカグモ，シナノキ，ダケカシパ等は捜根性にして， ミヅ

ナラ， トドマツ等は深根性なり。またトドマツの根系の基岩割目に浸入せるは注目すべき事なり。

倫キヌヤナギは，屡々の洪水汎濫の矯，泥土堆積により根部の埋設せられ， 多〈下流の方向に可定

根を生ぜるも興味ある事なり。

1. キヌヤナギ (Salixyezoensis Kimura)根系

蛮掘箇所は CI.A.J紳路標準匿劃地 (4頁〉天盟川沿岸の低地沖積土上にして，水面より約20米

を距つ。早春融零時には2m位増水し泥流に洗はるる事あり。

供試木は胸高直径南北7.2cm，東西7.0cm;樹高9.7m;枝下2.6m;樹冠の幅3.4mなり。

天瞳川に略々平行に根掘せるが，屡々起る洪水汎濫により泥土を推積し，根部はさえ第に埋設せ

らるれEも，埋設せられし所より可定根をよく生じ，根系は上流に向ひ斜走し，地表下65cmにて念

に細くなり，概ね80cmに至れば鴎朽し， 90cmにては分解し根の形骸を留めや。細き可定根はよく網

白紙に生歩。

根系は下流の方向のものよく護建し，掌欣に細毛生じ，最深は地表下1.3mに建す。

上流に伸長せるものは大なるもの2本ありて，最長のもの地表下30cmを地表に平行に走り長さ

2.2mに建す。
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2. アカグモ (UImuspropinqua Koidz.)根系
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護掘筒所は CIII.A.J天幕ノ津標準匿事l地 (11頁〉の東南方70米の地髄，天幕ノ津南岸，流漣よ

り3.8米を距て，流面より約1米高き沖積土上に在り。本地酷は，地表より約60糎に至れば，礁多く

生じ水分に富めり。

供試木は胸高直径南北 4.3

cm，東西4.1cm;樹高2.3m;枝下

1.3m;樹冠。幅3.6mなり。

本樹種防護根性にして，主

として地表下20--60cmの聞を

第三十六聞

側根横走し，最長3.8mtz:達し，下方に向へる，)、な'る根は60cmtz:蓮す。(第三十大周〉

3. トドマツ (Abiessachalinensis Fr. Schm.)根系

護掘箇所は CVI.C.J飯島林道標準直書j地 (38頁〕にして傾斜 SW210，基岩は上部白亜紀頁岩

たり。

本地賠は地表より10cmまでの聞は時植土居，それ以下45cmの聞は帯責掲着色屠，地表より1.3m

にして基岩に達す。

供試木は胸高直径南北20.4cm，東西23.4cm;樹高22.75m;投下7.8m;樹冠の幅4.8mたり。

本樹種は著しく深根性にして，太き抗根は地表下80cmにてこ分岐し，更にその先端は岩盤の割

自に入り， 2.1mに達するものあり。支持棋の長きものは2.1mtz:達し，また側根よりは垂下根をよく

生十。倫傾斜に浴び上向横走し，その長さ3.5mに達するものあり。 (A)(第三十七圃〉
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"・• 

第三十七圃

.5 
t 

4. シナノキ (Tiliajaponica Simk.)根系

<s a 

護掘筒所は三津山北稜の東斜面潤葉樹林(第三章第一節の三津山試験地参照-96頁)にして，

傾斜約13
0

の緩斜地，基岩は上部白亜紀頁岩なり。

本地離は地表より 25cmまでは腐植土居にして， それ以下は帯黄着色居，地表より80cm掘り下

げしが岩盤に建せ歩。

供試木は胸高直径南北24.7cm，東西29.6cm;樹高15m;枝下5m;樹冠の幅8mなり。

本樹種は著しく龍根性にして，根基部より多くの大たる側根を生じ地表下30cmまでの聞を地

表に平行に横走し"それより更に小なる側根を多く出し，最長なるもの5.5ml'C達し，末端は掌扶に

分岐す。(第三十八周〉

第三十八圃

L二Jに二マ二二五色~ιτ戸~え~寸一戸よユヰーー 『九 何?.......'~~-，'-、: 一ー--， ，L~ G 'a-ミム i 、~ "，，~，苓草子い'"氏、 、ト"-x.，......::\?市\\~....，..""tt '-- 九 、ぃ 、、¥らι

。
' 

。s
企 :i. 
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5. ミヅナラ (Quercuscrispula Bl.)根系

護堀箇所は (VIII.A.J天幕ノ揮標準匿劃地 (11頁〕にして傾斜E15
0

，基岩は土部白亜紀頁岩なり。

本地賠は地表より60cmにして喋出で来り， 1.3mにて岩盤に透す。

供試木は，胸高直径南北15cm，東西llcm;樹高107m;投下3m;樹冠の幅4.8mなり。

本樹種は精々深根a性にして，太き抗根は下ー方に20cm進み，急:に細くなり，多くの斜入する小側

根を生す言。ま?と細き直根よく生じ，地表下1mに建す。地表下30cmの腐植土居の間を側根横走し，

長きもの (A)は6.4mK達し，また地表下20cmの聞を横走するもり (B)は2.8mに透す。(第三十七圃〉

第三十九圃

開。 " 
ιS 

旨冒

6. グケカンバ (BetulaErmani Cham.)根系

護掘箇所は三津山東稜350mの潤葉樹林中にして尾根筋の王子坦地，基岩は蛇紋岩なり。

本地黙は地表より 40cmまで腐植土居，それより以下20cmまでは蛇紋岩の淡青黄色風化居にし

て，それより以下にては岩塊現はる。

供試木は胸高直径南北14cm，東西14cm;樹高13.6m;枝下9m;樹冠の幅3mなり。

本樹種は滝根性にして，根基部より多くの大たる側根を出だし，支持根の用をなし，地表下40

cmまでの腐植土居の聞を地去に略々平行に走り，最も長きもの3.5mに遣す。下方に進む根は僅か

に小たるもの及側根より生歩、る垂下根あるのみにして地表下50cmに遺す。(第四十周)

第四十園

"b.音量 :. 



(82 ) 

第二章 高度lJZ依:5林相の蟹化

第ー節 高度に依渇林相饗佑の概説

高度に封する各林型の関係を略越せんに，ヤナギ林， ヤチハンノキ林，アカグモーヤチグモー

グヤマハンノキ林等は，高距低き河岸の沖積土上に分布し，殊にヤナギ林は河岸に，ヤチハンノキ

林は葦沼野と群落推移関係を有して護透す。

ミヅナラ林は高距100m前後の丘陵下部平原に近き所に存在す。

シナノキーオヒョウーイタヤ林は高距100-300mの渓側山腹斜面に生じ， トドマツーエゾマツ

林は高距100-400m，針潤混清林は針葉樹林に平行して展開するも，共の分布は針葉樹林に比較し

て賢し。但し共の上部と下部とに於ては混清樹種を異にす。

之等針葉樹林の上部にシナノキーミヅナラ林ありて，時に500mを越ゆ。而して本林型は北見西

側山脈に於ける特徴ある林相なり。

更に上部にダケカンバ林出現し，最高部にてはハヒマツ林出現し， 500-600m以上の山岳頂上

附近に分布す。

ミヤマハンノキ林の護達は著しきものなく，僅かに上部漠側及凹地に生歩るのみ。

更に森林施業限界に関係あるダケカンパ林及ハヒマツ林に付，概設すべし。

1. ダケカンバ林:

A. 第ー演習林に於ける分布

/陵地滑l量部五分之-¥
1. 北見線東側園境附近〔音威子府闘踊参照)

ム499.6mより標高480m，等高線尾根附近に至る天堕北見園境附近には，グケカンバ林は旺

盛なるオクヤマザサ(高さ3-4m)と共に護達し，胸高直径50-70cm，樹高14m前後のものあり。

倫大韓園境続に沿ひ， 300m以上には屡々細き帯肢にダケカンパ林を生やるも，北上して山稜低くな

るに従ひ，ダケカンバの分布高度低くなり，北方演習林界標高238mまで、分布す。

2. 三津山附近(同上園参照〉

三津山南北山稜に於ては，略々400m以上の慮にダケカンパ林生じ略々帯般に蓮互す。

3. 音威子府川本流上流園境綿附近(襲撃鵠議献之一)

音威子府川本流上流園境根上400m前後に於てダケカンパ林散在す。叉音威子府川本流の上

流と頓別訪川上流に介在する南北山稜に於てはグケカンパ林は4∞m以上に帯欣に連互す。
4. 頓別坊川上流西側山稜(同上園幅参照〉

頓別坊川上流西側山稜ム544.7mにてはl500m以上にグケカンバ林生じ，北方κ延びる尾根筋
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を細長き帯献を註して園境に至る。

5. ベチクンナイ樺上流附近(同上園隅委照〉

ベチクンナイ津上流を廻れる山稜にては400m以上の尾根筋にグケカンバ林護達す。

6. ベンケ山く同上岡願望号照〉

ベンケ山(標高716.3m)にては500m以上にグケカンバ林設建し， 600mに至る。またベンケ

山の尾根績き，東南方峯頭440m附近に於てもグケカンバ林生十。

7. バンケ山(聾地測量部五高分之ー)
'.~/1-4，敏音知闘幅参照 / 

バンケ山(標高631.3m)に於ては400m以上にグケカンバ林護達し，北方天聾北見園境鵠上

(392m)に至る。

B. 第=演習林にがける分布

1. 指鉢山(同上闘稲妻照〉

指鉢山(標高482m)に於ては略々的Om以上にグケカンパ林護透す。

2. 知駒岳(同上園願望号照〕

知駒岳(標高532m)にては400m以上にダケカンパ林生じ，頂上を北方に距る800米園境線

附近より概林は帯扶となり，東北方の山稜惇ひ山頂より距離2500米の地賠に及ぶ。

& イソサンヌプリ山(陸地測量部五高分之ー)
ニニニニニ，./ '1-4 ，上猿沸闘幅参照 / 

イソサンヌプP山(標高581m)にては4∞m以上にグケカンバ林生じ，南方は中峯の平 (488
m)の東方の園境まで，北方は距離約1000米の閉まで分布す。

4. 西方演習林境界附近

&，265m (陸地側量部五高分之一豊富岡幅参照トイカンベツ川のトの字の北方)附近より閉塞別

川支流ケナシポロ上流演習林界に至る南北の山稜にては，ダケカンバ林は略々細き帯献を在して分

布す。

5・竺T~JII上流企272.4m腕(援問昔話芸草分之一)
問寒別川支流ヌカナン川上流ム272.4mより南方尾根附近にはダケカンバ林生十。

n.ハヒマヴ林:

A.第ー演習林に於ける分布

1. ベチクンナイ樫上流村界附近

ベチクンナイ樺上流村界線上山稜520m以上に圏肢に分布す。

2. ベンケ山

ベンケ山(標高716.3m)にては600m以上に群落をたして生じ，下方はダケカンパ林に移

行す。
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3. バンケ山

バンケ山(標高631.3m)に於ては南方にては500m以上に，北方にては600m以上にハヒマ

ツ林生十。

B. 第=演習林に於ける分布

1. 知駒岳

知駒岳(標高532m)にては520m以上にハヒマツ群落をなし闇境線に市ひ細き帯献をた

し北方山頂より距離700mの地黙に至る。

2. イソサンヌプリ山

イソサンヌプリ山(標高581m)にては嘗て山頂にハヒマツ林在存せしが，山火の篇鵠失せ

り。共南方距離約300mの尾根には540m以上にハヒマツ林生十。

3. イソサンヌプリ山北方ム356.5m附近園境筋320m以上にてはハヒマツ林圏献に生十。

第=節 バンケ山に於けお高度に依る林相の饗化

バンケ山は標高631.3m，天盟北見圏境根上に奪え，天堕川の支流なる三三三空竺壬川の上流流域に

位し，天臨第二演習林南部に在り o(第二十六闘参照一回頁)

而してパンケ山は標高 (631.3m)に比し，上部被物景観高山相を帯び，略、々500-600m以上に

てはハヒマツの群落を見る。特に竺空竺南山(竺三空山三角黙の南方距離250米の小峯〕に於ては，

ハヒマツ林最も良〈護達し，殊に南面及西商に於て著し。それより下部にてはダケカンバ林出現し，

400m以下に至れば針葉樹林及針澗渇a林に移行す。基岩は蛇紋岩なり。

'20 

.$80 

460 

バンケ山に於て高度による林相の費化を研究せんが需にパンケ南山頂上より東方園境線刈分に

~/'ぞンケ街山

物傍ハヒ才 ':1 + 

第四十一園

(6x600mア帯欣標準匡 ~J 地断面圃

(パy ケ山に於げろ高度にιる林相の善幸化〕

rケIJンパ 豆h トドマツ
~他淘曹脅す y刀 %.;/-7ツ

。
m'l 

500 
a 

IODO 

4 
且roo
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活ひて (6x600m2) 帯欣標準区劃地を取れり。略国は第四十一国 L凹頁)の如し。

本帯欣標準匡劃地内に於ては約580m以上にはハヒマツ林生じ，それより下部460mまではダケ

カンバ林にして， 460mより下部にては針葉樹林に移行す。

バンケ南山580m以上のハヒマツ多く生やる所は，傾斜38'の験問地にして，稀にダケカンバ，ア

カエゾマツ等の媛樹混歩。下居はチシマザサ(高さ1-2m)優勢なるも，アカミノイヌツグ，キパ

ナシヤクナグ等叉多く生じ，共の他ウラジロナナカマド， タカネザクラ，エゾクロウスゴ，コエウ

ラク，ムシカリ，ハナヒリノキ等あり。最下居にはツルツグ，ツルシキミ，コケモモ，シラネワラ

ビ，オホバシヨリマ， ミヤマワラビ， アスヒカヅラ，ウチハマンネンスギ，ヒカグノカヅラ， ミツ

バワウレン，イハツツジ，ゴゼンタチバナ，コミヤマカタパミ，オホマヒヅルサウ等生歩、。

ハヒマツ林よりダケカンバ林への移行地軸(傾斜42
0

) の下居には弐の如きもの生十。

オクヤマザサ(高さ2.4m)，ヒロハツリバナ，ノリノキ，ツルシキミ，シラネワラビ，オホパシ

ヨリマ， ミヤマワラピ， ドグナシゴヱブイチゴ， ミヤマスミレ， シラオヒハコベ，タエギキヤウ，

エゾヨツパムグラ，オホマヒヅルサウ，オホパタケシマラン，ツバメオモト等。

ダケカンパ林は高度460-580mの聞に存在し，シナノキ， エゾイタヤ， ベュイタヤ等を混じ，

叉四地にはミヤマハンノキの群生する所あり。綬斜地及急斜地にして，下居はオクヤマザサ(高さ

2.5-3.3m)続生し，濯木にはムシカリ，タカネザ、クラ，ノリノキ，ヒロハツリパナ，エゾアヂサヰ，

コエウラク，エゾクロウスゴ等るり。最下屠にはツルツグ，ツルシキミ，ハヒイヌツグ，ナ=ハヅ，

シラネワラビ， ミヤマワラピ，ヒロハヒメイチグ，ルヰエフシヤウマ， トグナシゴヱフイチゴ，サ

ンカエフ，クルマムグラ，エゾヨツバムグラ， タニギキヤウ， ミミカウモリ，スグ類，オホマヒヅ

ルサウ，アリダウシラン等，又蔓草類にはツルアデサヰ，ツタウルシ， ミヤママタタピ等生歩。

460m (高度)より下部に到れば，園境沿山稜の緩斜地の針葉樹林となり， トドマツ，アカエゾ

マツ等多く生じ，叉イチヰ混じ，潤葉樹にはダケカンパ，ナナカマド， ミヤマハンノキ，シナノキ

等あり。下屠はオクヤマザサ(高さ2.3m)により占められ， ，桂木にはムシカリ，ノリノキ，エグク

ロウスゴ，コエウラク，ハナヒリノキ，オホパスノキ，ヱゾユヅリハ等まうり O 最下居にはツルツグ，

ツルシキミ，ハヒイヌツゲ，シラネワラビ， ミヤマワラビ，ゼンマイ，ワラピ，オホパシヨリマ，

ヒロハヒメイチグ，エゾシヤウマ， サンカエフ， トグナシゴエフイチゴ， ミミカウモリ，ゴゼンタ

チバナ，セウゼウスグ，ヌカボシサウ，オホマヒヅルサウ，エゾパイケイサウ，コイチエフラン等，

又蔓草類にはツルアヂサヰ，ツタウルシ等生十。

今，本帯紙標準匡劃地内に於ける主要なる木本を表示せんに失の如し。く第四十四表〉
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第四十四表

xm 胸高直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備 考

+ m m 

ョ，、 b 『司r ~ 0.10 0.50 6.4 6.8 2.50 0.50 

同 一 0.8コ 1.00 4.8 4.6 4.C氾 1.00 

同 一 0.85 1.10 4.4 4.2 2.50 0.50 

同 一 1.25 1.30 9.8 9.6 4.0:コ 2.00 

Vヲタロナナカ...-)" 一 1.65 1.50 一 一 1.即 0.60 

，，-、 b 『司r 少 一 2.C氾 1.50 5‘2 7.8 2Bコ 0.60 

同 一 1.40 1.75 6.4 5.8 3.50 1.70 

同 一 2.40 1却 6.8 6.2 4.50 2.00 

同 一 0.60 2.20 10.0 10.8 3.50 0.70 

同 一 0.90 2.80 6.2 5.4 3.∞ 1.0:コ
同 一 1.35 3.3(コ 6.3 4.6 3.CXコ 0.70 

同 一 2.20 4.20 4.0 4.8 2.50 0.60 

同 一 1.78 4.日 6.4 6.6 4.00 1.30 

アカミノイヌ~グ 一 1.97 5.60 一 1.0:コ 0.50 

同 一 1.80 5.85 一 一 1.20 0.56 

~.ク カ ν パ 一 0.45 6.∞ 3.4 4.6 3.印 2.00 

ノ、 b 『司f ~ ー 2.53 6.45 3.4 3.0 1.80 0.40 

アカ.:r. Y' "q" ~ 一 0.45 6.70 2.6 2.4 1.30 0.60 

'"、 h -マ ~ 一 0.95 6.70 4.2 4.0 3.0:コ O.印

アカミノイ.x~ゲ 一 1.46 6.90 一 一 1.5 O.回

~.ヶカ 〉〆>守 一 2.82 7.∞ 3.2 2.8 1.80 0.60 

ノ ノ ヨp 一 1.20 7.10 一 一 1.50 0.30 

p、 b 『司「 少 一 O.節 7.E幻 8.0 9.4 5.∞ 1.80 枯損
アカミノイヌ~ゲ 2.35 7.70 一 一 1.50 0.50 

，，-、 b 町司r ~ 一 0.87 7.85 3.8 4.0 1.80 O.日

同 一 2.50 7.95 5.2 5.0 2.0:コ 0.70 枯損

V7夕日ナナカ T ド 一 2.80 7.95 2.8 2.8 2.回 1.30 

アカミノイヌ~ゲ 一 1.∞ 8.(わ 一 一 1.50 0.80 

'"、 b 『司r ~ 一 2.67 8.00 10.2 10.3 4.00 1.80 

同 一 2.45 8.80 9.2 8.8 3.50 1.70 

アカミノイヌツゲ _. 2.12 9.C沿 一 一 1.30 0.60 

P、 b 『司r ~ 一 1.55 9.50 4.8 5.2 2.(氾 0.60 枯損

同 一 1.60 10.10 8.2 7.6 4.00 2.0:コ
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xm 胸高直径

樹 種
cm 

ym 
樹高

考
+ m m 

アカミノイヌ~ゲ 一 0.65 10.40 一 一 1.00 O.印

同 一 1.10 10.75 2.8 2.0 2.00 1.00 

同 一 1.57 10.75 "- 一 1却 0.50 

同 一 1.40 10.80 1.回 1.00 

p、 h 可司「 ~ 一 2.53 11.10 5.2 5.8 2.50 0.50 

同 一 2.70 11.65 4.4 4.6 2.50 1.30 

同 一 0.53 11.90 5.8 6.0 2.50 

同 ー 2.36 11.90 6.5 6.8 3.00 1.50 

同 一 1.12 12.00 4.2 4.00 1.50 

同 一 12.40 5.4 5.6 3.50 1.70 

同 一 3.00 12.60 3.8 4.0 2.00 0.70 

アカミノイヌ少グ 一 O.日 13.50 一 一 1.∞ 0.40 
同 0.60 13.55 3.2 3.2 2.00 1αコ

同 一 2.60 13.65 一 一 2.40 O.印

~、 b 、司r ~ 一 2.00 13.75 3.0 2.5 3.∞ 
アカミノイヌ少ゲ 一 1.16 13.80 一 一 0.80 0.50 

~、 b 円司r ツ 一 1.70 14.60 6.2 3.50 130 

同 一 2.53 15.(氾 4.8 5.0 2.00 0.60 

アカミノイ)(~ゲ 一 2.57 15.50 一 一 0.90 0.40 

~.、 b 『司r 少 一 3α3 15.50 4.2 3.8 2.50 一 枯損
同 一 17.00 4.2 4.4 2.30 0.80 

同 一 2.40 17.90 7.8 3.回 1.50 枯損

同 一 1.20 18.00 5.0 4.8 1.80 1.::幻

同 一 1工Xコ 21.00 7.0 6.6 2.40 1.00 

同 一 3.00 21.()(コ 7.4 3.80 1.∞ 
同 一 1.'【)Q 21.40 8.4 9.0 4.∞ 1.40 
同 」 3.00 21.90 5‘6 5.8 I 2.00 

同 一 O広3 22.αコ 4.2 4.4 4.∞ 0.50 
同 一 2.30 22.()(コ 3.4 3.2 2.田 0.60 

同 一 2.80 23.(氾 3.5 3.0 2.00 0.70 

同 一 2.90 23.()(コ 5.8 5.9 4.00 2.31弓

同 一 2.80 24.00 3.4 3.4 2.50 1.00 

同 一 0.60 22.10 4.8 5.0 3.50 0.60 

同 一 部ー∞ 6.2 5.8 4.E幻 2.【)Q
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xm 胸高直径
樹高 枝下cm 

務J 種 ym 備 考
十 m m 

>、 h 『司「 ~ 2.即 27.00 3.5 3.7 2α〕 0.40 

同 一 3.00 27.00 5.5 5.8 2.50 O.印

同 一 0.10 27.30 6.2 6.4 4.50 1.ω 

同 一 2.56 27.50 4.0 4.0 1.80 0.70 

同 一 1.55 28.30 8.2 7.6 4.(幻 1.0:コ

同 一 0.10 29.50 3.0 3.2 2.00 0.50 

同 1.80 一 30.05 .3.1 4.5 3.00 1.00 

同 0.55 一 30.10 2.0 2.0 2.50 1.00 

同 0.95 一 30.15 3.0 3.4 3.∞ 1.20 
アカミノイヌゲゲ 0.2コ 一 32.20 一 一 0.70 0.30 

ノ、 b 『司r ~ 1.25 一 32.20 6.6 6.0 2.50 1工)Q

同 1.10 一 32.30 2.3 2.4 1.∞ 0.60 枯損
!if." タ カ 〉〆 7て 1.80 一 32.80 3.8 3.6 2.00 0.50 

アカミノイヌ~ゲ 2.10 一 32.85 一 一 0.80 0.40 

fJヲグロナナカ T ド 2.35 一 32.90 一 一 1.20 0.40 

ム診、 b 可否? y 2.70 一 33.00 5.2 5.0 2.50 。‘60
同 1.∞ 一 33.20 6.8 7.2 4.(幻 0.20 

同 0.97 一 33.40 4.8 5.2 3.00 1よ)Q

アカミノイヌ~グ 0.52 一 34.00 一 一 0.80 0.20 

同 2.25 一 34.2コ 一 一 1却 0.50 

ム診、 b 有司r ~ 1.10 一 34.30 4.0 4.0 2.00 O.日 枯被

同 1.00 一 35.(氾 6.8 7.0 4.50 2.∞ 
同 2.15 一 35.20 7.6 7.8 3.50 1.00 

同 2.10 一 35.25 2.8 2.5 1.50 0.80 枯領

同 1.80 一 35.30 4.0 3.8 4.00 1.50 

同 2.65 一 36.60 5.2 5.3 2ま〕 1.ω 

同 3.00 一 36.65 9.0 8.5 4.00 2.∞ 
同 1.45 一 36.75 6.2 6.0 3.0:コ 0.60 

同 2.70 一 37.00 6.8 7.2 3.50 1.30 

アカミノイヌツゲ 1.60 一 38.00 一 一 0.60 0.20 

ノ、 h 円司r ~ 0.47 一 38.50 7.4 7.6 4.50 2.00 

l司 え60 一 38.50 6.2 6.6 2.50 1.40 

同 O.印 一 38.60 8.2 8.4 3.00 1.50 

同 2.印 一 38.70 72 6.4 3.50 0.40 
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胸品直径xm 樹高 枝下cm 
樹 種 ym 備 考

+ N-S m m 

fJラクロナナカ Y ド 0.49 一 38.70 一 一 1.50 O.E幻

.>、 b 『司「 ~ 0.90 一 38.78 4.2 42 2.日 1.0:コ 枯損

ナナカ 『司r ド 0.65 一 38.90 一 一 180 0.80 

アカミノイヌ少ゲ 0.90 一 38.90 一 1.00 0.40 

同 0.39 38.95 一 一 1.20 O.日

'>"、 b 句司r 少 0.32 一 39.40 8.6 8.8 4.50 2.00 

アカミノイヌ~ゲ 1.15 39.85 一 一 0.90 0.40 

ノ、 b 円司r ~ 2.20 一 40.00 7.6 6.8 4.印 1.50 

アカミノイヌ~ゲ 2.64 一 40.30 一 一 1.00 0.40 

同 2.30 一 41.20 一 一 1.20 O.日

.>、 b 『司r ~ 2.76 一 41.55 4.8 4.7 2.50 0.50 

タカネザグラ 1.60 42.15 一 1.印 0.60 

アカミノイヌ~ゲ 2.79 42.70 一 一 1.40 O.回

タ・ケカ 〉〆 p守 1.80 一 42.85 一 一 1.20 0.80 

タカネザグラ 1.20 一 44.00 一 一 2.0(コ O.印

'>"、 じ 『司r ~ 1.95 一 44.00 10.0 10.0 3.80 2.∞ 
アカミノイヌ少ゲ 2.20 一 44.00 一 一 1.60 1.00 

チジ Y ザグヲ 0.93 一 44.10 7.8 8.2 3.50 1.0:コ

'>"、 b 円司「 ~ 1.90 一 44.50 6.0 5.8 3.00 0.40 

ダケ カ :v守 0.10 一 45.00 5.2 5.2 3.00 1.60 

タカネザグラ 1.27 45.30 6.6 6.8 2.50 1.30 枯損

p、 b 『司r ~ 2.53 一 45.40 5.2 5.5 2.(氾 0.50 

同 2.81コ 一 45.40 4.0 4.0 1A犯 0.60 

タカネザグラ 1.00 一 45.即 一 2.50 1.00 枯損

'>'、 b .可r ~ 1.90 一 46.70 6.5 6.5 2.0:コ 0.60 

同 1.72 一 47.40 6.8 7.2 4田 2.00 

アカミノイヌ少ゲ 1.30 一 47.80 一 一 1.60 0.60 

.>、 b 『司「 ~ 2.82 一 47.80 5.2 5.4 3.00 1.20 

アカミノイヌ~ゲ 0.90 48.00 一 一 1.50 0.70 

同 1.29 一 48.10 一 一 1.30 0.70 

.>、 b 『司r 少 2.35 一 49.<ね 8.4 8.6 4.∞ 1.50 
同 0.50 一 50.00 7.0 7.0 5.50 3.00 

同 O.印 一 52.∞ 6.0 6.0 4.∞ 1.00 
同 2.63 一 52.00 4.0 4.2 2.50 1.30 
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樹 種

xm 
胸高直径
cm 

ym Ic 了一一一一
Nc-S I E-W + 

p、 t ~ ~ 

同

アカミノイヌ少グ

同

p、 b ~ ~ 

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

ダケカ ;y 7マ

同

同

ミヤマ ヌ、 y ノキ

同

同

同

同

同

ダクカ v パ

同

同

ミヤ T ハ ν ノキ

同

同

同

ダケカ y バ

同

0.90 

1.14 

2.90 

2.56 

2.51 

2.14 

1.43 

1.44 

印

初

叩

M

明

白

叩

∞

回

。ι
4

1

n

U

4

a

4

，
n
u

円

t

q

ι

0.50 

fJTt高

m 

枝下
備 考

m 

53.00 

53.(氾

53.50 

53.70 

53.90 

55.20 

56.15 

56.20 

56.25 

57.15 

57.25 

57.30 

60.00 

61.20 

61.50 

62.(氾

2.30 I 69.∞ 

:::|:::i;: 
0.20 I 73.00 I 9.0 

::|;::|:; 
1.40 I 73.∞ 10.0 

:::iZ|:: 

10.0 

10.8 

5.2 

8.8 

3.6 

6.6 

5.0 

4.5 

3.0 

5.5 

4.6 

7.2 

3.8 

3.0 

5.8 6.2 

10.2 

5.2 

4.8 3.20 

3.00 

9.0 

8.5 

6.8 

10.8 

6.8 

6.。

8.5 

0.80 

8

2

5

 

9

4

6

 

∞

∞

∞

 

り
ι

k

u

q

u

5.0 

2.50 

2.(氾

42 2.50 

2.2 2.30 

5.5 

4.8 

4.00 

2.3rコ

6.8 4αコ

4.6 3.00 

3.2 2.50 

即

日

∞

q

U

7

a

A

守

9.2 6.00 

6.00 

7.00 

5.00 

6.50 

4.20 

2.00 

部 .00I 37.0 I 3'1.0 I 12.∞ 

:;i2iliilijljl1ji  

0.70 

2.00 

2.85 I 88.50 

0.57 I 89.10 

1.40 I 89.80 

96.50 

96.80 

14.0 

17.0 

13.2 

7.0 

4.3 

19.0 

7.0 

1.20 

1.∞ 

0.45 

1.30 

2.20 

1.∞|枯績

1.50 

1.30 

1.10 

1.20 

1.60 

0.50 

1.50 

1.10 

1.30 

0.60 

1.20 

1.70 

印

回

目

印

1

1

2

2

 

2.30 

1.80 

O.田|枯換

4.00 

4.50 

2.∞l枯換
- ，枯損

8.2 

4.50 I 2.00 

6.00 -1 2.50 

3.50 I 1.20 4.6 

7.50 

7.8 4.00 

3.50 

3.∞l枯損
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xm 胸品直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備 考

+ m m 

j(・クカ 〉〆，マ 一 1.50 1αヨ.00 22.0 22.8 8.00 3.0:コ 枯 f員

同 3.0:コ 111.00 20.0 22.0 9.∞ 3.田
同 一 2.9<コ 112.(幻 12.0 12.0 6.∞ 3.∞ 枯損
同 0.30 一 113.60 205 28.0 9.00 4.00 

同 一 3.0:コ 136.00 15.0 15.0 6.50 2.50 

同 2.日 138.00 7.8 8.0 4.70 2.印 枯損

同 一 3.仁Xコ 138.(幻 10.5 12.0 5.50 1.回

同 1.80 一 176，00 5.4 5.4 4.00 1.50 

同 6.00 一 179.40 4.0 3.8 3.70 1.80 

同 4.30 一 182.仁氾 3.2 2.8 3.30 一 中折
同 3.00 一 186.(氾 4.2 4.8 3.40 1.60 

同 4.50 186.00 3.0 3.2 3.30 2.00 

同 0.10 一 189.10 一 一 0.30 ー一

タカネザ、グラ 5.90 一 2αコ.0:コ 一 一 1.40 O.ω 

j('ケ カ y ?~ 6.00 一 200.∞ 40.0 45.0 7.∞ 3.40 
同 5.10 一 201.10 一 一 1.20 

同 5.90 一 201.15 一 一 1.50 0.50 

同 4.60 一 201.40 一 1.50 --
ジ ナ ノ ヨp 0.20 一 201.50 - ー『 0.50 一

同 0.40 一 201.50 一 一 0.45 一
同 0.55 一 2但.∞ 一 一 0.40 一

戸・ &' カ ;y マ 5.40 一 202.00 37.0 43.0 一 一 元折
手〆 ナ ノ ヨー 1.50 202.30 一 一 0.55 一
ベコイ 』ヌヤ 4.00 一 207.90 一 一 2.30 1.00 

11ぐ 靖之 ノ キ O日 一 215.20 一 一 0.40 一
ダケカ 診〆 ヌマ l 1.20 一 220.50 一 一 1.0:コ 一

同 1.15 一 221.00 一 一 0.70 一
同 1.15 221.30 一 0.80 一
同 1，10 221.80 一 一 0.72 一
同 1.15 一 222.()(コ 一 0.65 一
同 0.90 一 222.30 一 一 0.35 一
同 1.30 一 222.30 一 一 0.40 一
同 0.60 一 224.()(コ 一 一

ミヤ"/、 v ノキ 1.50 247.0:コ 10.0 12.0 5.印 1.30 



( 92) 

xm 

樹 種 ym 
時 s I E-W I m i m 

備 考
十

ミヤ-...;;、 V ノキ 1.80 一 247.15 10.8 12.5 6.∞ 1.50 
同 2.55 一 247.20 3.8 3.5 4.∞ 2.50 
同 2.90 一 247.~沿 6.0 6.5 4.00 1.20 

同 3.96 一 248.CXコ 7.2 6.8 4.∞ 1.80 
同 2.日 一 255∞ 5.0 4.5 3.00 0.70 

ダ，クカ v】パ 0.10 一 258.00 一 0.40 一
同 2.郎 一 281.80 47.4 42.0 11.30 2.30 

ミヤ-...;;、 y ノキ 3.50 286.∞ 5.0 4.8 4.30 2.50 

タ・クカ V 丹、 4.20 一 297.00 37.0 38.1 10.30 3.20 

同 5.田 一 307.80 23.1 24.2 9.00 4.70 

同 4.9<コ 一 316.00 26.3 29.3 11.(幻 2.80 

同 1.90 一 322.50 28.2 28.4 10.80 3.10 

同 3.20 一 337.81コ 18.3 23.6 15.∞ 3.40 
同 2.81コ 一 339.40 15.8 15.2 14.80 3.70 

同 5.45 一 340.00 7.8 8.0 15.20 4.20 

同 5.80 一 340.10 13.2 14.3 16.00 3.40 

同 4.40 一 341.20 13.0 13.2 13.40 5.10 
同 4.∞ 一 341.70 11.0 13.2 1335 3.20 
同 2.25 一 349.CXコ 24.0 23.2 14.仁幻 2.90 

同 4.00 一 354.60 14.0 12.2 15.30 3.85 
司隣

同 4.40 356.∞ 17.3 18.4 15.80 2.90 
同 1.60 357.30 14.3 15.0 14.80 9.60 

同 1.E幻 一 359.回 18.2 15.0 14.70 8.70 

同 4.90 一 359印 16.0 15.2 13.81コ 3.20 

同 6.00 一 362.40 16.2 14.8 14.90 6.田

同 6.∞ 一 365.60 15.2 14.1 12.45 4.20 

同 4.50 一 365.80 16.1 13.4 16.9<コ 6.80 

同 3.70 一 367.70 22.4 21.0 11.00 2.85 
同 4.60 一 376.00 51.0 55.0 15.00 6.∞ 

b ロ戸ノキ戸ダ 2.90 376.70 16.1 14.2 11.20 3.20 
. 

ダクカ b〆 pマ O.位 一 378.40 6.4 6.6 8.40 3.20 枯損

同 3.40 一 378.40 6.3 6.4 7.仁幻 3.00 枯損

同 1.53 一 381.00 10.5 9.6 12.30 4.CXコ

同 0.65 一 381.60 20.0 20.0 12.90 4.回
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xrn 鈎 6tp笹川高 枝下
樹 種 ym 備 考

+ m 

タ・クカ 〉〆 7'マ 1.95 ー 38230 13.0 12.0 9.00 3.85 枯ま員

同 470 383.0:コ 18.3 18.0 12.(氾 5.∞ 

同 1.15 一 384，40 14.0 13.2 13，20 2.90 

同 4，50 一 386.20 11.0 11.5 14.70 3.回

同 6.00 一 386.90 14.0 15.0 13.0:コ 5.∞ 

同 4.10 388.10 23.0 22.0 15.30 4.20 

同 1.70 一 390.30 18.3 17.0 12.3(コ 2.90 

同 4.55 一 390.40 8.0 8.0 13.70 7.80 

同 4.70 一 390.50 8.5 9.0 11.35 7.40 

同 2.40 392αコ 14.0 13.5 11.10 4.70 

同 5.30 一 392.00 20.0 18.5 14.10 3.20 

9 カネザグラ 1.85 一 395αコ 7.6 8.0 4.50 1.50 

ダケ カ y 7'守 5.田 397.00 28.0 25.0 10.30 3.20 

ム γ カ 1.00 4αヨ.00 一 一 0.60 一
同 1.00 一 416.∞ 一 一 0.70 一

ダケカ 〉〆 7て 2.30 一 447.20 20.6 20.6 8.20 3.15 

同 3.43 一 449.40 17.8 16.0 8.15 3.50 

同 3.15 450.00 9.6 10.0 7.10 2.00 

同 3.85 一 450.60 8.0 8.2 4.30 1.50 

γ ナ ノ ヨr 6αコ 一 483.90 10.6 10.4 5.00 1.80 

同 4.45 一 484αコ 8.9 7.8 4.50 2.仁x)

同 5.83 一 484.50 5.0 4.8 3.日 1.50 

タ・ ケ カ 〉〆 p守 1.00 一 485.60 47.0 48.6 6.20 2.30 

エ Y イ タヤ 1.70 一 491.00 3.0 2.6 1.65 0.32 

ジ ナ ノ ヨp 4，60 一 494.60 3.8 3.4 3.50 2.0:コ

同 6.∞ 495.00 2.2 2.4 2.00 0.60 

同 465 ← 495.10 12.4 11.2 6.00 1.70 

同 6.∞ 一 496.00 6.8 6.5 3.即 1.90 

タカネザグヲ 4.00 503.(わ 4.8 5.1 3.50 1.0:コ

!J.' ヶカ y >喝さ 4αコ 一 509.50 21.1 19β 7.50 3.60 
4・

アカエ y --c ~ 5.∞ 一 510.40 34.8 33.9 8.70 1.75 

!J.' ヶカ 〉〆 pマ 2.10 一 511.30 23.3 22.0 6.30 2.45 

同 5.70 一 512.60 26.0 32.0 6.80 2.53 

ト ド 『マ 少 6.00 一 513.00 31.2 27.0 5.50 1.93 
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結} 種

ト r ~ ~ 

伺

ダクカ:y守

同

トドマ~

b ロ戸少リパナ

ト ド .マ

同

アカ x y ~少

トドマ少

同

岡

ム γ カ明

同

トドマツ

同

同

ムジ力事

同

トドマツ

同

同

アカェ y "7 ~ 

トl" .... ~ 

タカネザグラ

同

同

同

ダケカ y パ

γ ナノ

l" .... 

グナ

アカェ y 7 'y' 

ト r ~ ~ 

3.旬

4:40 

印

白

お

4

4

4

 

~ 印

∞

回

初

旬

∞

5

6

5

5

5

2

 

4.00 

ω
田

∞

4

2

1

 

6.(J(コ

4.日

お

田

町

4

a

q

ι

Q

U

 

3.80 

3.65 

3.40 

6.(わ

5.20 

5.30 

ヨャ

5.15 

5.50 

1.40 

~ 1.30 

ラ 0.30 

3.30 

3.90 

ym 子山ナプ備考xm 

- I 521.80 I 36.0 I 34.2 I 12.30 

- I 531.∞ 
ー I531.∞ 
ーー I 531.00 

O 

- I 531.40 

- I 531.50 

533.00 

一-I 533.00 

- I 533.20 

- I 533.20 

ー-I 533.40 

534.20 

ーー I 534.20 

- I 534.羽

ーー I 534.40 

- I 535.(J(コ

- I 535.50 

- I 536.00 

- I 536.回

一司 I 537.60 

-ー I547.60 

一喝 I 547.70 

- I 548.40 I 43.9 

- I 549.00 

551.60 

一I552.50 
←-I 554.00 

- I 555.40 

- I 556.00 

- I 557.00 

- I 559.CO 

--I 560.∞ 

10.6 

10.4 

12.2 

10.9 

1.2 

1.2 

9.6 

2.3 

n

d

F

O

Q

U

ハ
b

n
u

円

u

n

u

n

u

0.7 

1.0 

1.0 

0.6 

0.2 

0.6 

7.6 

2.6 

1.2 

6.50 

1印

1.0 1.40 

9.0 5.80 

2.80 3.0 

2

6

8

8

8

 

円

u

n

u

n

u

n

u

n

u

0.21 

呂

田

m

n

u

n

u

n

u

 
0.36 

0.45 1.0 

1.70 

1.75 

1.0 

0.6 

0.50 

0.40 

2.00 0.2 

0.6 

は

山

初

出

記

qu

つ
d

n

u

7.2 1.75 

2.1 1.10 

9.0 10.6 

42.1 I 12.30 

2.8 

3.2 

5.2 

2.8 

2.6 

4.4 

10.2 

12.0 

2.5 

3.4 

回

初

拍

印

n

b

n

J

q

u

q

u

 

4.8 

2.8 2.80 

2.4 2.80 

4.2 3.00 

3.00 

6.50 

ー-I 564.10 

- I 564.00 I 泣 2I 31.8 I 10.∞ 

0.80 2.1 2.1 

1.73 

2.60 

0.85 

0.35 

2.15 

1.35 

0.13 

0.15 

0.23 

0.15 

0.25 

0.35 

1.35 

0.75 

0.30 

0.15 

1.20 

1.20 

1.θ0 

0.12 

1.20 

0.92 

2.70 

1.45 

1.80 

1.60 

1.20 

1ま〕

1.60 

1.70 

2.15 I先折

2.田

1.55 

0.50 
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xm 胸高直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備 考

+ m 百1

ド そ司「 少 4.15 一 564.20 11.2 11.Q 5.00 1.80 

同 5.30 一 674.00 11.4 12.4 6.30 2.CJ(コ

アカエ Y " 'Y 4.30 一 574.30 27.0 26.0 11.80 4.60 

ミヤ T 戸 y ノキ 1.72 一 575.20 5.6 6.2 4.回 1.80 

F 『司r ~ 5.46 一 575.25 6.6 7.2 2.00 1.60 

アカエ y ~ ~ 5.30 一 575.30 33.4 34.6 11.50 2.30 

ミヤ"~、 y ノキ 1.40 一 576.40 7.2 6.8 5.80 1.70 

アカェ y ~ ~ 6.∞ 一 578.00 37.6 36.4 13.30 3.40 

同 3.95 一 580.35 9.8 9.4 5.30 3.10 枯積

イ チ キ 4.95 一 580.70 1.2 1.3 1.30 0.60 

同 4.20 一 580.80 0.8 0.7 0.75 0.45 

アカエ Y "汐 4.45 581.60 15.2 15.4 6.田 2.30 

イ チ ヰ 3.60 583.00 1.9 2.0 1.50 O.Eわ

ト ド ーマ 少 3.70 583.40 20.8 17.8 7.2J.コ 2.40 

イ チ ヰ 3.20 一 583.60 1.4 1.3 1.40 0.70 

同 3.25 一 583.65 1.4 1.5 1.40 0.65 

ダク カ 〉〆"マ 4.55 一 588.印 1.8 1.6 2.20 1.60 

ナナカ ーマ ド 4.50 一 587.60 1.4 1.4 1J幻 1.40 

アカx.y ~ ~ 1.60 一 592.00 43.6 45.3 13.20 3.40 
ナナカ 『司F ド 3.20 一 592.∞ 6.6 6.4 5.40 1.8(コ

VIII. 5， 19お.調査.



(96 ) 

第三章 方位lJZ依~林相の蟹化

第一節 方位に依Q針葉樹林と澗葉樹林の饗化

方位に依る林相の費ftは概ね地方的且部分的なる事多し。天盟第一演習林上音威子府附近に於

ては山稜の方向よりも，山腹の方向に意義ありて，西向斜面に針葉樹多し。との興味深き事賓を詮

明せんがため，攻節の三津山附近及嘉子川支流を選定せり。

叉参考のため，山稜の四方位費化を指鉢山に求めでとれを記述せり。

1. =津山試験地

l'三津山に於ける方位に依る林相嬰化の概相

三津山は標高404.3m， 天堕第一演習林音威子府川の交流上音威子府川の枝津なる天幕之津と熊

之揮の上流;地域に位す。')(第-l::園及第十三圏雲照一10頁及36頁〕

而して三津山の北稜を中心として， 東耕商と西斜面とは著しく林相を異にし，東斜面は天幕之

揮の上流に面し，ダケカンパ，シナノキ， ミヅナラ，エYイタヤ，ペユイタヤ，オヒョウ等多く生

じ，他にナナカマド，シウリザクラ，エゾヤマザクラ， ミヅキ，ヱゾノパツコヤナギ，ヤチダモ，

ヤマグハ等を混歩、る潤葉樹林友り。

然るに西斜面に於てはトドマツ，エゾマツは三角髄 (404.3m)より下部頓別坊川斜面に至るに

従ひその量を増加し， 300m附近よりは針葉樹の多き林となる。勾

12 三津山に於ける方位に依る林相嬰化の標準地

此の東斜面の澗葉樹林と， 西斜面の針葉樹多き林との方位に依.りて林相を異にせるを比較研究

せんが震に天幕之津林道鞍部(三i華山三角賭の北方470米の林道分岐賭〕の南方80米の林道脅曲部

1)工質上附近11ミグナラ，ジナノキ，ダケカ y パ等多〈生じ， :r..yイタヤ，ナナカ-....1"，ェyヤマザグヲ，ヤ

チダ宅等4-i昆ず。下暦l工オグヤT ザサ(高き1.8m)Iこιり占められ，漉木iこ11ェY"Yノノ、ジパミ， .Aγカリ，ェy
イポタ，内ナ b リノキ等あり O 最下暦に 11: ナコ戸~， "y jレツゲ，戸 b イヌ~ゲ，少 Pレシキミ ， V ラネ Y ラピ，チγ

ダ，否'7fJモ y y'シダ，ゴタ =--JJグ甲，オグエYサイ γ Y，ェYVヤfJ....， トゲナV '::J."エアイチプ，エYイチココヨ

ヨI"Y パイ， ミヤτスミハグルT パサウ，ヨツパ b 司ドリパナ，ェyヨ司邑司'{!， :r..Y'アキノキ甲 yサウ等，叉蔓重類

にはり'1レアヂサキ，ヤ ""'7・!J."fJ， ~タ守 yレγ::c. y サルテγ， ミヤ....'"タタピ，テウセ y =:1'"ミジ等生ず。

宮)三角黙ιり北方150米の林道管曲部附近の林相か観察するに，此の附近11:NW3QO の念斜地にして，ミグナヲ，
Vナノキ，ェyイタヤ，ベアミイタヤ等多く， γゥH'グヲ，ナナカ T ド， γ ロザグラ， ミグヨr等か混ずる澗葉樹の
多き林なるも，ェY....~ (胸高直径35cm:樹高26m)，トド T ツ〔胸高直径3Ocm;樹高20m)等混入し，頓別坊川斜

面i二下るに従ひ，その量か増加す。下暦11j-グヤ T ザサにιり占めちろるも総り密生ぜず。瀦木に11エY少ノ ργ
パミ， .AVカ1)，ノリノキ，エゾユグ 1)/、.:.:)l"イm-?I，オホパスノキ，戸ナ1::1)ノキ等あり。最下暦に11:ナ:::"'>'、

~，ヌ、 b イヌ'yグt "Y7レシキミ， Y ラネ Fラピ 1)ヤ守メ yシダ，さ'7fJ屯 y さ7V!J."， サカゲキノデ，'='?I=--JJタリ，

オグエYサイ γ:Y， エグジヤ iJ....， トゲナシゴエプイチゴ， ミヤ T スミ V，ェy コ守 fJ1"，ジルリ y ドiJ， グyν

T パサ iJ， ェy ョ~パムグラ，タユぞキヤゥ， ミミカ守宅事，ヨプス T サ守，アザミ類， '21"'yゲy スゲ，オホ，"1::

y・3レサウ，芋ヤすクヤユ y コグ等，叉蔓墾類iこ11ツルアヂサヰ，ヤ T アダiJ， 少タ守 3レγ等生ず。
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を中心として，略々東西に長さ200米，巾6米の帯欣標準直書l地を設け，市して共の雨端に各 (15m)宮

の標準匡書j地を取れり。

向便宜上本帯紙標準直書l地を，林道を中心として， 東斜面の澗葉樹林 (A)と西斜面の針葉樹多

き林 (B)とに二分して，記述せんとすo

A.東斜面潤葉樹林

(A.J (6x100m2)帯欣標準匿割地

本帯献標準匝書j地は上述の林道聾曲部より略々東方に取れるものにして， 大瞳平坦地にして，

基岩は上部白亜紀頁岩なり。

本面はシナノキ，オヒョウ，ヱゾイタヤ，ベユイタヤ， グケカンバ等を主とする潤葉樹林にし

て，他にシウリザクラ， ミヅナラ，ヒロハキハダ，エゾバツコヤナギ， ヤマグハ等生じ，稀にトド

マツ，エゾマツ2うり。下屠はオクヤマザサ(高さ2-3m)優勢にして，樫木にはヱゾツノハシバミ，

ムシカリ，サハフタギ，ムラサキツリバナ等あり。最下居にはシラネワラビ，ジウモンジシダ，オ

ホパイラクサ，オクエゾサイシン，オホイタドリ， トグナシゴヱフイチゴ，エゾイチゴ，ハナウド，

ウラダヨプスマサウ，アザミ類，スグ類，ザゼンサウ， ハウチヤクサウ，オホマヒヅルサウ等，叉

夏草類にはツルアヂサヰ，ヤマプダウ，ツタウルシ，コクハ， ミヤママタタピ，イケマ等生十。

本標準匡劃地の中央約30米の聞はオクヤマザサ(高さ3m)とオホパイラクサ，オホイタドリ，

ハナウド，ウラグヨプスマサウ等の大型車本とに依り占めらるる所あり。

今，本帯駄標準匪劃地内に於ける主要なる木本を表示せんに次の如し。〔第四十五表〕

第四十五表

xm 胸高直筏

樹 種 ym 
cm 

{結 考
十

"* 
h ヨ 守 1.25 一 14.30 7.6 8.0 8.0:コ 2.50 

同 1.60 15.80 2.6 2.6 2.()(コ O.Eわ

同 0.9(コ 16.00 9.6 9.8 9.50 2αコ

同 2.10 一 16.00 27.8 28.6 14.00 4.CXコ

サ J、 7 タ 平 一 1.60 16.40 3.2 3.1 2.0:コ 1.50 

オ b ヨ fJ 2.20 一 16.50 8.8 8.4 9.日 2.70 

ム V カ O印 一 17.0:コ 2.4 2.2 3.00 1.10 

"* 
b ヨ す 1.85 一 17.00 29.2 29.0 15.(氾 3.0:コ

同 2.65 一 17.00 10.4 9.8 8.0:コ 3.(氾

ム γ カ 一 2.00 18.()(コ 2.0 2.0 1.70 0.80 

サ P、 7 dヌ 苧 3.00 一 20.50 2.2 2.0 2.30 1.0:コ

ェy 少ノ .>'Vパミ 1.20 一 23.()(コ 2.2 2.4 2.50 1.20 
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樹
cm 

考

b ロヌ、ノキヌ、ダ

ペニイ担ヤ

γ ナノキ

ムジカ V

γ 守甲ザグラ

同

オ b ヨ守

シ fJ 1) ザグラ

ヤマグヌ、

ペコイタヤ

r '" ~ 

ペコイタヤ

:r..)7' ~ノ ρ シパミ

ム γ カリ

ペユイタヤ

ムジカ 1)

同

ペユイ担ヤ

ム γ カ 1)

同

同

同

同

胸高直径

種

1.15 

1.85 

2.60 

0.35 

1.85 

0.75 

0.25 

0.70 

0.75 

25.30 

25.50 

27.30 

27.叩

29.00 

36.40 

1.45 

3.∞ 37.00 I 84.0 

40.00 

0.55 I 46.00 

o.e幻

73.仁氾

73.釦

75.9:コ

- I 2.55 I 78.∞ 
76.00 

0.10 

1.95 

0.65 

1.12 

2.50 i 79田 41.6

0.62 

0.25 I s(コ50

O 

0.75 

82.00 

84.30 

∞
 

7' 
Q
U
 一一 89.00 

回.∞

23.4 

13.0 

26.2 

41.6 

11.0 

27.0 

27.0 

1.0 

2.2 

1.8 

3.8 

2.4 

1.8 

1.4 

2.4 

2.0 

1.6 

6.6 

m m 

樹高|枝下

1.0 1.6(コ

1.20 

備

1.3(コ

1.10 

1.10 

4.E幻

3田 l先枯
4.Dコ

2.印

0.80 

2.回

5.00 

3.00 

1.羽

1却

2.∞ 

1、00

2.Dコ

1.(氾

1.50 

1.20 

1.α〉

2.3 2.50 

IX. 16， 1933.調査.

向本帯欣標準匿111地内始端より38米の底の下居の(1.5mf小標準匿ilIl地を取りて， 下草を調査

せしに次の如し。

植物名

オグヤマザサ

γ ヲネ F ラピ

少担 fJ レ γ

31 

本軍主 備考

高き2.5m

11 

4 

植物名

1.8 2.70 

14.Dコ

4.50 

22.6 

13.4 

95.0 I 18.∞ 
26.0 10.00 

本殿

3 

(A. 1.J (15m)宮標準医書j地

本帯欣標準直l¥tIJ地は東斜面澗葉樹林帯朕標準医書j地の末端に沿ひ北側に取れり。傾斜は NE120

たり。

3.2 4.00 

15.00 42.2 

13.4 12.(わ

15.00 27.8 

2.8 2.日

1.6 2.00 

43.4 I 14.00 

1.70 

1.4 

29.0 

2.10 

12.仁わ

2.6 2.50 

1.8 2.50 

1.20 

1.6 2.Dコ

6.4 2.日

fJラグヨアスマサ守

ザセ y サ fJ

ヤ T プダ fJ
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此の附近にはシナノキ，ペュイグヤ，グケカンパ，オヒョウ等多く生巴，ミヅナラ，ヒロハキ

ハグ，ナナカマド等混十。下居はオクヤマザサ

(高さ2.im)により占めらるるも密ならや，瀧

木にはエゾツノハシバミ，ムシカリ，ムラサキ

ツリバナ等あり。最下屠にはシラネワラピ，ハ

クマウヰノデ，サカグヰノデ，ムカゴイラクサ，

オクエゾサイシン Jレヰエフシヤウマ， トグナ

シゴヱフイチゴ，ヱグ=ウ，クルマパサウ，ア

ザミ類，ザゼンサウ，オホマヒヅルサウ，ハウ

チヤクサウ等，叉蔓草類にはツルアヂサキ，ヤ

マプグウ，ツタウルシ等生十。

今，本帯肱標準直劃地内に於ける主要なる

木本を固示せんに右掲の如し。く第四十二圃〉

更に之を童文的に表示せんに第四十六表の

如し。

第四十=圏

o (1 
S< AM 
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月
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h
O句

σ
。1
}
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・・
n
3

1

可

巧

C

可・O巧
Ulo_ 句3、。Tj

24 

@枯損 IX. 1乙19:お.調査.

第四十六表

樹 種~¥土??ープJふ10[115lMILl斗叩|よlω|合計
Tilia japonica Simk. (Tj)γ ナノキ

Acer Mayrl Gr. v. Schw. (AM) Iペ 1 イタヤ

Betula Ermani Cham. (BE) 

Sorbus commixta Hedl. (Sc) 

Ulmus laciniata Mayr (Ul) 

ダクカョ〆バ

ナナカ....r 

Ji" b ヨ fJ I 1 Iー|ー|ー|ー|ー|ー I-1 

1 I - Iー l ー 2 

Phellodendron I b 日戸ノ
sachalinense Sarg. (P語)I寺戸ダ

Abies sachalinellsis Fr. Schm. 
!トド~ ~ 

(As) I 

6 3 14 

3 8 

1 Iー!ー 3 

1 Iー-!-1  _¥一

計合同

H級径直 !イ 3[ 3/ 2/ 3[ 2[ 51 2[泊

植物名 本殿備考

向本標準医割地内の下屠の(1.5m)宮小標準匝劃地を取りて，下草を調査せしに失の如し。

本質

γ ラネ F ヲピ

~ ?< IJ レ γ

14 

7 高さ0.3111

.A V カ 5 

B. 西斜面針潤湿溝林

植物名

オグエ Yサイジ V 2 

少ルアヂサヰ

ムラサキ~リパナ
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CB.J (6 X 100m2)帯紙標準匡割地

本帯紙標準直言語地は前述の林道聾曲部より略々西方に取れりo傾斜 W12-23。なるも，概ね緩

斜地にして，基岩は上部白亜紀頁岩なり。

此の斜面は針葉樹の優れる混活林にして， トドマツ，エゾマツ等多く生じ，また稀にアカエゾ

マツ， イチヰ等混じ，澗葉樹にはミヅナラの老大樹(胸高直径45cm;樹高17m)シナノキ，ヱゾイ

グヤ，べ=イタヤ，ナナカマド，ホホノキ，ダケカンパ，ウグイカンパ，センノキ， ミヅキ，オヒ

ヨウ等生歩。下居はオクヤマザサ(高さ2.9m)により多く占めらるるも，所に依りては笹密に生ぜ

十，笹に代りて:r.yユヅリハを主としムシカリを{宇ふ所あり。濯木には前記の外にエゾツノハシバ

ミ，ノ Pノキ，ムラサキツリパナ，オホパスノキ，コマユミ，エゾクロウスゴ等あり。最下屠には

'7 J]..ツグ，ツルシキミ，シラネワラピ，シノプカグマ，ホソパタウグシノξ， オクエグサイシン，コ

イチヤクサウ，ツルリンダウ，エゾョツバムグラ，アザミ類，ゴングンスグ，オホマヒヅルサウ等，

叉蔓草類にはツJ]..アヂサヰ，ヤマプダウ，ツタウルシ等生す=。

今，本帯紙標準区劃地内に於ける主要なる木本を表示せんに第四十七表の如し。

第四十七表

xm 枝下
樹 種 備 考

+ m 

ダクカ ~バ 一 0.90 1.00 ま3.0 38.0 16.50 5.50 

己巳 y て司「 ')1 24.0 1.00 24.8 26.4 11.∞ 4.仁Xコ

同 一 1.8:コ 1.50 58.2 63.4 23.00 5.∞ 
4 γ カ 1.20 3.C幻 2.0 2.0 1.80 1.CXコ

、 ~ ナ ヲ 一- 1.40 3.00 2.0 2.0 2.30 0.60 

ム ジ カ 1.25 3.80 1.4 1.6 1.90 0.80 

司ー ~ 
"" 一

0.40 4.∞ 3.4 3.2 3.00 2.∞ 
同 一 0.75 4.10 14.2 16.2 11.00 3.CXコ

同 一 0.30 4.30 18.2 19.2 12.00 6.(氾

ム 三/ カ 2.25 一 6.20 1.4 1.4 1.80 0.60 

同 2.25 一 9.80 3.0 2.5 3.(幻 0.60 

ド 『司r ')1 一 0.10 14.00 49.0 51.8 20.00 4.∞ 
ニE グ 可ヨr ')1 一 0.65 15.O::J 4.4 4.0 4.00 2.日

エy 少ノ ρ シパミ 3.00 16.50 1.4 1.4 2.日 1.00 

A ジ カ 一 3.00 18.80 1.5 1.5 2.30 1.6(コ

『ー
~'f- ヨp 1.30 一 18.9<コ 0.8 0.8 1.50 0.75 

オマ オマ ノ

"" 一
2.50 21.80 17.6 18.6 15.00 8.∞ 

ベ 1 イ タヤ 1.00 22.30 1.4 1.8 2.印 1.::幻



樹 種

21.00 ナナカ T ド

同

ホホノキ

同

トド'""c ~ 

:r. y'イタヤ

a y ""l' ~ 

同

同

トド~ ~ 

y' .，.，、、

伺

同

同

ノ 9 ノキ

トド T 少

ナナカ τ ド

ェ y ~ ~ 

同

ナナカマド

エy' ..，..汐

同

ムシカ甲

トド~ ~ 

ジナノキ

セ y ノキ

トド守少

ノ事ノキ

トドマ少

同

すダイカ ν バ

ム V カ事

同

トド T 少

2.00 

2.65 

2.35 

1.50 

xm 
胸高直径 I .，._>..1 .......... I 

cm '~I 樹高 I ;投下

N-S I E-W I m I m 

1.95 

1.70 21.20 

2.50 1 22.30 

2.80 1 22.30 

O 

田

百

ね

2

4

5

 

円

ι

円
J
L

門

ι

日りι

...:.. 25.20 

1.80 

25.30 

25.日

25.80 

1旬 25.80

1.25 1 - 1 26.10 

1.10 1 - 1 26.40 

1.35 1 - 1 27.00 

0.65 1 27.05 

0.45 1 27.10 

0.65 I 27.10 

1.45 1 28β0 

1.印 1 28.∞ 
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備 考

1.4 

1.4 

2.4 

3.4 

1.6 3.00 

1.4 2.E幻

2.4 3.50 

3.4 4.00 

1.2 

43.81 45.2 1 21.00 

1.0 

1.4 

2.2 

2.2 

1.8 

1.2 

1.0 

1.80 

0.70 

刈

守

門

U

G

U

4
』

ワ

ι

円

L

0.70 

1.10 

1.20 

2.2 1，10 

44.9 1 48.4 1 23.∞ 
1.211.211.∞ 
2.6 1 2.2 1 1.20 

3.0 

2.0 

1.80 2.9 

2.0 

2.3 

2.4 

2.4 

2.4 

2.2 

2.4 

1.80 

2.4 

2.4 

2.4 

2.3(コ

0.75 

1.80 

2.8 3.0コ

2.4 1.65 

2.2 1.5CJ 

∞

∞

羽

田

2

却

2

2

0

9

6

6

 

2

U

2

2

 

0

0

4

2

 

2

お

2

2

即

日

お

お

呂

田

回

初

日

一

一

回

印

加

円

υ

4

a

回

初

∞

7

1

4

 

n

U

A

守

口

u
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2

引

8

4

2

 

m

K

2

四

円
U

円
U

円
U

9

9

c

 

m
t

お

お

刀

ぬ

一

4
a

円
ノ
』

円
U4・

0.65 

1.(氾

39.00 

40.回

1.0:コ 44.20

2.50 1 45困00

1.30 1 47.10 

1.6 

2.0 

2.0 

1.6 2.20 

2.0 2.50 

2.0 1.30 

2.50 

2.∞ 
2.00 

2.30 

5.50 

1.∞ 
0.60 I倒木上

0.50 I倒木上

0.65 I 倒木上

1.10 I倒木上

O.印|倒木上

6.00 I 倒木上

O.回!倒木上

0.60 I倒木上

0.80 

上

上

上

上

上

上

上

木

木

水

木

木

木

木

倒

倒

倒

倒

倒

倒

倒

印

m
判

官

山

∞

回

却

∞

回

日

切

1

1

0

1

1

1

1

0

6

0

 

2.20 

3.50 

0.15 

8日 i先折V
4.50 

元折
根本直径

1.40 

1.00 

1.∞ 
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樹 強
cm 

靖之 靖之 ノ

7' ナ

オマ 北す ノ

ノ

ド

ノ

モ司r

同

ホホノキ

同

トド守少

同

同

ノ事ノキ

ェ y イタヤ

トド~ 's7 

ム V カ甲

ト tr ~ ~ 

ベユイタヤ

.A s/カ世

ェ y イ担ヤ

ム γ カリ

同

同

エ y イタヤ

ェ';1" ~ ~ 

l、1" .... ¥l> 

同

ム γ 力事

同

同

トド~ ~ 

イ チ

ノ 9 ノキ

トド~ ~ 

;t b ヨ v

キ

ヲ

キ

キ

少

0，80 

xm 

O 

胸高直径

備
下

m
 

枝高

m
 

樹
考

0.85 

1.10 

47.10 

47.30 

16.6 

2.0 

5.6 

- ¥ 0.70 ¥ 48.60 ¥・ 13.0

1.85 

0.80 

四

羽

市

ぬ

4
』

司

J

』

り

ι

n

u

2.65 

1.20 

1.20 

1.45 

1:αJ 

1.70 

O.日

キ

門

U

R

U

h

ヘベW

白
d
q
u
m
f
F

1

2

2

 

1.80 

2.75 

∞

ぬ

泊

川

切

符

川

崎

m
時

特

25.0 

39.8 

0.6 

2.0 

7.4 

1.2 

1.0 

2.4 

2.8 

1.2 

2.0 

3.4 

3.2 

2.0 

A『
e

n

『

Z

A

H

e

-

-

-

2.6 

0.6 1.00 

0.60 

0.75 I 48.75 

49.20 

1.'叩

部

∞

山

川

町

初

旬

即

日

明

日

田

口

凶

民

団

16.2 11.∞ 

3.∞ 
61.∞ 
62.:刃

0.25 I 64.10 

1，回

ぬ

∞

却

R

U

Q

d

Q

M

 

6

6

6

 

2.0 1.印

2.80 

0.30 ¥ 71.Eぬ

5.2 

2.2 1.30 

16.0 I 13.00 

8.8 9∞ 
0.80 

0.75 

18.∞ 
2.50 

2.50 

n

u

n

u

n

u

 

-
-
田
2.2 

6

0

8

0

8

 

2

1

1

国

3

1.2<コ

四

∞

∞

3

2

4

 

3.2 

2.0 

2.70 

2.日

2.0 ∞
町

田

刀

3

2

1

2

 

2.0 

1.4 

2.8 

1.∞I 72却 52.4I 53.2 I 25.00 

73.∞ 
74.00 

1.10 I 74.(氾

74.50 

1正犯 75.E幻

77.0.コ

78.CO 

79.CO 

1.80 79.CO 

O.印 79.90 

8.2 

11.4 

2.4 

1.8 

1.0 

11之

3.8 

2.0 

11.2 

8.8 

9.4 

5.田

2.4 伺
叩

田

∞

∞

印

3

2

2

8

3

3

 

1.6 

1.0 

10.6 

4.0 

2.0 

10.8 6.田

0.80 

白

羽

∞

m
∞

n
u
n
U

バ『，

n
u

円
ノ
』

1.10 

7.E刃

上

上

木

木
倒

倒

田

お

お

∞

却

3

0

0

6

1

 

1.30 I先粕

0.80 

四

∞

刃

包

却

ワ
ι

A

『・

4

Z

4

a

4

』

0.80 

回

印

回

日

苛

』

門

u

n

U

門
司

4.00 

--I元折
1.∞ 
1.20 

相

国
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∞

0

2

1

1

 

4.∞ 
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胸品cm直径 樹高校下

樹 種 I ym 一工7二一寸一一一 備考
+ I 山-s I E-W I m m 
一一一一一

トド.，.. ~ I - I 1.15 I 81.80 I 3.8 I 3.2 I 2.とoI 1.80 

ムシカリ 2.30 I - I 82.00 I 2.0 I 2.0 I 2.80 I 1.40 

トド T 少 1.40 I 82.∞ 32.2 I 31.0 I 1900 I 8.∞ 
A v カリ 1.20 I - I 83.00 I 2.8 I 2.8 I 2.30 I 2.∞ 
トド.，.. ~ I - I 2.55 I 86.∞ 10.6 I 11.8 I 10.∞ 5.∞ 
同 0あ 87.90I 1.8 I 2.0 I 1.∞ 0.70 

ペニイタヤ O 田ー∞ 3.4 I 3.4 I 3.50 I 1.印

ミグナヲ 0.90 田.∞ 42.6 I 47.0 I 17.∞ 7.00 
トドマ~ I 1.60 I - I 88.10 I 13.0 I 10.2 I 9.00 I 4.00 

同 1.65I 91.90 I 10.6 I 10.4 I 8∞ 4.∞ 
ナナカ T ド 1.45 I 92.00 I 6.0 I 6.0 I 5.30 I 1.20 

ペユイタヤ 2.釦 92.50 I 2.4 [ 3.0 I 3却 1.50 

同 2.30I - I 93.∞ 2.6 I 2.6 I 4.80 I 2.30 

同 2.∞ 93.10I 3.4 I 3.4 I 4.日 2.40

二c. y .... ~ I - I 1.10 I 97.10 I 18.8 I 19.8 [ 9.日 2.田

トl" .，..少 0.10I - I 99.10 [ 7.8 I 8.0 I 8.∞ 3.70 

同 1.45 旬 10I 6.0 I 6.2 I 4.20 引
IX. 16， 19沼.調査.

向本帯i伏標準匿割地内林道始端より西方72米の下部に於ける下居の(1.5m)宮小標準匡劃地を取

りて，下草を調査せしに次の如し。

植物名 本戴 備考 植物名 本璽主

オグヤ T ザサ 16 高さ2.5m ~ )レアヂサヰ 5 

ツルシキ、 16 ~ 5< fJ レ V 4 

エ y ミーグリノ、 9 少)!/ ~グ 2 

A v カリ 7 ~ )レ事 ν~. fJ 

CB. I.J (15m戸標準匪劃地

本標準区豊j地は西斜面針澗世清林帯nJ¥標準匡劃地の末端に取れり。傾斜SW23"の念斜地なり。

此の附近はトドマツ多く，エゾマツ混じ，稀にアカエゾマツ生じ，澗葉樹にはミヅナラ，べ=

イタヤ，セ yノキ，ナナカマド，ヨシアプラ，シナノキ等生十。下居はオクヤマザサ(高さ2.5m)疎

生し，エゾユヅリハ多く生じ，ムシカリ，エゾツノハシバミ，ノリノキ，ヤマウルシ，コエウラク，

ヱゾクロウスゴ，オホパスノキ等あり。最下居にはツルツグ，ツルシキミ，ハヒイヌツグ，シシガ

シラ，ホソバタウグシバ，ウチハマンネンスギ， ヒメイチグ， ミヤマスミレ，ゴゼンタチバナ，ツ
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第四十三園
ミミカウモヱゾヨツ .r~ ムク事ラ，ルリングウ，

アザミ類等，叉菱重類にはツルアヂサヰ，1) ， 

p ωe 
Kp・2町。
A齢As

-Ao 。
Ao 

¥¥  
O 
'̂ 

ツタウルシ等生十。

。'A>

e巧

-Aa O 

'̂ 今，本標準匡書j地内に於ける主要なる木

M

-

M

 

。
巧

。OPj
'̂ 

。h
o
h
 

Aa 

本を圃示せんに第四十三園の如し。

更に之を童文的に表示せんに第四十八表の

如し。
"t¥M 

.pj 

Ao， 

-̂' 
iu ・

~ 

O 
A. 

As AO.& 

-
iu "PG 

As 

-A. As 
'."， 

・Ao

町

a巧

-AM 
O 
A. O 

As 
PG 

IX.1乃 19お.調査.

表

樹~ 一一一種一一一~一直 一径 鍛 cm 胸高直径
ι101叫引佐お件付句吋島町|品7仲田 合計

Abies sachalinensis Fr. Schm. 
トド~ ~ 16 3 4 2 3 28 

(As) 一
Pioea jezoensis Carr. (Pj) エy' ~ ~ 4 2 一 一 一 一 一 一 6 
Picea Glehni M:ast. (PG) アカェy~~ 2 一 一 一 一 一 2 
Quercus crbpula Bl. (Qc) ミグナヲ 一 一 } 一 ー『 一 一 1 1 

Acer Mayri Gr.v. Schw. (AM) ペニイタヤ 2 1 一 一 一 一 」 一 3 
Kalo;lar】axpictum Nakai (1句) セ V ノキ 2 一 一 一 一 一 一 一 2 
Acantilopauax Fscri.adeot pShayvl-loides ゴジアアヲ 2 一 一 一 一 一 一 一 2 (Asc) 

直径級別合計 21 -1 31 -，1 

J¥ 十四第

向本標準匡劃地内の下屠の(1.5m)宮小標準巨費l地を取りて，下車を調査せしに次の如し。

考備重主本名物植考備鍛本名4効干直

高さ2.5m6 T ザサヤグオ高さ 1m27 1) ;>-、グエ y "'-

5 ゲ少Pレ~ 18 ヌ~ゲイb >、

高き0.8111

7 

カ

V 力、、

γ 

ジ

ム

ジ

9 

8 
ヨー

ヂサヰ

ジ

yレア

yレ~ 

~ 
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II. 嘉平川試験地

21 嘉卒川第岐以東本流に沼へる山腹斜面の方位に依る林相の型化

天堕第一演習林音威子府川支流嘉手川第二二l技(陸地測量部五高分之ー圃幅音威子府の上音威

子府の上の字の東北，北見線鶴橋より東方約1400米〉以東本流に沿へる山腹蛤阻地〈傾斜35'_40
0

)

に於ける爾岸南西斜面及北東斜面の林相は著しく異り，右岸南西斜面はトドマツ多く，エゾマツを

混やる針葉樹の多き林にして，潤葉樹とし

てはエゾイタヤ，ぺ=イタヤ， ミヅナラ，

アヅキナシ，オヒョウ，ケヤマハンノキ，

シロザクラ，ナナカマド，ウグイカンバ，

ミヅキ等生十。(第四十四国参照)

然るに左岸北東斜面にてはオヒョウ多

く，シナノキ，ヱグイタヤ，ベ=イタヤ，

ダケカンバ，ヒロハキハダ，ヤマグハ等を

生す=る潤葉樹林友り。

此の針葉樹林と澗葉樹林との方位に依

りて，林相を異にせる比較を研究せんが詩

第四十四園 (第三頁第一周 6)

に本流をまたぎて長さ230米，巾 8米の帯紙標準匡!iJ地を設けたり。

22 嘉卒川に沼へる方位に依る林相饗化の標準地

本帯J伏標準医~atl地の一端は第二二岐を東方に去る距離 200 米の地黙(本流の北東側西方に走れ

る山稜の160m附近〕より始まり，一端は谷を渡りて封岸の標高295mより北方に分走せる小尾根上

150mに経る。

~1便宜上本帯紙標準匿割地を二分して記述せり o

A. 南西斜面針葉樹林

(8x80m~) 帯欣標準匝劃地

本帯紙標準匡劃地は，上越の西方に走れる山稜の尾根附近より二岐本流に面せる南西斜面の下

部に至る験阻地(約40
0

) にして，基岩は輝線凝友岩なり。

此の斜面は針葉樹の多き所にして， トドマツ多く， エゾマツ混じ，またイチヰ，稀にアカエゾ

マツを生じ トドマツの稚樹著し。澗葉樹として混歩るは前記の如くエゾイタヤ，ベニイタヤ，ア

ヅキナシ，オヒョウ，シロザクラ，ケヤマハンノキ，ナナカマド，ウグイカンパ， ミヅキ等にして，

ミヅナラの老大樹(胸高直径57.1cm;樹高18m) あり。下居はオクヤマザ、サ優勢なれども上部は飴

り密ならや，下部に至るに従ひ?寄生す。またムシガリの多き所るり。 i荏本にはムシカリ，ノリノキ，
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オホパスノキ，コエウラク，ヱゾユヅPハ，ヱゾクロウスゴ，コマユミ，ハナヒリノキ等あり。叉

笹類の少き所にはエゾユヅリハ，ツルシキミ等多く生ぜる所あり。最下居にはツルツグ，ツルシキ

ミ1)ヤウメンシグ，ホソパタウグシパ，ヒトリシヅカ，ヱゾヨツバムグラ，アザミ類，スヂ類等，

叉蔓草類にはツルアヂサヰ，ヤマプダウ， ミヤママタタピ等あり。下部に至れば笹類に混じて，サ

カグヰノデ，オホパイラクサ， コンロンサウ， ミミカウモリ，オホプFキ，ウラグヨプスマサウ，ザ

ゼンサウ，クルマユ1)，オホアマドコロ，クルマパックバネサウ等，又蔓草類にはヤマプダウ，ツ

グウルシ等生十。

本標準匡!I]地の始端附近尾根筋にはトドマツ多く，エゾマツ混じ エゾイタヤ， ミヅナラ，シ

ウリザクラ，ナナカマド等生じ，下層はオクヤマザサにより占められ，濯木にはムシカリ，オホパ

スノキ，ヱゾユヅリハ等あり。最下屠にはツルヅグ，ツルシキミ，エゾシヤウマ，アザミ類，スグ

類等，叉蓮華類にはツルアヂサヰ，ヤマプダウ，ツタウルシ等生歩。

また下りて流畔にはケヤマハンノキ， エゾイタヤ，アカダモ，シウリザクラ等生じ，揮の平坦

地には笹類(オクヤマザサ，ネマガリグケ)生じ，ハナウド，オホプキ，ウラグヨプスマサウ，マ

ルバヒレアザミ等の大型草本あり。最下居にはジウモンジシダ，エゾリウキンクワ等，又蔓草類に

はヤマプダウ，アマチヤヅル等生十。

今，本帯欣標準匡ltl地内に於ける主要なる木本を表示せんに失の如し。(第四十九表〉

第四十丸表

胸品cm直徳 樹高校下

樹 種 ym 備考

1- 1" ..，.. ~ I ∞ ー o 1 47.0 仰 14∞ -1枯損
同 一 0.101 4.60 一一 0.201 

イ チヰ 1.451 - 1 4.80 一一 1.∞ 0.60

トド..，.. ~ 1 - 1 河 4却 5.8 1 5.8 1 4.∞ 2.00 
同 0.40 1 - 1 4.90 一一 0.20 ー

同 一 1.701 4.90 1 12.0 1 13.6 1 10.∞ 4.∞ 
イチヰ 0.951 - I 5.40 一一 0.801 0.25 

トド.... ~ 1 - 1 1.印 5.回 一一 0.801 o.印

同 15.01 - 1 5.70 1 4.2 1 4.4 1 3.00 1 1.50 

同 0.80I - I 5.75 I 8.6 I 8.6 I 8.∞ 4.∞ 
エ Y イタヤ 1.10 I - I 6.10 I 27.4 1 30.8 I 13.∞ 4.∞ 
トド.... ~I 2.201 -17却一一 O回一

同一 3.20I 7.60 I 19.8 I 20.0 1 10.00 I 6.∞ 
同 1.65 ー 7.801 14.0 1 15.2 1 10.∞ 4.∞ 
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樹 種 考
+ I -l ym lt世xm 

ト ド 守ツ

同

同

同

同

エ y ~ ~ 

同

向

トドマツ

同

同

同

同

エ Y イタヤ

トド-..r ~ 

ェ7'イ 9 ヤ

イ チ

同

トド~ ~ 

同

ナナカ T ド

同

トド~ ~ 

ナナカ T ド

トド-:;( ~ 

'f 

イ チ

同

トド-:;( ~ 

同

同

アグキナジ

トド~ ~ 

同

1.10 

o.回

1.10 

2.20 

3.25 

1.10 

0.70 

3.30 

ヰ

0.70 

0.60 

1.60 

1.10 

キ

ヰ

2.00 

1.00 

0.15 

0.85 

3.10 

12.10 7.4 

樹高

m 

8.6 

0.25 

5.00 

枝下

m 
備

3.∞ 

1二!:::|:;|ご;1211::|枯損
- I 13.40 

1.30 I 13.70 

- I 14.50 

一 15.65

ー-I 15.8<コ

2.30 I 16.00 

ー-I 19.90 

1.10 I 20.50 

- I 0.50 I 21.40 

22.70 

23.00 

23.50 

1.∞ 23.50 

- I 24.50 

--I 2.75 I 24.50 

1.40 I 27.50 

- I 27.70 

27.85 

28.00 

3.25 I 28α3 

28.10 

自噌 ↓ 28.20 

11.2 

12.4 

0.1 

32.4 

1.8 

3.0 

19.4 

1.8 

3.4 3.8 

11.2 

1.6 1.6 

2.0 

12.0 

33.6 

1.6 

2.4 

2.4 

2.0 

6.00 

2∞ 
1.印

0.1 

0.70 

1.60 

1.()(コ

1.8 1.30 

1.20 

回

初

何

回

n

u

n

u

n

u

n

u

 

2.0 

2.8 

3.50 

4.00 

19.2 I 13.00 

1.6 

1.0 

1.6 

5.0 

1.4 

3.8 

2.4 

1.4 2.却

1.∞ 1.4 

2.30 

0.8 

1.8 

1.50 

回

初

日

U

4
a
n
u
n
u
 

4.4 

1.2 2.40 

3.8 2.∞ 
2.6 2.CXコ

0.80 

1.20 

- ，伐根

2.00 

- ，枯損

1.20 

- ，伐根

- ，伐根

0.50 

- ，伐根

ね

即

田

∞

ω
田

お

n
v
n
U

円

U

4

8

n

u

n

u

n

u

∞

∞

∞

∞

刀

円
J

』

内

ζ

ロU
4

z

n

u

一|元折

1.∞ 
1よXコ

1.(氾
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xm 胸高直径
樹高 1枝下cm 

樹 種 ym 備 考

+ m m 

ニε y 可司F 少 0.90 一 28.30 20.0 20.6 14.00 4.臼

ド 『司r ~ 一 2.10 28.50 一 一 0.40 一
同 1.40 28.60 一 一 0.75 0.50 

同 1.30 一 27.85 一 0.15 一
同 一 3.25 題.80 16.0 15.6 11.00 4.∞ 

エ Y イ 』ヌ ヤ 一 1.∞ 29.20 1.6 1.6 3.∞ 1.60 
イ チ ヰ 一 1却 29.25 1.0 1.0 1.40 1.∞ 
ド 円司r ~ 3.15 一 四.60 回.0 20.4 14.50 7.00 

同 O.即 一 29.80 一 一 0.10 一
ペユイ 4ヌヤ 0.95 一 30.50 1.8 2.2 2.50 

同 1.05 30.50 5.0 5.0 3.印 1.10 

ェ y ィ タヤ 一 1.∞ 30.50 2.0 2.0 2.::幻 1.10 

ド 『司F ~ 3.30 30.70 2.6 2.6 2.20 1.20 

ナナカ T ド 一 3.10 30.90 1.2 1.2 2.20 1.∞ 
ド 『司r 5ジ 0.::幻 一 32.∞ 40.6 37.6 23.(幻 10.00 

同 一 3.E氾 32.00 24.4 24.2 27.()(コ 8.00 

同 3.90 32.(氾 3.6 3.8 1.60 1.20 

イ チ ヰ 0.90 一 32.20 2.0 2.0 2.50 1∞ 
同 0.90 一 32.60 1.8 1.6 1.60 0.80 

アカエ y ~ ~ 0.70 一 34.80 10.2 9.6 5.00 1.80 

V ロザグ ラ 0.30 一 35.90 一 0.70 一
ド 『司F ~ 0.15 一 36.00 25.6 27.0 一 一 伐根

ェ y イ タヤ 一 ()'幻 3(3.30 10.2 10.2 9.00 5.()(コ

同 一 0.45 36.30 3.4 3.6 3.50 1.60 

ド 可司r ~ ← 2.E氾 3635 一 一 0.60 0.40 

同 一 1.20 36.40 一 0.30 一
同 一 1.15 36.55 一 一 0.25 一
同 一 3.80 36.70 29.0 29.0 26.00 10.(氾

同 一 1.45 36.90 一 一 0.30 一
ェy ヤマザグラ 0.8a 37.(氾 一 一 0.80 ー

F 『司r ~ 一 1.35 37.20 一 一 0.35 一
同 一 .1.80 37.30 一 一 0.15 一

ェ y イ タヤ 一 . 2.50 37.40 一 一 0.70 0.40 

同 1.35 一 37.70 2.2 2.4 3.()(コ 1.40 
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Xロ1
胸高直径

樹高 枝下cm 
樹 種 ym 備 考

+ N-S m m 

エ Y イ d<ヤ 1.35 一 37.70 一 1.50 0.70 

F 『司「 ~ 一 1.田 38.0:コ 一 一 0.70 0.50 

ニ己 y 円司「 ~ 一 2.∞ 38.∞ 一 一 0.40 0.20 

ド ーマ ~ 一 1.叩 38.10 一 一 0.40 0.10 

エ y イ タヤ 1.65 一 38.20 1.6 1.4 2.50 1.10 

ト ド 司司F 1ジ 2.30 38.20 一 0.70 0.30 

エ Y イ タ ヤ 1.65 一 38.30 1.6 1.8 2.30 1.00 

同 1.10 一 38.日 12.0 11.6 9.∞ 2.∞ 
ド .マ ~ 0.45 38.80 2.2 1.8 1.30 1.00 

同 3.25 一 39.0:コ 2.4 2.2 0.9(コ 0.50 

同 3.35 一 39.∞ 一 一 0.30 一
同 3.00 39.10 一 一 1.40 O.E幻

同 3.30 39.10 2.0 1.8 1.20 0.70 

イ チ ヰ 1.70 一 39.回 2.4 2.2 1.田 1.10 

関 2.20 一 39.50 3.0 3.0 1.50 0.?5 

ド で司「 ~ 0.55 一 39.60 一 一 O.剖 0.60 

同 2.25 一 39.70 一 一 0.40 一
同 3.60 39.80 13.0 13.1 8.0:コ 3.c氾

同 一 3.S(コ 39.80 2.2 2.4 1.CO 0.70 

同 一 3.叩 39.80 一 一 0.40 0.30 

同 一 3.30 40.00 一 一 0.50 0.30 

二巳 y 句司「 少 一 3.20 40.20 一 一 0.70 0.50 

クヤ....;;、 y ノキ 3.釦 40.20 20.8 20.0 15.(氾 10.∞ 
ド で司F ~ 2.9(コ 一 40.60 4.8 3.2 3.20 2.50 

ケヤマ ρyノキ 一 3.50 40.60 19.0 19.2 12.0:コ 8α〉

ト ド 『司「 ~ 一 0.10 40.80 ーー 0.60 0.50 

同 3.20 40.80 一 0.35 ー

同 一 0.20 40.90 一 一 1.0:コ O.E幻

イ チ ヰ 2.0:コ 一 4160 一 一 0.90 一
同 2.10 一 41.60 一 一 0.80 一
同 1.70 一 41.70 ー 一 0.60 一
ド 『司r ~ 1.40 一 41.80 一 0.25 一

イ チ ヰ 1.75 一 41.85 一 O.E氾

手〆 ロザグ 7 2.55 一 4H幻 一 一 1.80 1.∞ 
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目白高直径xm 樹高 投下cm 
樹 種 ym 備 考

+ N-S m m 

イ チ ヰ 1.70 一 42.CXコ 一 一 0.25 一
ト ド .マ 少 2.20 一 42.00 一 一 O.日 一
¥ 
fJ !J:" イカ y バ 3.85 一 42.CXコ 4.0 4.0 4.00 1.50 

ド 司司r 1少 3.田 一 42.80 14.8 14.8 8.仁氾 7.00 

同 4.00 一 43.00 一 一 0.30 一
ェ y イ l'ヤ 2.Eわ 一- 43.20 11.6 12.0 1O.CXコ 4.(わ

F .マ ~ 一 3.10 44.90 15.0 16.0 8.00 3.∞ 
イ チ ヰ 0.40 一 48.40 一 一 0.50 一
同 0.50 一 48.70 2.2 2.4 2.CXコ 1.10 

同 O.印 一 48.s(コ 一 0.50 一
同 1.筑) 回コ.【氾 一 一 0.25 一
同 1.40 一 ぽ}E幻 一 0.40 一

エ Y イ タヤ 一 3.20 53.00 2.2 2.2 2.5(コ 2.00 

ド -マ ツ 0.80 一 54.40 33.4 37.8 26.∞ 10.00 
オ b ヨ fJ 一 O.S(コ 54.印 一 一 1.5(コ 一
同 0.30 一 54.90 2.8 3.0 3.50 H氾

同 O 一 55.(わ 3.3 3.4 3.70 1.∞ 
同 一 1.15 56.20 2.4 2.4 3.00 1.60 

ケヤ.....;>、 y ノキ 1.日 一 57.50 2.2 2.2 2.50 1.60 

同 1.60 一 57.E幻 2.3 2.4 3α〉 1.50 

同 1.45 一 回目 2.0 2.0 2.00 O印

同 1.75 一 58.50 4.4 4.4 4.∞ 2.00 
ヤ ーマ ク. ;>、 一 2.50 62.50 2.0 2.0 3.(氾 1.00 

ド 可司F ~ 一 0.05 63.40 一 0.40 

ヤ 円司「 ク。 ;>、 一 2.()(コ 64.CXコ 3.8 3.8 4.(わ 2.00 • 
同 2.50 64.00 3.8 3.8 4.00 1.50 

ケヤ.....>.、 y ノキ 一 1.30 72.(氾 6.8 6.8 350 2.[わ

同 一 1.30 72.10 38.6 41.2 一 一 伐根
同 一 3.20 73.E氾 22.0 21.2 9.00 3αコ

γ ナ ノ
ヨー 一 2.45 76.10 2.4 2.6 2.::氾 1.印

VII. 21， 1933.調査.

向本帯欣標準匡!1J地内トドマツ多く，笹類の少き所の下唐の (lml!j、標準匡割地を取りて下草

を調主せしにさたの如し。



植物名

=& Y ユグ. l} ;;、

すグヤマザサ

戸ナ b l}ノキ

少 3レ V ヨ-

A V カ'

B. 北東斜面潤葉樹林

(8x 150m2)帯紙標準直書j地

本軍主

14 

4 

4 

4 
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横物名 本聾責

オホパスノキ

エ y グロ亨スプ

三重 R司F ζL 

ス グ 類 多重責

本帯欣標準区劃地は本流の南西側，標高295mより北方に分走せる小尾根附近(本流より150m)

より流昨に至る北東斜面のi験阻地(約35
0

) にして，基岩は輝緑援次岩なり。

此の斜面はオヒョウ，シナノキ， エゾイタヤ等を主とする潤葉樹林にして，ダケカンパ，ヒロ

ハキハダ，ヤマグハ等を混す言。下屠はオクヤマザサ，ネマガリダケ等優勢にして，瀧木にはムシカ

リ，ノリノキ，エゾマユミ等あり。最下居にはリヤウメンシグ，ジウモンジシグ，ヲシグ，サカダ

ヰノデ，ハクマウヰノデ，イハガネゼンマイ， ヒトリシヅカ，ヱゾシヤウマ，コンロンサウ， ミヤ

マスミレ;L-ヰヱフボタン，サンカエフ，ザゼンサウ， エンレイサウ，エゾウバユり等，叉蔓草類

にはツルアヂサヰ，ヤマプダウ，ツタウルシ， ミヤママタタピ等生じ，柏々欝聞の破れし所には笹

類の聞にオ=シモツケ，オホイタドリ，ハナウド， エソニウ，ウラグヨプスマサウ，ハンゴンサウ，

オホプキ等の大型草本混歩。向本標準匡劃地内下部 (y70m-y100m)にヤマグハの多き所あり。下

屠は笹類旺盛にしてオニシモツケ，ハナウド，ハンゴンサウ，アザミ類，ヤマプグウ等生歩。

本帯扶標準匿劃地始端より 112m(y)にて王子坦地(幅31米〕と左り，斜面の終れる所より幅5米

の操地ありてエゾリウキンクワ， ミツバタネツケバナ，キツリフネ， ミミカウモリ，カサスグ等生

歩。此の平坦地にはケヤマハンノキ，オヒョウ，ヤマグハ等散生し，下屠はオクヤマザサ優勢にし

てェゾプヂサヰ，ジウモンジシダ，ハンゴンサウ，ザゼンサウ，ヤマプダウ，アマチヤヅル等生十。

更に此の平坦地が本流水面に接する傾斜面 (NE40
0

) に生やる下草は弐の如し。

ジウモンジシダ，クジャクシグ， オホパイラクサ，エゾシヤウマ，ルヰヱフシヤウマ，ヤマプ

キシヤウマ，ヒメイチグ，キツリフネ，ハナウド， ミヤマタウパナ， ヱゾオホパセンキウ，ヱゾカ

ラマツ，クルマバサウ，ウラグヨプスマサウ，オホバタケシマラン，ゴマナ，ヤマプダウテウセ

ンゴミシ等。

本帯欣標準医書j地始端1付近の尾根筋は針潤1昆清林にして，トドマツ(胸高直径38cm;樹高16m)

多く，ヱyマツ混じ，ダケカンパ， ミヅナラ，エゾイタヤ，シナノキ，エゾナナカマド，シロザク

ラ，ホホノキ等生十。下居はオクヤマザサ優勢なれe，飴り密ならす=。濯木にはムシカリ，コヱウ

ラク，コマユミ，オホパスノキ等あり。最下屠にはツルツグ，ツルシキミ，エゾシヤウマ，オクエ

ゾサイシン，ヒロハヒメイチグ，アザミ類等，叉蔓草類にはツルアヂサヰ，ヤマプグウ，テウセ y
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ゴミシ等生十。

今，本帯状標準直書j地内に於ける主要なる木本を表示せんに次の如し。(五十表〕

第五十表

xm 胸品， 1直径
樹高 枝下

樹
cm 

種 ym 備
+ m m 

ド ーす !)> 一 0.40 O 10.0 10.8 9.(;'(コ 6.(氾

ニ巳 y 円司r !)> 一 0.50 0.30 一 一 0.55 一
ェ y イ タヤ O 一 O.田 一 1.00 一
タ・クカ y .T'マ 一 1.75 1.10 42.8 47.6 13.50 7.00 

ト ド て司F !)> 一 2.00 1.70 8.6 8.6 5.∞ 一 枯~
同 0.35 一 1.90 18.6 19.2 8.田 5.臼

同 0.30 一 2.00 一 一 0.80 一
靖て 語て ノ ヨp 2.10 一 2.20 10.0 10.0 8.50 5.(;'(コ

同 3.∞ 一 2‘20 6.2 7.2 5.印 2.50 

同 1.85 一 2.50 20.0 21.4 10.(氾 6.(;'(コ

イ チ ヰ ー圃 0.85 2.80 4.4 4.8 2.20 0.60 先折

ド 『司「 !)> } 2.15 4.00 10.0 10.2 5‘00 2.70 

同 一 3.15 4.10 38.4 34.0 一 一 枯損
イ チ ヰ 0.10 一 4.20 8.0 8.6 5.(;'(コ 2.70 

ド 円司「 ~ 3.60 一 5.∞ 20.0 20.4 8.(氾 一 枯損
同 2.40 一 5.E氾 19.4 21.6 10.00 4.50 

ペユイ d'ヤ 1.30 一 8‘30 33.0 33.0 11.50 7.(;'(コ

同 1.70 一 8.30 38.0 お.2 11.00 3.20 

ム γ カ 1.70 9.30 一 一 2.15 一
同 1.10 一 9.40 一 -. 2.20 一
同 一 1.∞ 9.80 一 一 2.30 一
同 1.70 一 10.60 一 一 3.00 一
同 一 1.泊 12.40 一 一 2.30 一
同 一 1.65 12.40 一 ー 2.50 

同 一 1.10 12.60 一 一 2.50 一
同 一 2.40 15.(氾 一 一 2.日

同 1.25 一 16.40 一 一 2.10 一
同 1.10 一 16.E氾 一 2.E幻 一
ド 『司r ~ 0.10 一 19.40 15.2 15.0 8.50 3.50 

オ b ヨ fJ 0.10 一 21.00 3.4 3.00 1.5<コ
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xm 胸高直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備 考
+ N-S m m 

オ h ヨ fJ 一 3.00 自.日 25.6 25.8 10.00 2.50 

ト ド 『司r ~ 0.45 21.60 14.0 13.6 8.田 3.田

A γ カl 1.CXコ 一 22.00 一 .2.50 一
同 1.05 一 22.αコ 一 一 2.50 一

ト ド ゆず ¥l> 0.60 25.15 8.4 8.4 6.CXコ 3.CXコ

オ b ヨ fJ 3.35 一 26.70 4.0 4.0 3.50 H氾

同 3.80 一 27.20 3.8 3.8 3.∞ 1.00 
同 一 2.90 29.60 19.4 20.0 13.00 3.00 

ト ド 竺司F 少 3.35 29.60 14.0 14.6 10.(氾 3.50 

オ b 三ヨ fJ 一 2.55 30.∞ 一 一 2.70 一
同 2.75 一 30.10 2.6 2.6 4.(氾 2.00 

同 1.65 一 30.30 8.2 8.6 6∞ 3.20 
同 2.75 一 32.50 2.0 2.0 3.50 2.(幻

同 3.25 一 34.50 9.6 9.8 8.50 4.CXコ

手r ナ ノ ヨー 4，G(コ 一 41.00 31.0 32.0 15.00 6.00 

同 4.0コ 一 41.10 31.0 33.0 16.00 10.00 

ペユイ タヤ 0.60 一 40.50 16.2 16.0 8.00 2.<わ

γ ナ ノ ~ 2.95 一 41.40 一 一 2.50 

同 3.20 一 41.日 5.0 5.0 4.00 一
オ b ヨr 守 一 1.35 42.S(コ 4.8 4.8 4.CXコ 1.10 

同 一 3.45 44A幻 43.0 41.6 16.50 7.50 

~・&-カ る T< 3.30 一 45.印 52.6 44.0 一 一 元折
同 2.60 一 46.00 回.0 68.0 18.CXコ 7αコ

オ h ヨ 守 一 3.55 46J幻 23.4 23.0 12.CXコ 5.α】

ェ y イ ~ヤ 一 2.15 47.20 一 一 2.印 一
同 一 2.25 47.20 一 一 2.50 一

ジ ナ ノ ヨF 一 3.90 49.90 一 一 4.0コ 1.50 

同 一 3.45 思)，00 一 一 2.30 1.00 

ペユイ タヤ 2.55 一 55田 32.2 35.6 14.00 1.田

同 0.85 一 56.70 5.2 5.2 5.50 3.00 

む' ナ ノ ヨr 一 3.80 国 .10 2.6 2.6 2.50 0.80 

同 一 3.70 58.20 6.4 6.8 3.印 1.田

0.20 一 日.20 15.0 15.6 10.(氾 2.田

1.00 一 58.20 3.0 3.0 2.s(コ 1.00 
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xm 胸高直径
樹高 校下

樹 種
cm 

備 考.ym 

+ m m 

γ ナ ノ キ 一 3.S(コ 58.20 3.2 3.2 3.(氾 1.回

ヤ 司司「 ~. >、 3.∞ 63.E沿 一 一 3.回 1.()(コ

γ ナ ノ
ヨー
4.(幻 一 67.(J(コ 一 一 2.40 1.田

同 4.(J(コ 一 67.10 一 一 3.∞ 2.∞ 
同 4.(J(コ 一 67.60 一 一 2.50 1.印

ヤ ヤマ グ ム》、 一 1.85 69.00 一 一 3.80 2.00 

同 一 0.80 73.(お 一 3.20 2.00 

同 O 一 74.00 6.4 6.4 5.∞ 2.∞ 
γ fJ ~ザグラ 0.10 一 75Aね 一 一 3.(J(コ 一
ヤ 円司r グ >、 0.60 80.00 11.0 10.0 6∞ 1.回

同 一 1.85 80.∞ 1.8 1.8 5.50 3.∞ 
同 2.fヌコ 8O.S(コ 2.0 2.0 2.田 1.30 

I司 1.55 86.80 6.0 5.8 6.00 1.00 

同 1.':幻 一 87.(J(コ 4.4 4.4 3.50 1.20 

同 一 2.α〕 87.00 一 一 4∞ 一
同 3.50 87.00 3.4 3.4 3.80 1.40 

同 一 2.70 88.20 5.0 5.0 5.∞ 1.(氾
同 一 1.50 90.50 5.0 4.6 4.50 1.回

同 一 2.55 91.30 5.8 5.8 4.50 2.00 

ェ y ィ タヤ 1.70 93.20 45.0 52.0 15.00 2.∞ 
ヤ 円司「 グ >、 一 0.80 93.50 4.2 4.2 3.50 1.50 

同 一 3.15 99.60 4.7 4.7 5.00 1.30 

"* 
b ヨ fJ 一 0.40 100.00 51.8 50.6 20α〕 6.∞ 
同 0.50 一 1∞.50 41.2 筏3.0 17.00 7.(わ

同 2.(J(コ 一 100.∞ 49.0 71.0 18.00 4.00 
ケヤ..，.. "、 y ノキ 0.10 127.00 25.6 29.9 14.∞ 5.(わ

同 一 0.10 127.00 18.8 23.0 10.00 4.00 

伺 一 1.80 127.()(コ 31.0 34.4 一 5.∞ 枯中 損折
ト ド て司「 ~ 一 3.10 144.(わ 60.2 64.4 9.∞ 一 枯損
エ Y イ 1<ヤ 一 2.70 146.()(コ 1.2 1.2 2.(J(コ 1.20 . 
オ b ヨ 守 一 2.90 146.00 40.6 42.2 12.()(コ 7.∞ 枯損
エ Y イ タヤ 3.40 147.CXコ 5.4 5.4 4α3 1.90 

VII. 22， 1933.調査.
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備本帯紙標準直劃地内の下屠の(1.5m)2小標準直書]地を取りて，下草を調査せしにさたの如し。

植物名

ム γ カリ

ネマカ'甲~.ヶ

bロ戸 b メイチゲ

テ守セ Y ::l.+ ミ γ

本聖堂

13 

11 

10 

2 

植 物名 本聾主

ミ')' fJモ y ，!/， γ ダ

ョ y ロ y サウ

ヤマプダ fJ

ミヤマ マ タタピ

第=節 揺鉢山に於ftt~方位に懐石林相の饗f-t

1.摺鉢山に於ける方位に依る林相型化の甑相

指鉢山は標高482m，天瞳第二演習林間寒別川支流なるヌポロマツポロ津本流の上流々域に位し，

東方700mにして，北見，天瞳園境に至る。(第二十二圃参照一56頁〕

北方は竺空竺三J主主旦津本流の上流を隔て知駒岳(標高532m)山塊の針潤混滑林に封し，東方

は園境山稜の針葉樹林に蓮り，南方にてはヌポロマツポロ津支流を隔てて，園境より西方に走れる

尾根の針葉樹林に面し西方はヌポロマツポロ揮の二岐の針葉樹多き森林に終る。

2. 摺鉢山に於ける方位に依る林相饗化の標準地

方位に依る林相の費化研究の詩，括鉢山頂に略々東西南北に4個の帯朕標準医書]地を取れり。

A. 東面 (5x 300m2)帯蹴標準直劃地

本帯欣標準直書j地は山頂より東方園境山稜に至る尾根に従ひ略々東方に取れり。此の斜面は傾

斜15-26
0

にして，念斜地註れど直書j地の下部に至れば綬斜地となる。基岩は片岩類(帥戚古揮居〕

にして，下部経斜地に至りでは蛇紋岩となる。

本商山頂附近はチシマザクラ， タカネナナカマド等多 <.アカミノイヌツグ混じ，下居はチシ

マザサ旺盛にして，濯木にはムシカリ，オホパスノキ， ヱゾクロウスゴ等生じ，最下居にはツルツ

グ，ツルシキミ，シラネワラピ， トヂナシゴエフイチゴ，ヒロハヒメイチグ，エゾョツバムグラ等，

叉蔓草類にはツルアヂサヰ，ツタウルシ等生十。約40m(y)より以下はグケカンバ林となり，グケ

カンパ疎生し，ナナカマド， ミヅナラ，ぺ=イタヤ等の鰻生樹生じ，折々シナノキの建生樹(高さ

1-2m)の群圏扶に生ぜる所あり。下屠はチシマザサ，才クヤマザサ(高さ2.1m)紅盛にして，瀧

木にはムシカリ， ノリノキ，ムラサキツリバナ，オホパスノキ，ハナヒリノキ，エゾイボタ雪:あり。

最下屠にはツルツグ，ツルシキミ，シラネワラピ，オホバシヨリマ， ミヤマワラピ，ジウモンジシ

グ， トラノヲシグ，オクエゾサイシン，シラオヒハコベ， トグナシゴエフイチゴ，ヒロハヒメイチ

グ，クルマパサウ，エゾョツパムグラ，タユギキヤウ， ミミカウモ])，セウゼウスグ，オホマヒヅ

ルサウ，オホパタケシマラン，ギヤウジヤニンユク等，叉蔓草類にはツルアヂサヰ，ツタウルシ，

エゾサルナシ， ミヤママタタピ等生す=。

高度430m以下はシナノキーミヅナラ林型となるも，その護建は著しからやしてダケカンバ多
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く， ミヅナラ，シナノキ等の他ぺ=イタヤ， エゾナナカマド等を伴ひ，叉ミヤマハンノキの生ぜる

所あり。下屠は極めて旺盛なるオクヤマザサ(高さ3.1m)により占められ，謹木にはチシマザクラ，

ムラサキツ Pバナ，ヒロハツリバナ，ムシカリ，ノ Fノキ，オホパスノキ，エゾユヅPハ等あり。

最下唐にはツルツグ，ツルシキミ，シラネワラピ，オホパシヨリマ，ホソバタウグシパ，オクェゾ

サイシン， トグナシゴエフイチゴ，ヒロハヒメイチグ，アカミノルヰエフシヤウマ，タユギキヤウ，

オホマヒヅルサウ等，叉蔓童類にはツJL-アヂサヰ，ツクウルシ， ミヤママタタピ等生十。更に下り

て250m(y)附近よりダケカンペナナカマド等にトドマツ混入して針澗混滑林となる。(時にヱゾ

バツコヤナギ散生す〉下屠はオクヤマザサ密生し，長大となりて高さ3.5ml'C達し，jfP.木にはムシカ

リ，コエウラク，オホパスノキ，エゾクロウスゴ，ヱゾユヅリハ等生じ，最下居にはツルツグ，ツ

}L-シキミ，シラネワラビ，オホパシヨリマ， ホソバタウグシパ，ザゼンサウ，セウゼウスグ，オホ

マヒヅルサウ等，叉蔓草類にはツタウルシあり。

向本匡劃地より下部は綬斜地にして， エゾマツ， トドマツ，ダケカンバ，シナノキ，ナナカマ

ド等の針潤混清林となり，閤境沿の山稜に至る。下屠はオクヤマザサ極めて旺盛にして密生し，濯

木にはムシカリ， ノリノキ等生じ，最下唐にはツルツグ，ツルシキミ，オクエゾサイシン，ヒロハ

ヒメイチグ，セウゼウスグ，ザゼンサウ，オホマヒヅルサウ等，叉蔓童顔にはツルアヂサヰ，ツタ

ウルシ等生十。

今，本帯欣標準直劃地内に於ける主要なる木本を表示せんに弐の如し。(第五十一表〕

第五十ー表

Xlll 
胸高直径

樹 種 ym 
cm 

備 考
十

アカミノイヌ少ゲ O 一 O 6.0 6.3 2.80 一

タカネナナカマ ド O 一 0.10 3.8 3.8 2.40 1.30 

同 0.95 一 3.30 6.0 6.0 2.αコ 0.70 

同 O 一 4.(わ 4.2 4.2 2.40 0.90 

同 一 1.15 4.30 4.0 4.0 2.20 1.()(コ

ナナカマ ド 一 1.70 4.65 17.4 15.0 3.40 1.60 

アカミノイヌ少ゲ 0.78 一 5.10 4.0 4.2 3.00 1.00 

同 1.(わ 一 5.20 2.4 2.4 2.40 1.70 

ム γ カ 2.05 一 7.70 一 一 2.70 一

、一、‘ グ ナ 7 2.()(コ 一 7.85 3.4 3.4 一 一 枯 f員

タカネナナカ T ド ーー 1.50 9.∞ 5.2 5.4 3.70 1.50 

同 O 一 9.40 5.0 5.0 3.50 2.30 

同 一 0.90 9.日 52 5β 2.40 1.70 
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xm 胸高直俊
樹高 枝下

樹
cm 

種 ym 備 考

+ m m 

タカネナナカ T ド 一 1.10 9.90 4.4 5.0 3.0:コ 1.40 

チ γTザ、グヲ 2.仁沿 一 10.50 5.0 5.0 3.∞ 1.∞ 
タカネナナカ T ド 一 1.∞ 10.75 4.0 5.0 2.50 1.30 

『 グ ナ ヲ 0.85 一 16.60 一 1.10 一
タカネナナカ T ド 一 2.~幻 18.90 5.0 5.4 3.~幻 0.70 

同 一 2.42 19.c氾 4.0 4.0 1.50 1.20 

同 2.25 19.25 3.2 3.8 2.30 

ペユイ イヌ ヤ 2.25 19.55 1.4 1.4 1.田 一
ダク カ v バ 0.30 一 19.90 10.2 10.8 7.00 4.00 

同 一 1.73 20.30 17.0 20.0 7.(氾 3.50 

タカネナナカ T ド O 21.()(コ 3.4 3.2 3.50 2.()(コ

チジ T ザグラ O 一 26.70 10.0 10.0 4.00 1.50 

同 一 1.∞ 27.70 12.0 10.4 5.印 0.70 

同 一 1.80 27.90 18.0 18.0 5.(幻 2.50 

同 1.45 一 31，00 5.0 5.0 4.∞ O.釦
タカネナナカ T ド 0.55 一 39.50 2.0 2.0 1.30 一
ター夕方 r パ 0.75 40.00 48.0 47.0 10.00 1.80 

エ Y ナナカ T ド O 一 41.田 8.8 9.0 6.(氾 1.50 

ノ ノ キ 0.70 一 49.55 一 一 1.∞ 一
チジマザグラ 0.90 一 52.∞ 一 一 1.10 一
ダク カ シ〆 ヌマ 一 1.85 54.20 3.0 3.2 2.&コ ー『

チ v ~ザ、グラ 0.60 一 55.∞ 一 一 1.15 一
ジ ナ ノ ヨp 一 1.20 56.20 3.6 3.6 2.&コ 一
~な ご三 イ タヤ 一 0.95 57.05 一 1.印 一
エ Y ナナカマド O 一 60.60 18.0 21.4 6.∞ 1.00 

同 1.25 一 62∞ 10.2 10.6 4.50 1.51コ

手r ナ ノ ~ 0.55 一 62.70 一 一 1.40 一
同 0.40 一 63.70 一 1.40 一
同 一 1.20 63.70 1.6 1.6 1.35 一
同 一 0.40 63.80 3.2 3.3 1.田 一
同 1.40 一 64.∞ 3.4 3.2 2.00 一

ダクカ シ〆〆守 1.85 一 64.∞ 16.4 15.5 6.00 2.40 

手F ナ ノ ヨp 1.()(コ 一 64.15 2.0 2.0 1.50 一
同 一 1.泊 67.'2J.コ 2.6 2.4 1.10 一. 
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xm 胸品直径
樹高 投下cm 

樹 種 ym 備
+ 一 m m 

y、、〆， ナ ノ 0¥- 1.15 一 67.85 4.8 4.7 2.1:氾 1.80 

ダクカ ふ〆 7マ 一 1.80 69∞ 2.6 3.0 2.30 一
ぺこイ 担ヤ 一 1.70 69.75 1.8 1.8 2.50 

チ v ~ザグヲ 1.回 71.10 一 一 2.3(コ 一
、、 グ・ ナ ラ 一 0.60 71.10 5.0 5.4 3.30 1.50 

~.ヶカ :y 7"マ 1.25 73.10 5.8 5.6 2.日 1.90 

、司 'fJ' ナ ラ 1.95 一 74.70 3.0 3.2 2.∞ 一
ム V カ 0.70 一 75.40 一 一 1;90 一
V ナ ノ キ 一 0.75 76.70 3.6 3.6 2.15 一

同 一 1.35 77.40 3.0 2.8 225 一
同 0.65 一 78.00 一 1.40 一
同 一 0.90 78.85 2.7 2.6 2.20 一
同 一 0.10 79.70 2.8 2.7 230 一

ム γ カ 一 O.叩 101.40 一 一 1.90 一
同 1.25 一 103.60 一 一 1.80 一

、 'fJ' ナ ラ ー 1.75 110.20 40.0 47.0 8.00 4.5'つ

同 一 1.70 110.60 50.0 50.5 7αコ 2.50 

ダクカ 〉〆 yマ O 一 114.50 4.6 5.0 3却 2.田

同 1.70 一 114.60 9.0 88 5.20 3.00 

同 0.65 一 116.∞ 8.0 8.0 6.()(コ 4.00 

同 O 一 129.∞ 47.0 46.0 10.50 5.日

ム γ カ 0.70 ーー 133.30 一 一 1.90 一
ベヱイ タヤ 1.()(コ 一 144.30 6.4 7.0 2.50 1.∞ 

同 1.50 一 144.60 18.2 17.0 6.50 1.60 

4 シ カ 一 1.∞ 145.50 一 2.60 一
司. 'fJ' ナ ラ 一 1.00 147.00 回.2 79.0 11.00 2.30 

エ Y ナナカ T ド 2.40 一 147.35 10.0 10.0 3.00 2.50 

b 日戸~ 1J バナ 一 0.35 148.90 3.0 2.8 3.30 一
、 ')1' ナ ラ 一 0.40 152.80 4.2 4.4 3.60 1.即

ナナカ 円可r ド 1.90 一 153.00 一 一 2.40 一
ベコイ タヤ 2.00 一 153.∞ 2.8 2.4 2.40 一
、司、 ')1' ナ ラ 一 0.25 153.50 1. 一 1.()(コ 一
エ Y ナナカ T ド 一 1.3ο 154.40 8.0 7.8 i 5.(氾 2.CXコ

ノ 明 ノ ヨャ O 一 154.70 一 2.00 一
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xm 胸高直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備 考
+ m m 

?-"ヶカ シ〆 pマ 一 1.50 155∞ 22.2 21.8 7.00 2.30 

、、、 ~~ ナ ヲ 1.70 一 155.75 45.0 45.0 一 一 元折
エ Y ナナカ T ド 1.40 一 156.10 10.0 10.2 5.50 2.∞ 
チジマ ザグヲ O.泊 159.90 6.0 6.0 4.()(コ 1.70 

ダクカ ヨ/バ 一 1.(わ 167.50 75.0 75.0 12.∞ 4.00 
チ γ 可ザグラ 一 0.20 168.00 一 2.00 一
?-・?'カ 診〆 7マ 0.85 178α3 27.4 29.0 12.αコ 4.30 

同 一 1.75 179.30 36.4 35.3 11.∞ 3.60 
"" ::'..イ タヤ 0.75 180.10 一 3.∞ 一
?-・?'カ 〉〆;>守 一 2.E氾 1釦.20 19.0 17.3 11.()(コ 7.50 

γ ナ ノ
ヨー 一 2.20 184.50 5.2 4.8 5.∞ 2.CXコ

同 一 1.80 185.15 15.0 14.6 9.∞ 3.70 
同 一 1.75 185.20 34.1 28.2 10α3 2.∞ 
同 一 2.00 186.80 2.8 2.4 2.日 1.∞ 
同 一 2.00 187.00 5.3 4.4 3.(氾 1.80 

同 一 2.25 190.10 17.0 15.0 9.∞ 2.40 
ム 争F カ 一 2.50 195.80 一 2.印 一
ダク カ 〉〆 pぜ 1.80 一 199.50 54.8 47.0 13.00 2.80 

、 :;1" ナ ヲ 一 1.45 2α).30 30.2 27.1 9.00 2.30 

ダケカ 診〆;>、さ 一 1.20 四9.50 68.0 68.0 13.∞ 3.80 
寺f ナ ノ Z持 1.印 215.85 29.4 29.5 10.∞ 1.20 

同 0.70 一 219.40 7.4 7.4 4.()(コ 2.()(コ

ダケ カ 診〆 pマ 一 1.40 231.80 日.4 44.1 11.C氾 3.00 

同 1.(氾 一 232.50 57.0 56.4 一 一 枯 t員
主ヤ.." ;>、 y ノキ 一 1.30 234.60 5.3 5.6 6.∞ 3.()(コ
同 2.氏J 一 236‘()(コ 16.0 16.4 7.(氾 1.50 

タ・クカ 診〆 p号 一 1.60 236.∞ 位 .1 53.0 12.00 4.00 

ナナカ T ド 一 1.20 237.00 8.0 6.8 4.<氾 1.96 

ド てず 少 一 1.30 252.50 43.6 44.6 一 枯領
同 一 2.()(コ 260.80 25.4 24.6 10.00 3.00 

?-・クカ 〉〆 7'さ 1.65 一 270.00 17.3 17.2 12.CXコ 5.∞ 
同 1.00 一 270.20 27.0 26.0 12.()(コ 5.∞ 
同 0.70 一 270.30 12.0 12.1 9.CXコ 2.30 

ナナカ 、司「 F 2.∞ 一 271.00 26.0 間.0 11.00 2.50 
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xm 胸高直径
樹高 枝下

給J 種
cm 

備 考 iym 
+ m m 

ダク カ 診"マ 2.50 一 272.20 46.0 45.0 13.00 4.印

エY ノパ~コヤナ苧 1.40 一 280.0:コ 22.5 22.0 7.(氾 2.∞ 
ナナカ T ド 2.00 一 2飽 .80 17.0 17.3 6∞ 1.50 
ド ーマ ~ O 一 299.(沿 42.0 36.0 12.00 3.0:コ

VIII. 18， 1933.調査.

向本帯紙標準匡劃地内，針澗混滑林となれる所の下屠の(1.5m)2小標準医書j地を取りて，下草

を調査せしに弐の如し。

植物名

オグヤ T ザサ

ホソパ?<fJグ γ パ

γ ラネ F ヲピ

ムシカ甲

少 yν アヂサヰ

本殿

3ヨ

20 

12 

8 

8 

B. 西面 (5x500m)2帯蹴標準直劃地

備考

高さ 3m

植 物 名 本数

~ '"' v キ 、、 7 

~ 1レ ~ ゲ 5 

オホパスノキ 3 

-yt ~' :yサ fJ 2 

日少 タ fJ レジ 2 

本帯紙標準医書j地は山頂より西方，ヌポロマツポロ津上流二岐に至る刈分小逗に従ひ略々西方

に取れり。此の斜面は傾斜18
0

-34
0

にして，概ね念斜地多 <.基岩は片岩類(神威古揮居〉にして，

下方は蛇紋岩なり。

本面山頂附近はアカミノイヌツグ多く，タカネナナカマド混じ，チシマザクラ，イチヰ等あり。

また一小部低きシナノキの多き所あり。叉ミヅナラの幼樹混歩。下居は旺盛なるチシマザサ及オク

ヤマザサ(最高2.3m)により占められ，漉木にはムシカ!J，ノ Pノキ，ヒロハツリパナ，ハナヒリ

ノキ，オホパスノキ，エゾイボタ等あり。最下居にはツルツグ，ツルシキミ，シラネワラピ， ミヤ

マワラピ，ホソパタウグシバ， ウチハマ γネンスギ，シラオヒハコベ，ヒロハヒメイチグ， ミミカ

ウモリ，タニギキヤウ，セウゼウスグ，オホマヒヅルサウ等，叉蔓草類にはツ)Vアヂサヰあり。頂

上より30m(y)にしてアカミノイヌツグ減じ疎なるダケカンバ林となる。之より以下100m(y)まで

はダケカンパを主とし，シナノキ， ミヅナラ，エゾイタヤ等の幼樹が笹類に混生せり。高度440m以

下400mまではシナノキーミヅナラ林型にして，傾斜は18
0

_30"を示し，急:斜地多く，ダケカンペ

センノキ，ヱゾイタヤ，ベェイタヤ，ナナカマド等混じ下居はオクヤマザサ(高さ2.2m)優勢に

して，瀧木にはムシヵ!J，ノリノキ，ヒロツリバナ等あり。最下居にはツルシキミ， シラネワラ

ピ，ヲシダ，ヱゾシヤウマ，サンカエフ， トグナシゴエフイチゴ，エゾニウ，ハナウド，クルマパ

サウ，アザミ類，スグ類，オホマヒヅルサウ等，叉，蔓草類にはツJレアヂサヰ， ヤマプダウ，ツタ

ウルシ，テウセンゴミシ等生ヂ。更に下りて高度400m近くなれば傾斜約28
0

となり，シナノキ，エゾ
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イタヤ，グケカンパ， ミヅナラ， エゾナナカマド等生じ，ヱメマツ， トドマツ少しく混生し，下居

はオクヤマザサ(高さ2.4m)により占められ，濃木にはムシカリ，ヒロハツリパナ等あり。最下居

にはツルツグ，ツルシキミ，ハヒイヌツグ，ヱゾシヤウマ， トグナシゴエフイチゴ，エゾヨツバム

グラ等，叉蔓主主類にはツルアチ、サヰ，ヤマプダウ，ツタウルシ等生す言。高度390m以下は針葉樹の多

き林となり，傾斜18
0

-34。にして，基岩は蛇紋岩となる。針葉樹にはトドマツ，ヱグマツ多く，イチ

ヰ混じ，叉潤葉樹にはグケカンパ，シナノキ，べ=イタヤ，ナナカマド等生歩。下居はオクヤマザ

サ優勢にして，漉木にはムシカリ，ノリノキ， エゾクロウスゴ，ハナヒリノキ等生じ，最下屠には

ツルツヂ，ツルシキミ，シラネワラピ，オホパシヨリマ， ミヤマワラピ，ジウモンジシグ，オクエ

ゾサイシン，ヱゾシヤウマ，サンカヱフ， ヒロハヒメイチグ，ォ=シモツケ， トグナシゴエフイチ

ゴ，タユギキヤウ， ミミカウモリ，スヂ類，オホマヒヅルサウ等，又蔓草類にはヤマプダウ，ツタ

ウルシ等生宇。

今，本帯欣標準匡劃地内に於ける主要なる木本を表示せんに失の如し。(第五十二表〉

第五十=表

xm 胸高直径
樹高 校下cm 

樹 種 ym 備 考

+ m m 

タカネナナカマド O 一 O 4.0 3.8 2.泊 1.25 

アカミノイヌ~ゲ 0.5Cコ 一 o.~お 4.5 4.5 2.10 0.90 

同 O 一 0.37 5.6 5.6 3.10 0.70 

同 一 0.15 0.40 3.8 4.2 2.50 1.50 

タカネナナカ Y ド 2.20 一 0.45 3.4 3.6 2.60 一
アカミノイヌ~ゲ 1.E氾 一 1.(わ 3.9 3.9 4.40 一

同 2.3<コ 一 3.50 4.4 4.4 3.50 一
同 2.羽 一 4.日 一 一 3.50 一

チジ T ザグラ O 一 6.00 6.5 6.5 4.印 一
アカミノイヌ~ゲ 1.98 一 6.35 5.0 5.0 3.∞ ー

同 2.45 7.10 5.3 5.3 3.50 一
同 2.50 8.(わ 5.3 5.3 3.(氾 一
同 2.3<コ 一 10αコ 一 2.50 一
同 O 一 11.30 5.5 5.5 3.()(コ 一
同 O 一 11.50 7.0 7.0 3.50 一

担カネナナカマド 0.85 一 13.()(コ 2.6 2.6 1.日 一
同 O 一 14.00 5.0 5.0 350 一

チ γτ ザグラ 0.80 一 16.()(コ 8.4 8.4 4.()(コ

イ チ ヰ 0.60 17.30 5.0 5.0 2.50 一
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樹 種 考

xm 

チ γ .，.. 'Y'"、グラ

V ナノキ

アカミノイヌ少ゲ

同

γ ナノキ

アカミノイヌ~グ

同

同

同

同

同

ノ事ノキ

ム V カリ

アカミノイヌ少ゲ

タカネナナカマド

アカミノイヌ~ゲ

同

グナ

アカミノイヌ~グ

グナ

同

ノ明ノキ

アカ三ノイヌ~ゲ

グナ

アカミノイヌ少ゲ

同

ムジカ 1)

同

アカミノイヌ~ゲ

ナナカ T ド

ム γ ヵ q

同

同

グナ

∞

お

ω
臼

田

円

/

-

円

Jι

円

4

4

B

円
ζ

1.12 

2.15 

1.93 

2.50 

1.93 

2.::幻

1.印

1.CXコ

フ 0.25 

2.35 

ラ

7 

0.35 

2.(幻

2.13 

0.90 

0.80 

2.50 

2.00 

ラ

』ー 17.40

ーー 21.30 

22.CXコ

22.40 

- I 23.70 

25.00 

27.30 

28.∞ 
29.40 

29.85 

30.15 

1.20 ∞
筒

印

∞

田

町

田

引

山

辺

忽

お

お

お

U

O 

O 

1.25 

39.00 

0.85 39.30 

0.95 I 39.40 

0.78 I 41田

44.∞ 
44.00 

44.55 

45.10 

46.∞ 
47.∞ 

0.35 I 56.15 

0.85 57.60 

日二|樹fi枝m下
6.9 

2.8 

4.1 

5.4 

1.7 

7.2 

3.6 

4.4 

3.9 

ハ
b

F

O

円

D

A
・
R

U

4

・

2.2 

6.5 

4.6 

0

7

5

 

Q

U

4

t

q

ι

 

3.6 

3.4 

6.9 

2.8 

却
却
∞
・

m

m
∞.

3

1

2

2

1

3

 

4.6 

5.3 

7

ハ
口
《
b

1

7

3

 2.50 

1.日

4.4 

1.50 

2.50 

3.9 2.70 

1.50 

1.00 

5.2 

1.51コ

2.印

q

u

n

u

n

ヨ

q
u

只
U

A

マ

4
』

R
U

∞

四

田

q

u

q

u

f
』

4.CXコ

4.7 

1.30 

3.00 

1.00 

2.9 

1.6 

2.50 

2.51コ

2.4 3.00 

2.60 3.4 

0.80 

2.回

1.50 

3.0 3.00 

1.(氾

1.55 

1.00 

l.CXコ

1.10 

1.::幻

備
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xm 胸高直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備 考

+ m m 

チ v ....ザグラ 一 1.65 57.70 一 一 2日

ム γ カ 1.20 一 60.00 一 一 1.40 一
同 1.30 62.00 一 一 1.印 一

ペコイ タヤ 1.(氾 64∞ 一 ー. 1.70 一
同 2.13 一 64.10 一 一 2.00 一

ム ジ カ 0.90 一 64.25 一 一 2.∞ 一
V ナ ノ 占p 一 1.80 64.40 3.4 3.5 2.50 1.::幻

、 'y ナ ラ 1.国 一 64.55 一 一 1.8(コ 一
ム γ カ 一 0.70 65.40 一 ー 1.75 一

同 1.30 一 67.00 一 一 2.CXコ 一
ベユイ 指ヤ 2.CXコ 68.45 7.0 6.8 3.CXコ 一

同 一 1.00 68.印 4.1 3.8 3.30 1.80 

b ロヌ、~ ~ 7マナ 1.10 一 69.55 一 一 2.30 一
、 'y ナ ラ 一 2.(氾 69.90 41.6 39.8 5.CXコ 1.50 

ム ジ カ 一 0.30 71.25 一 一 1.30 一
ナナカ T ド 一 0.50 72.40 4.0 3.8 2.50 

同 1.90 73.35 8.0 8.6 4.CXコ 1.80 

γ ナ ノ 占p 1.50 一 75.70 一 一 2.40 一
同 2.00 一 76.8(コ 一 2.(氾 一

チ γTザグヲ 一 1.98 78.40 3.4 3.6 3.CXコ 1.50 

同 一 1.65 82.30 4.7 4.9 2.50 o.民J

γ ナ ノ ヨp 一 0.75 84.85 一 一 2.∞ 一
同 O 一 91.10 3.8 3.8 2.60 1.20 

ム γ カ 1.95 一 92.05 一 一 2.Eわ 一
、 グ ナ ラ 一 1.20 103.50 67.3 64.8 7.00 2.30 

l' ラ ノ ヨー 0.60 一 120.35 4.2 4.0 2.00 一
腐朽木ユ

、、 'y ナ ラ 一 0.35 129.50 45.7 45.0 一 一 径テ根株直
ダク カ 〉〆 pマ 一 0.40 147.85 18.6 19.8 7.印 2.80 

、 'y ナ ラ 一 2.日 157.60 59.0 66.0 10.CXコ 2.CXコ

ナナカ T ド 2.50 一 162.80 4.2 4.0 3.30 一
、 ~ .. ナ 7 一 1.65 176.00 47.00 50.6 7.50 1.80 

同 1.78 181.00 51.CXコ 51.4 8.CXコ 2.35 

同 2.18 一 1田.40 36.2 38.0 8.∞ 4.CXコ
ベニイ タヤ 0.90 一 196.85 16.2 18.4 5.田 2.(氾
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xm 胸品直径
樹高 技下cm 

樹 種 ym 備 考

+ m m 

ペエイ タヤ 一 2.45 20020 10.0 11.0 7.(氾 4.00 

同 2.25 一 200.50 36.2 36.0 7.50 1.30 

γ ナ ノ 三時 0.15 一 212.90 23.8 25.8 8.0:コ 2.E刃

同 0.40 一 213.20 38.4 38.2 10.00 1.70 

ペユイ タヤ 一 1.10 214.70 11.0 1.0.6 7.日 3.80 

同 0.35 一 218.35 23.0 21.6 7.00 1.40 

、 ')J' ナ ラ 一 2.22 219.∞ 38.0 35.2 7.00 2.30 

ダ夕方 〉〆>マ 2.50 一 220.50 38.2 34.7 7.(わ 2.00 

ジ ナ ノ ヨー 一 2.40 221.25 25.0 21.6 6.∞ 2.::幻
ム ジ カ 2.∞ 一 230.00 一 一 3.00 一
、、 ')J' ナ ラ 1.15 一 254.45 22.2 23.5 6.回 2.30 

ド 可司「 少 一 2.10 2日3.40 一 一 2.0:コ 一
γ ナ ノ ヨキ 1.70 一 256.50 15.8 16.2 6.50 4.:'=氾

同 一 2.∞ 256目印 20.0 20.2 7.(氾 3.田

ペユイ タヤ 一 1.::幻 256.80 一 一 0.45 一
V ナ ノ ヨー 一 1.65 256.90 一 一 0.60 一

同 1.45 一 257.00 11.4 10.6 6.50 2.20 

同 一 1.70 258.40 5.2 5.0 3.60 1.00 

同 1.85 一 263.20 20.0 22.2 8.田 4.回

同 1.45 一 263.70 5.6 5.8 4.20 2.0:コ

同 2.20 一 お3.回 43.0 40.8 10.00 4.30 

同 1.30 一 263.旬 38.0 35.6 11.∞ 3.∞ 
同 1.E氾 一 264.60 8.0 8.6 4.50 1.30 

ペユイ タヤ 一 1.85 2ヨ2.90 32.0 29.8 9.00 5.00 

エ Y ナナカ-... 1" 一 1.0:コ 298.20 14.0 13.6 7.3コ 2.20 

ニE y 『司F ~ 1.20 一 298.印 22.0 21.8 8.∞ 1.50 
ダクカ 診〆 pマ 2.00 一 298.85 19.8 20.0 9αコ 6.50 

ト ド -マ ~ 0.70 一 299.10 35.0 39.0 7.0:コ 2.50 枯m.

同 2.50 305.12 4.4 4.5 3.50 一 枯損
ニε y 『司r ~ 一 2.50 307.(氾 118.0 126.0 17.00 4.50 

ト ド 『司F 少 一 2.0:コ ω17.70 21.2 20.0 7.50 3.日

ペエイ タヤ O 一 310.25 2.5 2.4 3.38 2.00 
y 方ヨ33ニ8ザmマ=ザアノ

x y'ィ タヤ 1.15 一 342.0:コ 31.2 21.6 8.50 3.20 府レ拐切倒木繍，、

t直径50c皿〉
b ロノ、ノ"" ，.、~. 1.50 344.70 12.0 11.9 6.E氾 5.日



(125) 

xm 目白高直径
樹高 枝下cm 

樹 積 ym 備 考
+ rn rn 

タ・ .I;r カ 3〆 pマ 0.3) 一 348.泊 回.0 51.2 15.(氾 6.(氾

b ロ戸ノキ戸ダ 一 1.45 351.65 15.6 14.8 9.50 4.∞ 
同 1.田 一 354.3) 部.0 18.4 一 一 枯先 領折
同 0.95 一 31弓5.25 9.0 8.5 5.50 4.00 

ダクカ 〉〆 yマ 一 0.95 36<コ.20 一 一 O.叩 一 y ~59.5皿=Vナノキノ倒

同 一 1.10 360.20 一 一 0.85 一
t沖直:ァ荏v国岡田}

γ ナ ノ ヨキ 一 2.20 360印 17.4 16.5 7.50 5.田

同 一 1.75 360.65 15.0 12.8 8.∞ 6.∞ 
同 一 1.20 361.80 3.0 2.9 3.3) 0.70 

ナナ カマ ド 一 1.10 362.20 3.8 3.5 2.80 1.70 枯讃

同 一 0.40 366.∞ 4.0 3.6 4.50 2.00 

ペユイ 9 ヤ 一 Hわ 366.∞ 22.0 23.0 9.印 4.0:コ

同 O 一 367.00 25.0 24.0 12.00 4.卸
同 O 一 3田部 23.0 21.8 11.∞ 4.90 

戸・ .I;r カ 〉〆 pマ 一 0.70 369.30 53.0 51.0 16.0 7.(幻

ム γ カ 0.60 385.(氾 一 一 Hわ 一
ペニイ タヤ 一 O.E犯 388.40 25.6 25.8 12.00 5.田

ナナカ ーマ ド 一 0.90 3田.印 23.2 23.4 一 一 元折
~・ .I;r カ る;r< 一 0.65 389.田 750 87.0 18.0:コ 6.0:コ

γ ナ ノ ~ 0.75 一 396.45 11.2 11.0 一 一 枯損
同 0.55 一 396.90 6.8 6.0 5.日 2.80 

同 1.10 一 396.旬 44.0 45.8 14.0:コ 4.50 

ペヱイ タヤ 一 2.3) 397.40 部.4 26.4 14.0:コ 1.80 

ナナカ Y ド 一 2.10 401.80 6.5 6.0 4.田 1.∞ 
ド ーす 少 一 2.田 405.∞ 44.0 41.6 16.0 3.50 

ぺ=イ タヤ 一 0.90 410.10 3.4 4.6 2.Eね 1.(氾

同 O .一 410.50 一 2.即 2.0:コ

ダクカ 〉〆 7マ 一 1.40 411.20 45.0 44.0 16.∞ 6.50 
ジ ナ ノ ヨー 一 2.15 413.20 32.0 32.8 15.∞ 6.田
ニE y 句司r 少 1.()(コ 一 414;00 43.3 41.4 12.0:コ 4.0:コ

ト ド 「司r ~ 2.2<コ 416.50 14.0 11.2 4.印 3.3) 

同 0.65 一 421.40 34.0 35.0 11.00 4.ぽ3

同 1.20 一 428.0:コ 21.2 22.0 11.(氾 6.∞ 
ペユイ タヤ 0.60 一 43).0:コ 10.0 10.4 6.∞ 2.20 
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xm 胸品直径
樹高 投下cm 

樹 種 ym 備 考

+ m m 

イ チ ヰ 一 0.70 430.30 一 一 0.25 一
ト ド 司司r ~ 一 0.45 451.∞ 20.4 18.0 11.C氾 6.50 

ニJ! y .マ ~ o.印 一 455.40 120.0 115.0 26.(幻 7.lJ.コ

ト ド 町司r ~ 0.30 一 456.70 25.0 23.6 5.00 先折

ニ巳 y 『司r 少 一 2.40 458.50 40.0 34.4 16.00 7.50 

ト ド 司司r 1ジ 2.40 458.60 15.0 13.4 6合00 3.lJ.コ

γ ナ ノ キ 一 2.30 459.00 印.0 54.2 18.00 10.00 

同 一 2.40 459叩 51.7 53.0 19.∞ 6.∞ 
ム V カ 一 1.70 4印.回 一 一 2.30 一

同 一 1.40 465.田 一 一 2.20 一
ト ド .マ ~ O 一 482.∞ 4.0 3.4 2.20 1.40 

ダクカ 〉〆 7マ 一 2.::幻 485.20 15.0 13.2 一 一 枯損
ド 『司F ~ 1.45 一 485田 3.6 3.5 2.30 1.25 y4S4m =ト

Wマツノ倒木
ア 'J

同 一 O.E氾 493.即 67.0 60.0 19.(氾 9.00 t直径剖C皿〉

ェy ナナカマド 一 0.::氾 494.30 7.0 7.0 17.0:コ 8.00 

ニ己 y 『司r ~ 一 1.40 496.0:コ 92.0 96.0 17.c氾 一 枯損
エ Y ナナカ T ド 1.80 一 498.00 気).0 18.6 12.(氾 3.50 

VIII. 15-16， 19お.調査.

C. 南面 (5x350m2)帯旗標準直劃地

本帯欣標準匡劃地は頂上より南方，ヌポロマツポロ津上流に走れる尾根に従ひ， 略々南方に取

れり。此の斜面は傾斜12
0

ー38"にして急斜地多く，下部に至ればグー15。の綬斜地となる。基岩は片岩
類(神居古揮居〕なれe，下部は蛇紋岩よりなる。

本面山頂に近き部分(山頂より60mの間〉は傾斜18
0

-26。を示し，概して念斜地にしてアカミノ

イヌツグの護達著しく，チシマザクラ， タカネナナカマド等を交へ，棲性のミヅナラ，シナノキ，

エゾイタヤ等混じ，向アカミノイヌツグ多き所には，イチヰ(最高2.5m)良く生やるととあり。下

居はチシマザサ及オクヤマザサ(高さ2.2m)により占められ，更に濯木にはムシカリ，ノリノキ，

ホザキナナカマド，ムラサキツリパナ，コエウラク，ハナヒリノキ，エゾイボタ等あり。最下屠に

はツJvツグ，ツJレシキミ，カラスシキミ，シラネワラビ， ミヤマワラビ，ジウモンジシグ，ウチハ

マンネンスギ，オクエゾサイシン， エゾシヤウマ， トグナシゴエフイチゴ，ヒロハヒメイチグ， ク

ルマパサウ，ヱグョツパムグラ， ミミカウモリ，タニギキヤウ，スグ類， オホマヒヅルサウ等，又

菱重類にはツルアヂサヰ，ツタウルシ，テウセンゴミシ，ミヤママタタピ等生十。高度420m以上は

ダケカンバの疎林にして慢性のシナノキ(多)，エグイタヤ， ミヅナラ等生じ，叉イチヰあり。下屠
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はオクヤマザサ(高さ3m)密生し，濯木にはムシカリ，ノリノキ，ホザキナナカマド，エグヘウグ

ンボク，ヒロハツリバナ，エゾスグ9，ハナヒリノキ，ヱゾイボタ等あり。最下居にはツルツグ，

ツルシキミ，シラネワラビ，ジウモンジシグ，ェゾシヤウマ，エゾニウ，エゾヨツパムグラ， ミミ

カウニE"9，ヱゾヨモギ，セウゼウスグ等， 叉菱重類にはツタウルシ，テウセンゴミシ， ミヤママタ

タビ等生歩。

高度約420m以下にてはシナノキーミヅナラ林となり，ダケカンパの他にイチキ，エゾイタヤ，

シロザクラ等を混十るも，本林は験り護建せや。下居はオクヤマザサ(高さ3m)優勢にして，濯木

にはムシカリ，ムラサキツリバナ，エゾイボタ等あり。最下屠にはツルツグ，ツルシキミ，シラネ

ワラピ，サカグヰノデ，コタニヲタリ， トグナシゴヱフイチゴ，ヒロハヒメイチグ，クルマバサウ，

ミミカウモリ，ザゼンサウ，オホマヒヅルサウ等，叉蔓草類にはツルアヂサヰ，ヤマプダウ，ツタ

ウルシ，テウセンゴミシ等生す言。

高度380m附近に近くなれば， 傾斜38。の験阻地にして，グケカンパ，シナノキ， ミヅナラ，エ

ゾイタヤ，ベニイタヤ，ナナカマド等の林にアカエゾマツ， トドマツ等混入し， 380m以下に至れば

傾斜90_180の絞斜地となり，基岩は蛇紋岩にして，エゾマツ， トドマツ等にダケカンバ，シナノキ，

ぺ=イタヤ，ヱゾイタヤ，ナナカマド， ヒロハキハダ，コシアプラ，ヱゾパツコヤナギ等のi見守る

針潤混靖林となり，下居はオクヤマザサ(高さ3.2m)により占められ，濯木にはムシカリ，ノ Pノ

キ，エゾイボタ，ヱゾスグ9，ホザキナナカマド， ヒロハツ Pパナ等あり。最下屠にはツルツグ，

ツルシキミ，シラネワラビ，サカグヰノデ， ジウモンジシダ，コタユワタリ，エゾシヤウマ，オク

ヱゾサイシン， トグナシゴエフイチゴ，ヒメイチグ， ヒロハヒメイチグ，レンプクサウ，クルマパ

サウ， ミミカウモリ，ザゼンサウ，スグ類，オホマヒヅルサウ，オホアマドコロ，エンレイサウ，

ヒロハテンナシセウ，クルマユリ等，叉蔓草類にはツルアヂサヰ，ヤマプダウ，ツタウルシ，エグ

サルナシ， ミヤママタタピ等生十。

向本帯欣標準直書j地より下部は， トドマツ，エゾマツ，グケカンバ等を主とする綬斜地の混滑

林にして，下屠はオクヤマザサ(高さ2.8m)密生し，諜木にはムシカリ，ノ Pノキ，ヒロハツリパ

ナ，オホパスノキ等あり。最ー下居にはシラネワラピ， ミツバワウレン， トグナシゴヱフイチゴ， ミ

ミカウモリ，ザゼンサウ，オホマヒヅルサウ等，叉蔓童類にはツタウルシ生十。

今，本帯紙標準匡割地内に於ける主要なる木本を表示せんに失の如し。(第五十三表〉
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第五十三表

Xm 胸品直径
樹高 投下cm 

樹 種 ym 備
+ m m 

アカミノイヌ!l>ゲ 1.∞ 一 O 5.2 5.0 3.00 1.70 

タカネナナカ T ド 一 2.50 O 3.8 3.4 2.()(コ 1.()(コ

チ γTザグラ 0.60 1.00 3.0 2.8 3.Eわ 2.::幻

ヲカミノイヌ!l>グ 一 0.75 2.20 4.2 4.6 3.50 2.20 

!J.・ケカ る〆 7守 1.~ヨコ 一 2.叩 11.2 14.4 5.田 2.50 

チ v .. -lf'グヲ 一 0.75 3.70 2.9 3.1 4.(氾 2.0:コ

アカミノイヌ少ゲ 1.70 一 4.00 4.4 4.5 3.50 1.00 

同 2.00 一 6.60 4.0 3.8 3.50 2.50 

ヤ.. fJ ルヨ〆 1.30 一 6.70 5.0 5.2 3.印 1.20 

アカミノイヌ少グ 一 2.50 7.(氾 6.4 6.2 4.00 1.~幻

同 2.10 7.20 5.3 5.4 3.20 1.00 

同 一 1.55 7.20 5.6 5.2 3.00 1.00 

同 1.40 } 7.叩 5.2 5.4 3.30 2.∞ 
同 一 0.60 8.20 5.0 4.8 3.50 2.()(コ

ェ y ィ 4ヌヤ 2.50 一 9.80 6.2 8.0 3.50 1.60 

アカミノイヌ少ゲ 一 0.70 9.80 5.5 5.5 5.00 3.00 

チ γTザグラ 一 2.10 10.()(コ 4.9 4.6 3.10 2.10 

同 2.25 一 10.20 5.2 5.5 3.日 1.日

同 一 2.25 10.45 7.0 7.4 3.回 1.00 

アカミノイヌツゲ 1.10 一 11.C氾 7.5 7.2 5.()(コ 2.50 

同 一 2.10 11.40 4.0 3.8 2.と0 1.CO 

同 一 1.55 11.80 4.6 4.4 3.10 2.20 

同 1.40 一 13.30 9.0 9.2 4.00 1.50 

同 一 2.田 13.80 3.6 4.0 3.60 1.回

同 一 1.日 13.90 4.8 4.6 3.00 0.50 

同 一 1.20 14.30 4.0 4.2 3.00 2.20 

同 2.15 一 15αコ 3.7 3.8 4.00 1.00 

同 一 1.∞ 16.00 6.4 6.6 4.回 1.Oiコ

同 1.20 18.70 4.1 4.0 3.00 1.50 

同 一 1.35 19.20 6.0 6.1 2.50 3.50 

同 一 1.35 19.45 5.5 5.2 3.50 0.80 

アカミノイヌ少ゲ 0.70 一 22.35 4.5 4.2 4.∞ 3.00 
イ チ ヰ 一 1.70 22.S(コ 一 一 0.80 一
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xm 胸高直径
樹高 枝下cm 

樹 種 戸n 備 考

+ m m 

イ チ ヰ 1.25 23.20 一 一 0.60 一
アカミノイヌツゲ 一 1.150 26.30 6.0 6.1 3.50 1.印

同 1.55 26.65 4.3 5.0 2.50 1.50 

同 1.40 一 29.85 7.8 7.3 4.()(コ 1.印

イ チ ヰ 一 2.28 31.40 2.0 2.1 1.40 一
アカミノイヌ少ゲ -- 1.60 32.30 6.1 6.2 3.()(コ 1.∞ 
イ チ ヰ 一 1.78 33.00 一 一 1.00 一
アカミノイヌツゲ 一 2.00 33.∞ 3.6 3.4 2.8(コ 2.()(コ

同 一 2.35 33.00 3.6 3.1 3.∞ 1.8(コ
同 一 1.50 35.∞ 4.0 4.2 2.印 1.10 

同 1.00 一 86.25 5.0 5.2 3.00 1.50 

同 一 1.65 37.90 4.0 4.4 3.20 2.∞ 
同 0.20 一 39.80 3.8 4.0 3.20 1.0コ

同 一 1.25 40.75 4.8 5.0 3.00 1.00 

同 O.印 一 42.()(コ 4.9 4.7 2.8(コ 1.20 

チ γ....;yグラ 一 2.30 42.40 5.8 5.4 3.田 1.80 

アカミノイ少ヌゲ 一 1.80 43.10 3.4 3.2 2.20 1.()(コ

ノ ノ ヨキ O 一 43.20 一 一 1.20 一
タ・ /r カ y バ 一 0.30 43.30 一 一 1.50 一
チ γTザ lJ ラ 一 2.10 43.30 4.5 4.4 2.50 1.00 

タカネナナカ T ド 一 2.15 44.70 3.7 3.8 2.30 1.10 

アカミノイヌ少ゲ 1.50 一 45.∞ 4.5 4.2 2.印 1.10 

閲 一 1.10 45.10 3.4 3.3 2.20 1.20 

同 一 2.20 45.70 3.6 3.6 3.50 1.E幻

A 予/ カ O 一 46.s(コ 一 一 1.即 一
、 JI' ナ ラ 1.30 一 47.E幻 2.6 2.1 2.20 1.印

チ γ....;y lJ ラ 一 1.05 48.40 4.0 3.8 2.60 1.E幻

アカミノイヌ~ゲ 0.95 52.45 4.2 3.6 3.50 1.80 

同 一 1.25 53.30 3.2 2.8 2.30 1.50 

同 0.10 53.70 3.0 3.6 2.30 1.()(コ

イ チ ヰ 一 1.即 54.00 5.4 5.6 1.00 O.田

チ γ....;yグヲ 一 2.20 54.40 3.8 3.4 1.田 0.60 

アカミノイヌ少ゲ 一 2.30 55.00 4.2 4.0 2.70 1.日

同 ー司 1.30 55.70 2.0 1.9 1.80 1.()(コ
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xm 胸品直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備 考
+ 一 m m 

アカミノイヌ少ゲ 一 0.50 56.∞ 3.0 3.4 2.田 1.60 

イ チ ヰ 一 1.50 60.20 一 一 1.20 一
伺 一 0.50 60.80 一 一 1.00 一

『 ? ナ 7 O 一 62.70 一 一 1.00 一
ェ y ィ 占実 ヤ 0.90 一 63.70 一 一 1.20 

γ ナ ノ ヨー 一 1.80 64.40 一 一 1.田 一
ェ y イ タヤ O 65.00 一 一 1.30 一
ジ ナ ノ ヨー 一 0.80 65.00 一 一 1.20 一
同 一 0.85 65.90 一 一 1.10 一
同 1.20 67.75 一 一 1.20 一
同 0.60 一 68.10 一 一 1.40 一
同 1.40 69.00 一 一 1.80 一
同 O 一 69.E幻 一 1.50 一
同 一 1.(氾 70.00 一 一 1.30 一
同 0.30 一 70.30 2.4 2.4 1.70 1.00 

同 0.10 一 70.80 一 一 1.50 一
同 一 0.40 70.80 3.0 3.0 2.10 1.30 

4 γ カ 0.10 一 73.70 一 } 1.20 一
同 O 一 74.80 一 一 1.70 一

、司、 :y' ナ ラ 一 0.90 76.00 一 一 1.日 一
ム γ カ O 一 78.30 一 一 2.30 一
ダケカ y )1司r 一 0.90 87.50 50.0 65.0 8.00 2.20 

イ チ ヰ 一 1.40 88.00 7.0 8.2 2.30 0.8(コ

x y イ ~ ヤ 0.20 90.40 一 一 2.50 一
γ ナ ノ ヨp 一 1.∞ 92.30 一 一 1.20 一

同 一 1.80 93.CXコ 4.2 4.0 2.50 1.20 

同 一 2.50 93.00 3.8 4.0 2.釦 0.70 

ェ y イ ~ヤ O 93.70 一 一 1.40 一
γ ナ ノ ヨp 一 1.印 94.50 6.2 6.4 4.10 2.70 

同 O 一 95.20 6.6 6.0 4田 3.::幻

、司 "!J)' ナ ラ 1.40 一 100.50 3.1 3.2 3.印 2.80 

γ ナ ノ ヨー 一 90.0 102.40 一 1.80 一
ダ夕方 y バ 一 2.田 140.00 回.8 60.0 10.00 3.80 

γ ナ ノ ヨp 2.50 143α3 41.0 46.4 8.∞ 2.CXコ
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xm 胸品直径
樹高 枝下cm 

樹 種 ym 備 考

+ m m 

γ ナ ノ ヨー 2.50 一 151αコ 4.1 5.0 4.50 2.50 

同 1.20 一 154.30 3.0 3.6 2.50 1.20 

同 1.00 一 158.70 7.0 7.0 4.80 1.50 

同 1.20 一 160.20 一 一 2.30 一
同 0.70 一 161.00 5.2 4.8 6.印 3.00 

ム γ カ 1.CXコ 163.∞ 2.2 2.1 2.30 1.00 

イ チ ヰ 2.00 165.90 7.0 6.8 3.00 O.印

同 一 2.00 166.70 7.8 7.8 4.ω 0.50 

、 ~ ナ ラ 一 2.50 170.20 15.0 16.0 6.50 1.3!コ

チジマザグラ 1.70 一 174.20 6.0 6.2 3.80 1.30 

一、、 ~ ナ 7 O 191.(氾 24.2 26.6 9.CXコ 1.30 

ム γ カ 0.20 191.70 一 一 2.50 一
、 ~ ナ 7 2.20 一 195.40 41.3 42.0 8.50 1.50 

ェ y イ 。+ 1.75 一 197.30 一 2.50 一
A γ カ 一 20.0 198.30 一 一 1.80 一
ダケカ y パ 1.15 199.70 13.0 13.6 6.∞ 2.00 

同 2ぽ〕 一 200.00 21.0 23.2 7.CXコ 1.60 

γ ロザグ ラ 0.70 同司 200.70 一 一 2.00 一
γ ナ ノ ヨー 1.35 一 21α2.00 6.3 5.0 3.80 2.00 

同 O.回 一 2回.30 一 一 2.80 一
同 一 O.田 203.00 3.0 2.8 2.80 1，(わ

同 1.20 204.60 2.50 一
同 O 一 206.00 7.0 6.0 3.30 1.~ヨコ

同 1.20 一 206.70 4.0 3.4 3.50 2.50 

同 0.70 207.(わ 3.6 3.2 3.即 2.田

ダクカ Y Tを 1.00 210.80 問 .2 26.8 8.00 1.90 

ェ y ィ タヤ O 212.00 一 一 1.20 一
アカェ y.... 少 0.80 一 212.00 一 一 1.30 一
ダクカ Y Tマ 一 1.2(コ 212.00 11.0 11.3 7.50 3.荻)

ド 『事F 少 0.70 一 212.30 14.3 15.3 6.00 u幻

タ・ 7 カ 〉〆 7マ 一 1.(幻 212.60 9.2 10.5 6.50 4.00 

ノ ノ ヨャ 0.95 一 213.【氾 一 一 3αコ 一
、 ~ ナ ラ 一 0.20 213.CXコ 42.0 35.9 8.CXコ 3.00 
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X町1
胸高直径

i 樹高 投下
樹

cm 
種 ym 備 考

+ m rn 

ダタカ る〆 7マ 0.70 一 214.CXコ 33.0 32.0 9.CXコ 1.3コ

同 O 一 214.80 26.0 31.0 9.00 1.90 

エ Y イ タヤ 1.00 一 215.0:コ 一 一 1.50 一
A 手〆 カ 0.60 215.60 一 一 2.20 一
アカェ y "'q' ~ 2.50 一 217.00 36 3.8 2.田 1.00 

、句、 グ ナ ラ 1.釦 一 217.20 7.3 8.5 4.80 2.30 

ジ ナ ノ ヨー 一 1.E幻 218.∞ 3.0 3.1 2.伎) 1.10 

悶 2.40 一 218.10 3.4 3.0 3.0:コ 1.50 

同 一 1.∞ 219.10 5.3 4.7 3.回 2.却

同 O 221.40 7.9 8.2 5.30 2.80 

ェ y イ タヤ 2.田 一 226.3コ 8.4 8.8 6.回 2.()(コ

同 1印 一 227.0:コ 4.0 4.1 5.0:コ 2.00 

ペユイ タヤ O 一 229.40 12.6 11.8 7.00 3.∞ 
タ・ 4伊 カ 〉〆 pマ 2.50 一 231.(氾 26.4 2'1.5 10.∞ 4.(氾
F 司司F )l> 1.自 236Dコ 39.8 40.7 13.0:コ 2.(氾

アカエ y ~ ~ 一 0.70 238.30 一 一 1∞ 一
エYノパ少ョヤナ芋 0.40 一 238.70 16.0 16.9 8.0:コ 2.8(コ

ダクカ 〉〆 7マ 一 O.田 239.30 3.1 2.5 3.30 2.20 

ナナカ 『司F ド 0.55 一 239.70 6.8 7.2 4，日 1.40 

~・ヶカ 〉〆 p守 0.55 一 239.90 10.2 10.4 7.5tコ 3.50 

ナナ カ T ド 1，30 一 240.30 4.6 4.4 4.0:コ 1.叩

A: =--イ タヤ 0.35 一 240.50 2.2 2.4 3.∞ 1.80 
ダケカ 〉〆>マ 0.90 一- 240，60 3.9 3.8 一 一 枯損

同 1.70 一 241.35 2.7 2.8 3.00 1.80 

ペユイ タヤ O 一 242.20 一 1.回 一
γ ナ ノ ヨ半 1.90 一 245.20 43.2 54.4 14.α3 2.8(コ

ペコイ ~ヤ 一 0.70 245.80 4.0 4.1 3.50 2.田

こ巴 y 『司F )l> 2.∞ 一 246α〉 76.0 85.0 25.00 5Bコ

テナカマ ド 1.田 一 248.CXコ 4.4 4.3 5.40 2.田

b 日戸ノキ戸ダ O 一 249.00 24.8 24.5 8.50 2.日

、、 グ ナ 7 2.50 250.50 17.3 21.1 8.0:コ 1.40 

エ Y イ タヤ 1.10 一 252.30 5.0 4.8 4.∞ 2.30 
同 一 0.40 254.00 6.7 7.3 6.0:コ 3.∞ 

ダケ カ ;y 7守 2.50 一 255.0:コ 17.4 20.0 10.00 4.0:コ
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樹 種 考
ym lT7151樹汁ム備xm 

V ナノキ

ダクカ V パ

エグイタヤ

ダクカ v パ

V ナノキ

間

同

同

エY' ...少

エ Y ナナカ T ド

エ y ~ ~ 

同

トド~ ~ 

同

岡

ナカカ T ド

ト r ""'l' ~ 

エ y "" ~ 

同

ト1" ... ~ 

同

同

ヨジアアラ

トド~ ~ 

同

同

同

ェy ナナカ Y ド

ダクカ y パ

同

同

0.60 

0.70 I 255.60 

- 1 256田

16.6 

15.9 

15.9 I 10.(わ

16.4 I 11.∞ 

:;;:;|ご;|;;;|;;|;
2.50 

1.30 

2.∞ 
2.30 

2.0<コ

O.却

1.30 

1.α) 

1.90 

ね

臼

o

n
u

円

u

0.70 

0.65 

旬

。

回

初

4

a

n

U

4

S

 

- 12位 .COI 40.4 

- I 292.20 I 21.0 I 21.2 I 10.∞ 
43.0 1 12.00 

一1293.00 1 4.4 1 4.8 1 4.日
- 1 293.部 5.01 5.1 1 3.∞ 
一'泊5.001 74.0 1 73.2 1 20.∞ 
- 1 296.20 

- I 296.70 I 62.0 I 63.0 I 20.∞ 
2.::幻

2.∞1 316.10 
- 1 316.∞ 58.9 I 58.8 

9.5 

4.0 

4.0 

13.0 

4

5

8

 

9

.

4

a

 

2.∞ 
6.回

3.回

6.0<コ

∞
∞
回
∞

Q

u

n

b

R

u

q

u

 

2.50 

2.30 

7.∞ 

3.∞ 
折

損

個

唄

元

枯

枯
一一一
お

ね

∞

f
・

4
t

《白

- ，枯換

6.00 

5.∞ 
- ，枯損

∞
∞
羽
∞
回
∞
田
∞

5

5

1

7

3

7

5

4

 

ー-1 317.40 

01 ー 1320.∞ 14.0 

- I 0.70 I沼1.301 63.0 

O 

11.2 

- I 327.70 I 17.0 I 16.0 I 9.∞ 
11.0 

1.日

7.00 

12.2 

11.0 

13.5 

14.8 1 10.00 

65.0 1 ー

11.8 

11.0 

回
∞
∞

n

v

Q

U

7

'

 

9.0 9.0 

- 13四.∞ 3.21 3.0 1 3.∞ 
ー 13沼却| お'.01 位 81 15.00 

- 1 329.30 1 18.3 1 18.2 1 11.00 

- 1 347.叩 46.6 44.5 I 14.0<コ

。二|二;13|;:l:::
VIII. 24， 19お.調査.
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D. 北面 (5x 500m2)帯賦標準匡劃地

本帯欣標準匝書j地は頂上より北方，ヌポロマツポ R津本流左岐の上流に走れる尾根に活ひ，略

々北方に取れり。此の斜面は上部傾斜21-35
0

G1)急斜地にして，下方に至れば緩斜地(傾斜約9")と

なる。

本面山頂附近(山頂より18米の間〉はタカネナナカマド多<.チシマザクラ，ヒロハツ Hパナ，

アカミノイヌツグ，イチヰ等混じ，下居はチシマザサ及オクヤマザサ(最高2.8m)により占められ，

濯木として向少しくムシカ Pを交へ，最下屠にはツルシキミ，シラネワラピ，ジウモンジシグ，ヒ

ロハヒメイチグ， レンプクサウ， クルマパサウ，タニギキヤウ， ミミカウモリ，オホマヒヅルサウ

等，叉蔓草類にはツルアヂサキ生歩。 18m(y)-60m (y)の聞は殆んど樹木なく，笹類と大型草木に

より占められ，謀、地性なり。 18m(y)より 48m(y)の聞はオタヤマザサにより占められ，帯欣標準

匝劃地附近には，少量のダケカンバとミヅナラ，ケヤマハンノキ等あるに過ぎ歩。殆んE無立木地

にして，下居i桂木にはムシカリ，ノリノキ，エゾアヂサヰ等るり。草本としてオエシモツケ，オホ

バイラクサ，オホイタド]J，ウド，ヨプスマサウ， ミミカウモリ等の大型草本生じ，最下居にはシ

ラネワラビ，オホバシヨりマ，オホメシグ， ジウモンジシグ，タ=ギキヤウ等，叉蓮華類にはヤマ

プダウ， ミヤママタタピ生十。とれより60m(y)まで， 12米の聞は揚地にして笹類はなく，オニシ

モツケ(高さ2m)，ウラグヨプスマサウ(高さ2.5m)，オホイタドリ，ウド，エゾユヅリハ等の大型

草本により占められ，下j蒼にはリヤウメンシグ， ジウモンジシダ，ハクマウヰノデ， ミヤマスミ ν，

ザゼンサウ等生十。

とれより下部62m(y)-84m (y)の聞はミヤマハンノキ林出現し，漁地にして，下居はオクヤマ

ザサ(高さ2.1m)により占められ，濯木にはムシカリ，ヱゾアヂサヰ等ーあり。最下居にはシラネヲ

ラピ，ホソヰノデ，ハグマウヰノデ， ミヤマベ=シダ，オホメシグ，コタニワタリ，サンカエフ，

エグニウ，タニギキヤウ， ミミカウモ]J，ザゼンサウ，オホマヒヅルサウ等，又菱重類にはツルア

デサヰ生十。

高度380m以上はグケカンバ林にして，その護建著しく，グケカンバ多<.ナナカマド，エゾイ

タヤ，シナノキ，オヒョウ，ヤチダモ等混じ，揚地にはミヤマハンノキ生十。下居はオクヤマザ

サ(高さ2.4m)優勢にして， t桂木にはムシカリ，エゾアヂサヰ，ムラサキツリバナ，エグイボタ等

あり。最下居にはツルシキミ，ハヒイヌツグ，シラネワラビ，オホパシヨリマ，ホソヰノデ， ミヤ

マワラビ，ジウモンジシグ，サカグヰノデ，ハクマウヰノデ，コタ=ワタリ，オホバイラクサ，ウ

ド， トグナシゴヱフイチゴ，エゾシヤウマ，オユシモツケ，ハナウド， ミミカウモリ，クルマパサ

ウ，エゾ=ウ，ザゼンサウ，スグ類，オホマヒヅルサウ，オホバタケシマラン等，又蔓草類には，

ツルアヂサヰ，ヤマプダウ，ツタウルシ等生歩。

高度380m以下330mまではダケカンパ，シナノキ，エゾイタヤ，ベニイタヤ等を主とする林



(135) 

と友り，オヒョウ， ミヅナラ，ナナカマド，ヒロハキハダ， センノキ等混歩るも，下方は笹類と漁

性の大型草木により占められ，僅かにエゾイタヤ，グケカンパ等の生やる所あり。ダケカンバ，シ

ナノキ，エゾイタヤ，ベ=イタヤ等を主とする林の下居はオクヤマザサ優勢にして，撞木にはムシ

カリ，エゾアヂサヰ等あり。最下屠にはシラネワラピ， ミヤマワラビ，ジウモンジシダ，エゾシヤ

ウマ，ウラダヨプスマサウ，ウド， ミミカウモリ，ハナウド，ザゼンサウ， アザミ類，スグ類等，

叉蔓草実質にはツルアヂサヰ生歩。ミヤマノキシノプ，時に樹幹に着生す。

号たに綬斜地には笹類と大型草本優勢にして，笹類はオクヤマザサ(高さ2.8m)により代表せら

れ，ジウモンジシグ，オホバイラクサ， オホイタド1}，ウラグヨプスマサウ，オホプキ，ザゼンサ

ウ等を仲ふ。また匡iIJ地を横断せる狭き低漁地小流あり。附近はシナノキ多く，エゾイタヤ，ダケ

カンバ等あり。又オホパイラクサ，オホイタドリ(高さ 3.5m)，ウラグヨプスマサウ，ハンゴンサ

ウ，アザミ類等の大型草本旺盛にして，ジウモンジシダ，ハクマウヰノデ，サンカエフ，アイヌワ

サピ，ザゼンサウ，ヱゾカサスグ等生歩。

高度約330m以下は針澗混靖林となり，此の間近はトドマツ，エグマツに，ダケカンパ，エゾイ

タヤ，ベ=イタヤ，シナノキ，ナナカマド， ヒロハキハダ， ミヅナラ，ケヤマハンノキ等の潤葉樹

を混十。下屠はオクヤマザサ(高さ2.5-3.3m)優勢にして，濯木にはムシカリ，ノリノキ，オホパ

スノキ，エゾクロウスゴ，エグユヅリハ等あり。最下居にはツルツグ，ツルシキミ，シラネワラビ，

オホバシヨリマ，オクエグサイシン， ヒメイチグ，ヒロハヒメイチグ， トグナシゴエフイチゴ，ザ

ゼンサウ，セウゼウスグ，オホマヒヅルサウ等，叉蔓草類にはツルアヂサヰ，ツタウルシ等生十。

向本帯欣標準匡劃地より下部は平坦地となり， トドマツ，エゾマツ， ミヅナラ，ダケカンパ，

シナノキ，エゾイタヤ等の針潤混請林なり。下居はオクヤマザサ，ネマガリダケ(高さ1.8m)等に

より占められ， ~.荏木にはノリノキ，ヱゾクロウスゴ，オホパスノキ等あり。最下屠にはシラネワラ

ビ， トグナシゴエフイチゴ，ザゼンサウ，クルマユリ等，叉蔓草類にはツタウルシ生十。

今，本帯欣標準匡劃地内に於ける主要なる木本を表示せんにヨえの如し。(第五十四表〕

第五十四表

xm 胸高直径
樹高 枝下

樹
cm 

種 ym 備 考

+ m m 

アカミノイヌ少ゲ 0.20 一 0.10 3.2 3.1 2.回 1.00 

担カネナナカマド 0.60 0.80 4.8 5.0 3.20 0.60 

イ チ ヰ 1.30 一 2.00 8.7 8.6 4.()(コ 1.00 

タカネナナカマド 1.35 一 3.10 6.6 7.2 4.60 1.90 

ム γ カ 2.10 一 3.50 3.8 3.3 3.10 一
タカネナナカ T ド 0.70 5.10 10.6 11.2 4.30 1.(氾
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樹 種

xm 胸高直径 l

cm ~ I樹高
戸n 一一一一一一「一一一一一)

N-S I E-W I m 
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b 日戸~ l}パナ
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同

ノリノキ

ターヶカ y パ

V ナノヨp
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同

同
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同

同

同

ダクカ y パ

同
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ペユイタヤ

.ム カγ 

ナナカ τ ド

エ Y ナナカ Y ド

ダクカ v バ
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同
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xm 胸品直径
樹高 校下Clll 

樹 種 ym 備 考
十 m m 

ミヤ"" /'、 y ノキ O 一 156.印 13.1 12.2 7.50 2.:::幻

タ・ /r カ 〉〆 7、r 2.40 一 167よXコ 39.6 33.1 10.0:コ 1.00 

::c y"イ タヤ 一 2.00 171.C氾 16.2 16.0 7.00 4.00 

同 1.30 一 172.(沿 24.4 28.0 9.50 4.0:コ

手〆 ナ ノ ヨ半 2.00 172.80 6.4 5.4 3.50 1.60 

エ Y イ タヤ 一 0.50 172.80 16.8 16.5 7.00 2.50 

タ・ /r カ る〆 p、て O 一 175.(氾 40.4 41.0 14.00 5.00 

同 一 0.50 175.30 23.6 24.0 9.00 3.50 

同 一 1.85 177.30 36.0 32.0 11.00 4.60 

同 一 1.80 181.50 3"1.3 39.8 14.00 4.(氾

ベニイ タヤ 1.30 一 185.0:コ 17.8 19.3 8.00 1.8(コ

~・/rカ 〉〆 pて ー司司 2.20 189.20 31.1 32.8 11.00 5.日

同 1.10 一 190工氾 49.0 54.2 13，00 2.50 

ペユイ タヤ 0.40 190.50 16.0 17.6 9.00 1.10 

ダクカ シ〆 pマ 一 1.80 191.20 15.6 16.1 10.00 7.00 

エムr ィ タヤ O 一 192.50 ' 6.2 5.8 4.00 1.50 

ナナカ Y 一 1.50 192.50 14.0 14.8 6.50 1.00 

ダク カ 診 7守 一 1.50 195.0:コ 28.4 33.0 12.0:コ 6.30 

ナナカ Y ド 1.95 2αコ.40 9.6 9.6 7.50 4.00 

同 2.回 201.00 14.4 14.2 6αコ 1.50 

ダケ カ 〉〆 pマ 2.0:コ 203.10 51.0 55.0 15α〕 3.00 

手〆 ナ ノ 三号 1.CXコ 203.70 一 2.00 

エy"イ -i>< ヤ 2.0:コ 204.50 13.3 12.8 5.00 2.30 

エ Y イ タヤ 一 1.50 

71- b ヨ v 1.45 206.90 8.2 8.0 6.00 2.50 

同 1.65 一 20"1.(氾 自.4 28.6 10.00 4.20 

γ ナ ノ ヨp 0.40 218.50 7.0 9.2 4.50 2.00 

同 一 0.65 219.40 6.6 6.4 5.00 2.10 

ェy"イ タヤ 1.00 一 219.85 6.0 6.4 4.50 1.8(コ

同 O 一 221.25 3.6 3.4 3.30 1.80 

同 1.00 一 221.75 4.2 4.0 3.10 1.30 

ダク カ 〉〆 pマ 2.30 一 222.50 37.3 40.0 13.00 5.∞ 
ェ y イ タヤ 1.旬 225.10 4.6 4.8 3.(氾 1.00 

ベコイ タヤ 1.00 23.4 7.00 2.(氾
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xm 胸高直径
樹高!枝下cm 

樹 稜 ym 備 考
十

4 γ カ 1.10 一 230.50 一 一 2.20 1.30 

ペユイ タヤ 0.50 238.40 5.0 4.8 3.50 1.50 

、 グ ナ ラ 一 2.cわ 241.2(コ 51.0 51.6 11.CXコ 2.田

ダクカ る>守 0.30 一 245.60 40.0 40.4 13.CXコ 6.00 

同 0.75 一 246.90 22.0 24.2 12.(氾 7.(氾

ペェイ タヤ 一 1却 248.∞ 3.0 3.0 3.00 1.20 

V ナ ノ ~ O 一 254.30 26.8 32.1 12.CXコ 7.CXコ

同 0.60 一 254.30 28.0 25.6 11.∞ 1印
エ Y ナナカ可ド 一 O.旬 260.回 18.4 2コ.4 11.00 7.∞ 

同 一 1.∞ 26<ユ60 22.4 26.8 12.00 5.50 

V ナ ノ ヨp 一 0.30 261.CXコ 10.8 13.2 8.∞ 2.70 
同 0.30 261.30 30.0 30.9 11.00 1.00 

B 

同 O 261.35 10.0 10.2 7.00 2.50 

同 O 一 261.80 57.0 63.0 一 一 枯摂
b 日戸キノ P タ・ 一 1.15 262Bコ 3.0 3.2 一 一
エ y イ タヤ 1.30 一 263.CXコ 一 1.90 一

同 一 1.印 272.CXコ 3.6 3.8 4.00 1.80 

シ ナ ノ ヨ 一 1.50 272.20 5.0 4.8 3.回 1.90 

同 一 1.印 272.20 13.0 14.2 1O.c氾 4.(幻

同 一 2.α] 272.s(コ 46.2 56.0 15.00 1.80 

同 一 2.20 273.60 22.6 21.6 8.00 3.00 

同 一 2.25 274.20 12.2 11.0 8.∞ 6.CXコ
]:， Il >、ノ寺戸~. 一 0.80 275.70 11.8 11.4 7.CXコ 3.50 

タ・ ク カ る"マ 一 2.50 283.(氾 27.0 31.4 13.()(コ 7.【氾

同 O.釦 285.20 42.2 日.4 16.00 7.CXコ

オ ]:， ヨ v 一 1.45 285.60 5.6 5.8 6.日 2.50 

エ 7 イ タヤ 一 1.30 285正幻 10.4 9.2 6.00 2.50 

b 日 X' ~ l}パナ 一 O.γo 285.85 8.9 9.6 7.00 3.田

、 グ ナ 7 一 1.50 285.90 60.4 回.2 14.00 4.50 

エ Y イ d契 ヤ 一 0.65 自6.30 4.6 4.9 4.00 1.60 

ターヶカ 〉〆 ヌぺ 1.30 一 290.50 48.6 50.0 14.00 3.90 

エ 7 イ タ ヤ 一 1.70 30ス叩 42.8 45.6 10.CXコ 3.00 

ダク カ 〉〆，~ 2.50 一 350.00 30.4 31.8 11.00 2.CXコ

同 0.80 一 398.00 70.0 72.0 13.(氾 2.回
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Xlll 
胸高直径

樹高 枝下cm 
樹 穏 ym 備 考

+ m m 

ド 『司r ~ O 407.田 32.6 34.0 16.00 4.50 

悶 1.80 409.40 21.6 21.4 9.00 3.∞ 
ダクカ y パ 1.10 410.90 18.0 17.6 12.CO 6.0コ

クヤマ ヌ、 y ノキ { 1.朋 410.90 38.8 38.6 14.00 9.∞ 
ダク カ v バ 一 2.15 411.80 4.0 4.2 3.50 一

悶 一 2.50 411.80 12.0 13.4 11.0コ 6.0コ

ド ーマ 少 一 2.50 411.95 16.8 18.4 11.00 4.50 

ダケカ 〉〆 Y守 一 1.60 412.30 9.6 9.0 9.00 7.00 

F ーマ ツ 一 2.50 413.05 5.2 5.0 2.20 3.∞ 
タ. /r カ ;y 守 0.40 414.20 20.0 21.2 12.(氾 8.0コ

ド、 円司r ~ 1.25 415.20 14.0 14.5 9.00 3.εo 

同 一 .1.50 415.30 2.3 2.3 2.00 一
エ Y ナナカマド 1.15 415.40 11.2 12.8 7.50 1.80 

こ巳 y ーマ ~ 1.50 423.30 71.0 80.0 22.0コ 8.∞ 
γ ナ ノ ヨF 2.印 一 435.70 35.0 40.0 19.00 7.50 

ペユイ タヤ 2.50 一 438.80 32.2 33.0 11.00 2.田
、 ~ ナ ラ 1.50 439.00 ー 65.0 75.0 17.00 4.50 

ト ド 司有r ~ 0.80 448.50 42.6 44.0 16.00 3.00 

同 一 2.50 449.60 21.2 20.2 12.00 4.0コ

ペユイ 9 ヤ 1.70 一 450.印 36.0 36.8 11.00 4.50 

『 '1>' ナ を7 2.印 456.30 18.2 18.4 10αコ 3.30 

ヨ己 7 『司F ~ 一 1.00 459.50 70.0 7'3.0 21.00 7.0コ

F て司「 ~ 一 1.80 460.50 23.0 23.8 11.C氾 3.00 

ダクカ 〉〆 yマ 一 2.20 460.70 40.0 48.0 14.(氾 8目00

ペ Z イ タヤ 2.50 466.00 44.6 43.4 14.00 5.50 

ダク カ 〉〆 pマ 0.30 一 467.8コ 一 2.(氾 一
ム γ カ 1.55 一 470.30 3.0 2.8 4α3 1.80 

コ己 7 『司「 5沙 ‘一 1.90 474.10 63.0 63.0 18.00 6.00 

γ ナ ノ ヨー 1.70 一 479.30 11.2 10.7 6.00 1.30 

ド ーマ ~ 0.60 一 487.50 32.6 29.4 13.(幻 4αコ

ニε 7 円司「 ~ 0.75 489.10 一 0.85 一 僅:1]木上
同 1.40 一 489.20 一 1.印 一 同
同 0.20 489.30 一 一 0.60 一 同

同 0.55 489.30 1.10 一 同
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+ 
m
 

v
J
 

樹 高 枝下
備 考

xm 

樹 穏
m m 

トド~ ~ 

0.90 I 489.30 

0.95 I 489.30 

0.80 I 489.40 

1.40 I 489.45 

1.00 

ホザ、寺ナナカ T ド 1.回

一l 倒木上
- ，同

- ，同

一l 同
一l 同
- I 同

エ y "'"少

エ y ~ ~ 

0.55 

1.0<コ

0.90 

0.60 エ y ~ ~ 

同 1.55 

ノ事ノキ 2.25 3.00 

~. /r カ y パ 2.印 21.0 I 12.∞ 6.田
同 2.40 38.4 I 13.∞ 6.00 

vnL 22-26， 1933.調査.

以上東商，西田，南面及北西各帯朕標準医劃地調査より，頂上附近にては，南面はアカミノイヌ

ツグ群落の護達著しく，チシマザクラ，タカネナナカマド等を交へ，またイチヰ良く生じ，西面にて

もアカミノイヌツグ多く生じ，チシマザクラ，イチヰ等ーあり。然るに東面にてはチシマザクラ，タ

カネナナカマド等多く生じ，アカミノイヌツグも混じ，北面にてはタカネナナカマド多く，チシマ

ザクラ，アカミノイヌツグ，イチヰ等混十。

北面にてはグケカンバ林最も良く護達し， またi品地にして大型草本により占められる所あり，

叉ミヤマハンノキ林出現す。シナノキーミヅナラ林型は顕著ならやしてミヅナラ少しo 南面にては

ダケカンバ林は疎生，シナノキーミヅナラ林は護j主せざるも，下部の険阻地にはアカエゾマツ混歩。

西面にてはグケカンパ林は疎林なるもシナノキーミヅナラ林は代表的のものなり。東面に於てはダ

ケカンパ林及シナノキーミヅナラ林は飴り殻建せ1-'。ミヤマハンノキの生やる所あり。

各面之等の林上り下部は針澗混清林又は針葉樹林なり。
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In the Teshio Experimental Forest of the Hokkaido Imperial University， the primaeval forest 

condition is still well preserved in its greater poition. The vegetation of the primary forest is 

composed of different communities. This is partly due to the diversity in its topographical and 

geological features. The present study mainly deals with the descriptive work in which the com-

position and distribution of the various types of the forest vegetation as influenced by the physio-

graphic factors are chiefly dwelt. This paper consists of the following parts :ー

Part 1. Synecological Study on the Forest Assocations. 

Part 11. Zonal Changes of the Forest. 

Part 111. Local Variations of the Forest Physiognomy by the Direction of the Slope. 

Part 1. Synecological StudY on the Forest Associations. 

Section 1. Forest Associations. 

The woodland vegetation of the Teshio Experimental Forest of the Hokkaido Imperial Uni-

versity belongs to the deciduous， the coniierous and the mixed forest. The deciduous forest often 

comprises associations having various species as dominants， the distribution of which depends chiefly 

upon the edaphic causes. 

1. Sali.トforest.

The Salix-forest dominated by Salix sachalinensis and Salix yezoensis is associated with Salix jessoensis 

and Salix triandra， var. nip.仰zica，and mixed with Populus Maximowicz:ii， Fraxinus mandshurica， Alnus hirsuta， 

etc. It forms the characteristic fringes of trees that mark the course of streams， reaching its greatest 

development along the River Teshio. The ground layer is often ocupied by Phragmites vulgaris and 

Calamagrostis Langsdorffii， and on rich soil frequently occur Senecio palmatus and Artemisia gigantea. 

2. Alnus-forest. 

The Alnus-forest dominated by Alnus japonica var. arguta， is commonly found in the swampy 

place of the low land. It forms an edaphic climax of the swamp and marks a stage in the succession 

which normally progresses towards the drier habitat condition. The representative'of the ground layer 
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is Phragmites vulgaris， while Calamgrostis Langsdorffii is frequently a prominent species. 

3. Ulmω-Fraxinus-Alnus-forest. 

The Ulmus-Fraxinus-Alnus-forest is codominated by Ulmus-propinqua， Fraxinus mandshurica and Alnus 

hirsuta， and associated with Acer mono var.， Quer，αIS crispula， Salix sachalinensis， Ulmus laciniata， Cornus 

controversa， etc. The ground layer is often characterized by the poor development ofぬsaand pre-

ponderance of the tall herbs such as Filipendulaμmtschatica， &neciοpalmatus， Urtica， etc. It is developed 

on the f1at land along the lower valley and considered to be a special forest association in the 

mixed forest， influenced by the topographical feature. 

4. Quercus-forest. 

The Quercus-forest dominated by Quercus crispula occurs very locally on the dry soils in the hilly 

locality. Sasa is exclusively dominant in the ground layer. 

5. Tilia岨Ulmus-Acer-forest.

The deciduous forest is also represented by the Tilia-Ulmus-Acer-association， codominated by Tilia 

japonica， Ulmus laciniata and Acer mono var. It is developed along the valley of the needle and the upper 

mixed forest， and is associated with Betula Ermani， Quercus crispula， Magnolia obovata， Prunus ssiori， 

Phellodendron sachalinense， Acer Mayri， Kalo，抑制xpictum，白rnuscontroversa， Fraxinus m.仰 dshurica，etc. In 

the under layer Sasa is often conspicuous. 

6. Abies-Picea-forest. 

The Abies-Picea-forest is dominated by Abies sachalinensis and mixed with Picea Glehni and Picea 

jezoensis. Considerable stretches of the vegetation of the pure needle forest are locally distributed. 

The ground stratum is usually represented by Sasa kurilensis， var. cernua， but it is sometimes codo・

minated by Daphniphyllum humile and Viburnum furcatum. 

6'. Picea Glehni-forest. 

Over the greater part of the surpentine district in the Teshio Experimental Forest， the Glehn's 

spruce appears to be as the edaphic climax， of which synecological survey was published in 1933 

by M. Tatewaki and T. Morimoto. 

7. Mixed forest. 

Between the lower needle forest and the lower deciduous forest or between the upper deciduous 

forest and the upper needle forest occurs a transition type of the forest， showing a mixture of the 

elements of each forest respectively. The components are Abies sachalinensis， 1モiceajezoensis， Picea Glehni， 

Taxus cusTidata， Quercus crispula， Betula Ermani， Acer mono var.， Acer M占yri，Tilia japonica， etc. 

8. Tilia-QllcrclIs-forest. 
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The Tilia司Quercus-forestdominated by Tilia japonica and Quercus crisp叫laforms the characteristic 

vegetation in the upper area. The ground 1乱yeris occupied by Sasa. 

9. Betura Ermani-forest. 

This birch wood is of frequent occurrence in low land situation， but it， for the most part， wi¥l 

be found between the Tilia-Quercus-forest or the needle forest and the Piuus pumila-thickets. The 

commonest species of the ground layer is Sasa kurilensis. 

10. Pinlls pllmila-forest. 

Thickets of Pinlls pumila are mostly distributed in the highest part. The ground flora is very 

-poor， and contains number of xerophytic elements. 

Section 2. Hydrogen Ion Concentration related to the Forest Associations. 

The hydrogen ion concentration related to the forest associations is shown in the table XLI. 

Section 3. Breadth of the Annual Rings and Tree-age. 

The breath of the annual rings and the tree-age are shown in the table XLII.-XLIII. 

Section 4. Root-system. 

The root-system of Salix yezoensis， belonging to the Salix-forest， Ulmlls propinqlla， to the Ulmus-

F均xinus-Alnus-forest，Abies sachalinensis， to the Abeis-Picea-forest， Tilia japonica， to the Tilia-Ulmus-Acer-

forest， Quercus-crispula， to the Tilia-Querclls-forest， and Betllla Ermani， to the Betula・forestwere exa-

mined. 

Part 1I. Zonal Changes of the forest. 

The zonal changes in the vegetation of the forest association correspond closely with the changes 

in the edaphic conditions as well as the climatic factors which accompany with an increase of altitude 

above the sea level. 

-In the lowest zone are found the Salix sachalinensis-， the Alnus japonica var. arguta-and the Ulmus 

propinqua-Fraxinus mandshurica-Alnus hirsuta-forest. The Abies sachalinensis-Picea jezoensis-， the Picea Glehni-

and the mixed forest clothe the mountain side from 100m. up to an altitude of about 400m. or some-

times 500m. The Tilia japonica-Ulmus laciniata-Acer mono-forest is developed along the valley between 

100 m. and 300 m. of the altitude. As we pass farther up to 400 m. high， the needle trees tend to 

disappear and the Tilia japonica-Quercus crispula-forest appear which shows a characteristic feature of 

the Kitami Ranges. In the upland region from which Tilia japonica-Quercus crispula-forest or the 

needle forest is absent， the Betula Ermani-forest commonly takes their place. It is to be found exte噌

nding up mountain-sides to an altitude of about 500m.， sometimes 600m. Up to 500m. the trees 
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flourish and grow to a moderate size， but above this level they gradully become more and more 

stunted with increased altitude. Above the Betula Ermani-forest the vegetation is usually dominated 

by Pinus-pumila. But the Pinns pumiZa-thicket is rather sparsely scattered on the mountain ridge in 

the district under consideration. 

Part m. Local Variatious of the Forest Physiognomy by 
the Direction of the Slope. 

The difference of the forest physiognomy according to the direction of the slope is， sometimes， 

very noticeable. ln the vicinity of Kamiotoineppu of the Teshio First Experimental Forest， the 

compositions of the forest communities on the western side were examined and compared with those 

on the eastern side. For an example， as one passes the northern ridge of Mt. Misawa， on the 

western side the woods are dominated by the needle trees， while on the eastern the forest is re・

presented by the deciduous trees. Another example was selected along the River Kahei. The vegetation 

of the southwestern slope is characterized by a greater abundance of the needle trees and that of 

the northeastern is dominated by the deciduous trees. 

カセンサウの皐名

Inula Kitamurana Tatewaki， nom. nov. 

Jnula involucrata Miq. in Ann. Mus. Bot. Lugd. Bat. II. (1866)， 171， (non Kalenic 

in 1845). 

I四 lasalicinll L. var. genuina Fr. et Sav. Enum. Pl. Jap. II. (1879)， 401. 

lnu/a salicina L. var. asiotica Kitamura， in Acta Phytotax. et Geobot. 11. (1933)， 44. 

Nom. J ap. Kasenso. 

Hab. J aponia et Korea. 
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